
四
〇

序
章

周
王
朝
は
、
陝
西
関
中
平
原
地
域
の
政
治
・
文
化
的
伝
統
と
陝
東
中
原
地
域
（
三

門
峡
地
区
以
東
の
洛
陽
平
原
を
中
心
と
す
る
黄
河
中
流
域
地
方
）
以
東
に
お
け
る
そ
れ
と

の
統
合
を
前
提
と
し
て
発
足
し
た
複
合
的
王
権
で
あ
っ
た
。

王
朝
発
祥
の
地
で
あ
る
関
中
地
域
で
は
、
前
三
千
年
紀
の
後
半
か
ら
前
二
千
年
紀

初
め
に
か
け
て
の
時
期
に
、
陝
西
竜
山
文
化
系
の
客
省
荘
二
期
文
化
が
衰
退
し
、
中

原
地
域
で
の
二
里
頭
文
化
〈
前
一
九
〇
〇
―
前
一
六
〇
〇
年
頃
〉
に
相
当
す
る
時
期

の
考
古
学
的
空
白
期
を
経
て
、
や
が
て
土
器
文
化
の
差
異
を
特
徴
と
す
る
三
文
化
圏

が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
西
か
ら
《
１
》
﹇
扶
風
劉
家
遺
跡
に
代
表
さ

れ
る
高
領
袋
足
鬲
の
文
化
圏
﹈、
《
２
》
﹇
武
功
鄭
家
坡
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
聯
襠

鬲
の
文
化
圏
﹈、
《
３
》
﹇
西
安
老
牛
坡
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
殷
系
土
器
の
文
化
圏
﹈

で
あ
り
、
し
だ
い
に
《
２
》
の
文
化
圏
が
東
西
に
拡
張
し
て
《
１
》

《
３
》
の
文

化
圏
を
併
呑
し
、
先
周
文
化
の
基
礎
を
形
づ
く
っ
た
も
の
と
さ
れ
るq

。

一
方
、
中
原
地
域
で
は
前
二
千
年
紀
初
め
に
中
原
竜
山
文
化
系
の
王
湾
三
期
文
化

か
ら
二
里
頭
文
化
が
形
成
さ
れ
、
こ
こ
に
「
初
期
王
朝
」（
い
わ
ゆ
る
「
夏
王
朝
」
で

あ
る
と
断
定
す
る
説
も
あ
る
）
が
成
立
し
たw

。
同
じ
頃
、
河
南
省
北
部
か
ら
河
北
省
南

部
に
か
け
て
の
太
行
山
脈
東
辺
の
地
域
で
は
下
七
垣
文
化
（
先
商
文
化
）e

が
興
隆
し

て
お
り
、
や
が
て
こ
の
文
化
を
担
う
政
治
集
団
が
南
下
し
て
「
初
期
王
朝
」
を
併
合

し
、
殷
王
朝
を
創
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
殷
王
朝
は
鄭
州
二
里
岡
文
化
期
に
湖
北

省
北
部
か
ら
陝
西
省
東
部
に
ま
で
跨
る
広
域
の
勢
力
圏
を
形
成
し
た
が
、
こ
の
時
期

ま
で
に
建
設
さ
れ
て
い
た
辺
境
拠
点
の
多
く
（
湖
北
省
黄
陂
県
盤
竜
城
遺
跡
や
山
西
省

垣
曲
商
城
遺
跡
な
ど
）
は
殷
墟
文
化
期
に
入
る
頃
に
は
廃
絶
し
、
王
朝
の
支
配
力
は

東
方
の
王
朝
発
祥
地
域
へ
と
後
退
し
た
。
こ
の
殷
王
朝
東
遷
後
間
も
な
い
頃
と
考
え

ら
れ
る
殷
墟
第
一
期
卜
辞
の
中
で
、
初
め
て
「
周
方
（
＝
周
邦
）」
に
関
す
る
文
字
記

録
が
現
れ
る
の
で
あ
るr

。

さ
て
、
陝
西
省
岐
山
県
の
周
原
遺
跡
か
ら
１
９
７
７
年
に
発
見
さ
れ
た
周
原
甲
骨

は
、
周
王
朝
成
立
前
後
の
時
期
に
相
当
す
る
史
料
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の

中
で
周
の
国
君
は
自
ら
を
「
王
」
と
称
し
、
或
い
は
「
周
方
伯
」
と
称
さ
れ
、
殷
王

を
「
衣
王
」
と
称
し
て
い
るt

。
又
、
殷
墟
第
四
期
卜
辞
中
で
は
、「
周
侯
」
の
称
呼

例
が
見
出
さ
れ
るy

。
お
そ
ら
く
周
の
国
君
は
、
殷
王
朝
と
の
公
的
関
係
に
お
い
て

「
周
方
伯
」
或
い
は
「
周
侯
」
と
称
し
（
又
殷
王
朝
側
か
ら
も
そ
の
様
に
遇
せ
ら
れ
）、

一
方
そ
の
疆
域
内
に
お
い
て
は
「（
周
）
王
」
を
自
称
し
て
、「
殷
王
」
と
匹
儕
せ
る

地
位
の
君
権
で
あ
る
事
を
宣
示
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
殷
王
朝
は

周
侯
（
周
方
伯
）
の
称
王
を
是
認
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
王
朝
の
支
配
力
後
退

と
い
う
現
実
を
ふ
ま
え
、
黙
許
し
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

そ
の
後
、
前
11
世
紀
に
周
は
「
克
殷
」
を
実
現
し
て
周

王
朝

を
創
建
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
支
配
体
制
は
必
然
的
に
「
関
中
政
権
に
よ
る
陝
東
中
原

地
域
（
＝
中
国u

）
及
び
そ
れ
以
東
の
支
配
」
と
い
う
形
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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そ
し
て
、
関
中
地
域
と
陝
東
地
域
と
が
従
来
異
な
る
政
治
文
化
を
背
景
と
す
る
異
文

化
圏
で
あ
っ
た
以
上
、
両
地
域
に
お
け
る
支
配
方
法
（
統
治
機
構
）
も
異
な
る
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
文
中
に
「
東
国
」（
東
夷
）

「
南
国
」（
南
夷
）
の
語
は
頻
見
す
れ
ど
、「
西
国
」（
西
夷
）
「
北
国
」（
北
夷
）
の
語

が
絶
え
て
見
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
うi

。

周
王
朝
に
と
っ
て
関
中
地
域
は
そ
の
揺
籃
の
地
で
あ
り
、

中
原
王
朝
化

す
る

以
前
の
政
治
組
織
が
そ
の
基
本
構
造
を
変
え
ず
に
ほ
ぼ
在
来
の
形
の
ま
ま
で
存
続
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
陝
東
地
域
で
は
当
地
に
お
け
る
伝
統
的
統
治
体

制
が
継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
周
王
朝
支
配
体
制
を
特

徴
づ
け
る
諸
「
侯
」o

封
建
制
自
体
、
殷
代
に
既
に
そ
の
萌
芽
が
見
出
さ
れ
る
点
に
つ

い
て
は
、
諸
家
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り!0

、
周
王
朝
は
殷
王

朝
の
旧
疆
域
を
中
心
と
す
る
陝
東
地
域
に
対
し
て
、
殷
王
朝
に
お
け
る
統
治
方
式
を

モ
デ
ル
と
し
て
諸
「
侯
」
封
建
制
を
導
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る!1

。

す
な
わ
ち
改
め
て
仔
細
に
見
る
と
、
周
政
権
は
「
克
殷
」
以
降
、﹇
関
中
地
域
を

主
と
す
る
王
畿
地
域
﹈
と
﹇
陝
東
王
畿
外
地
域
﹈!2

各
々
に
対
し
て
異
な
る
統
治
機
構

を
有
す
る
二
重
構
造
の
王
朝
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
両
面
性
を
結
び
付
け
る
努

力
を
示
す
象
徴
的
営
為
の
一
端
が
、「
王
畿
内
外
を
常
に
経
巡
る
王
」
の
姿
に
他
な

ら
な
い!3

。

と
こ
ろ
で
、
陝
東
王
畿
外
地
域
の
封
建
諸
「
侯
」
群
（
及
び
王
畿
外
諸
「
伯
」
群
）

と
は
別
に
、
関
中
地
域
を
主
と
す
る
王
畿
内
地
域
に
も
封
邑
を
分
有
す
る
諸
侯
（
諸

「
伯
仲
叔
季
」）
が
群
居
し
て
い
た!4

。
一
般
的
に
前
者
を
外
諸
侯
と
称
し
、
後
者
を
内

諸
侯
と
称
す
る
事
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
（
特
に
周
王
権
と
の
関
わ
り
に

関
す
る
）
差
異
を
探
る
試
み
は
、
二
重
構
造
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
一
つ
の
視
座

を
提
供
す
る
基
礎
作
業
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
論
で
は
、
就
中
外
諸
侯
と
周
王
権
と
の
秩
序
関
係
の
復
元
を
主
な
検
討
課
題
と

す
る
事
に
し
、
そ
の
秩
序
関
係
と
周
王
朝
支
配
体
制
の
盛
衰
と
の
因
果
関
係
に
つ
い

て
も
論
及
し
て
い
く
事
に
し
た
い
。

第
１
章
　
西
周
代
内
諸
侯
・
外
諸
侯
に
関
す
る
既
存
の
説
に

対
す
る
再
検
討

か
つ
て
吉
本
道
雅
氏
は
、
春
秋
期
五
等
爵
に
関
す
る
論
考
の
中
で!5

、
西
周
期
に
お

け
る
内
諸
侯
・
外
諸
侯
及
び
両
者
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
概
観
さ
れ
、
そ
の
属
性
と

し
て
下
記
三
条
の
序
列
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
。

《
Ⅰ
》
内
諸
侯
に
お
け
る
（
公
―
伯
仲
叔
季
）
な
る
序
列

《
Ⅱ
》
（
外
諸
侯
の
「
侯
」
―
内
諸
侯
の
伯
仲
叔
季
）
な
る
序
列

《
Ⅲ
》
外
服
に
お
け
る
（「
侯
」
―
伯
）
な
る
序
列

本
章
で
は
、
氏
が
提
示
さ
れ
た
三
序
列
に
対
す
る
再
検
討
作
業
を
試
み
、
そ
れ
を

以
て
西
周
期
に
お
け
る
内
諸
侯
・
外
諸
侯
の
実
態
を
探
る
上
で
の
前
提
と
し
た
い
。

第
１
節
　
内
諸
侯
に
お
け
る
（
公
―
伯
仲
叔
季
）
な
る
序
列

!6

ま
ず
同
族
内
で
当
該
序
列
が
存
在
し
た
事
を
示
唆
す
る
史
料
と
し
て
、
卯

銘

（
中
期
﹇
４
３
２
７
﹈）
が
あ
る
。

隹
王
十
又
一
月
既
生
覇
丁
亥
、
栄
季
入
右
卯
、
位
中
廷
。
栄
伯
呼
命
卯
。
曰
、

在
乃
先
祖
考
、
死

栄
公
室
。
昔
乃
祖
亦
既
命
、
乃
父
死

人
。
不
淑
、
取

我
家
朱
、
用
喪
。
今
余
非
敢
夢
先
公
有
進
退
。
余

先
公
官
。
今
余
隹
命

汝
、
死

宮

人
。
汝
毋
敢
不
善
。
・
・
・

こ
れ
王
の
十
又
一
月
既
生
覇
丁
亥
、
栄
季
入
り
て
卯
を
右
け
、
中
廷
に
位
す
。

栄
伯
呼
び
て
卯
に
命
ぜ
し
む
。
曰
く
、
乃
が
先
祖
考
に
在
り
て
は
、
栄
公
の

室
を
死

せ
り
。
昔
　
乃
が
祖
も
ま
た
既
に
命
ぜ
ら
れ
、
乃
が
父
も

人

を
死

せ
り
。
不
淑
な
り
し
と
き
、
我
が
家
の
朱
を
取
り
、
用
て
喪
せ
し

め
た
り
。
今
　
余
敢
え
て
先
公
の
進
退
あ
り
た
ま
い
し
に
夢
う
に
あ
ら
ず
。
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余

め
て
先
公
の
官
を

ぐ
。
今
　
余
こ
れ
汝
に
命
じ
、

宮

人
を

死

せ
し
む
。
汝
敢
え
て
不
善
な
る
こ
と
な
か
れ
。
・
・
・

栄
伯
は
卯
に
対
す
る
任
命
権
者
で
あ
り
、
そ
の
任
命
儀
礼
の
中
で
栄
季
は
（
王
朝

の
冊
命
儀
礼
で
言
う
と
こ
ろ
の
）「
右
者
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
又
、
栄
公
室
内

で
行
わ
れ
た
任
命
儀
礼
で
あ
る
点
か
ら
、
栄
伯
は
「
栄
公
」
で
も
あ
っ
た
も
の
と
判

断
さ
れ
る!7

。
そ
う
す
る
と
、
栄
公
（
＝
栄
伯
）
と
栄
季
と
の
間
に
は
、﹇
任
命
権
者
―

右
者
﹈
間
に
認
め
ら
れ
る
上
下
序
列
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ

る!8

。次
に
、
他
族
間
で
当
該
序
列
が
存
在
し
た
事
を
窺
い
得
る
史
料
と
し
て
、
班

銘
（
中
期
﹇
４
３
４
１
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇

２
３
３
﹈）
が
あ
る
。

隹
八
月
初
吉
、
在
宗
周
。
甲
戌
、
王
命
毛
伯
、
更

城
公
服
、

王
位
、
作
四

方
極
、
秉
繁

蜀

命
。
賜
攸
勒
。
咸
。
王
命
毛
公
、
以
邦
冢
君

徒
馭

人
、
伐
東
国

戎
。
咸
。
王
命
呉
伯
曰
、
以
乃

、
左
比
毛
父
。
王
命
呂
伯

曰
、
以
乃

、
右
比
毛
父
。

命
曰
、
以
乃
族
、
従
父
征
、

城
、
衛
父
身
。

三
年
、
静
東
国
。
亡
不
咸

天
畏
、
丕

純
陟
。
・
・
・

こ
れ
八
月
初
吉
、
宗
周
に
在
り
。
甲
戌
、
王
　
毛
伯
に
命
ず
、

城
公
の

服
を
更
ぎ
、
王
位
を

け
、
四
方
の
極
と
な
り
、
繁

蜀

の
命
を
秉
れ
、

と
。
攸
勒
を
賜
う
。
咸
る
。
王
　
毛
公
に
命
ず
、
邦
冢
君

徒
馭

人
を

以
い
て
、
東
国

戎
を
伐
て
、
と
。
咸
る
。
王
　
呉
伯
に
命
じ
て
曰
く
、
乃

が

を
以
い
て
、
毛
父
に
左
比
せ
よ
、
と
。
王
　
呂
伯
に
命
じ
て
曰
く
、
乃

が

を
以
い
て
毛
父
に
右
比
せ
よ
、
と
。
命
を

し
て
曰
く
、
乃
が
族
を
以

い
て
、
父
の
征
に
従
い
、
城
を

で
て
、
父
の
身
を
衛
れ
、
と
。
三
年
、
東

国
を
静
ん
ず
。
咸
く
天
畏
に

れ
ざ
る
は
亡
く
、
丕
い
に
純
陟
を

へ
ら

れ
た
り
。
・
・
・
　
　
　

毛
伯
は
今
次
の
東
国

戎
に
対
す
る
征
伐
戦
で
、
王
朝
派
遣
軍
の
総
司
令
官
に
任

ぜ
ら
れ
て
お
り
、
呉
伯
と
呂
伯
は
麾
下
の
軍
を
率
い
て
そ
の
補
佐
に
あ
た
っ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
毛
伯
は
「

氏
の
服
（
職
事
）」
を
継
い
だ
時
点
で
「
毛
公
」
と
改

称
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
り!9

、
毛
国
の
国
君
（
＝
毛
公
）
で
あ
る
と
い
う
資
格
で
以
て

他
の
諸
伯
を
属
下
に
置
い
て
い
た
様
に
見
え
る
。
称
公
が
諸
伯
を
属
下
に
置
く
契
機

に
な
っ
て
い
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
（
毛
公
―
呉
伯
・
呂
伯
）
間
﹇
す

な
わ
ち
（
公
―
伯
）
間
﹈
に
上
下
序
列
が
形
成
さ
れ
て
い
た
点
は
確
認
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

又
、
王
朝
中
央
に
お
い
て
当
該
序
列
が
作
用
し
て
い
た
事
を
示
す
例
と
し
て
、
永

盂
銘
（
中
期
﹇
１
０
３
２
２
﹈、
Ⅱ
﹇
大
型
盂
７
﹈）
が
あ
る
。

隹
十
又
二
年
初
吉
丁
卯
、
益
公
内
、
即
命
于
天
子
。
公
迺
出
厥
命
、
賜

師

永
厥
田
陰
陽
洛
。
疆

師
俗
父
田
。
厥

公
出
厥
命
、
井
伯

栄
伯

尹
氏

師
俗
父

仲
。
公
迺
命
鄭

土

父

周
人

工

亜
史
師
氏
邑
人
奎

父

畢
人
師
同
、
付
永
厥
田
。
厥
率
旧
、
厥
疆
宋
句
。
・
・
・

こ
れ
十
又
二
年
初
吉
丁
卯
、
益
公
内
り
て
、
命
に
天
子
に
即
く
。
公
す
な
わ

ち
そ
の
命
を
出
だ
し
、
師
永
に
そ
の
田
を
陰
陽
洛
に
賜

う
。
疆
は
師
俗

父
の
田
に

ぶ
。
そ
の
公
と
そ
の
命
を
出
だ
せ
し
は
、
井
伯

栄
伯

尹

氏

師
俗
父

仲
な
り
。
公
す
な
わ
ち
鄭

土
の

父

周
人

工

の

亜
史
師
氏
の
邑
人
奎
父

畢
人
師
同
に
命
じ
、
永
に
そ
の
田
を
付
せ

し
む
。
そ
の
率
い
る
は
旧
、
そ
の
疆
す
る
は
宋
句
な
り
。
・
・
・
　
　

益
公
は
井
伯

栄
伯
等
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
執
政
団
の
中
で
筆
頭
格
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
王
朝
中
央
に
お
い
て
も
（
公
―
伯
）
の
序
列
が
機
能
し
て
い
た
様

に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
執
政
団
事
例
を
参
着
す
る
と
、
構
成
員
内
に
公
を
含
ま
な

い
事
も
あ
り@0

、
そ
れ
と
同
様
に
班

銘
に
見
え
る
様
な
王
朝
主
導
の
征
伐
時
に
お
け

る
総
司
令
官
も
、
第
二
章
に
お
い
て
挙
例
す
る
様
に
、
公
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
当
該
序
列
は
時
に
王
朝
秩
序
の
も
と
で
の
序
列
と
連
動
す
る
事
も
あ
り

え
た
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
公
で
あ
る
事
が
他
の
内
諸
侯
（
諸
伯
仲
叔
季
）
の
上
位

四
二
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に
立
つ
資
格
と
し
て
特
に
条
件
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ

の
特
徴
は
当
該
序
列
が
本
来
同
族
内
に
お
い
て
運
用
さ
れ
る
氏
族
制
的
な
秩
序
に
基

づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
《
Ⅰ
》
の
序
列
は
同
族
内
及
び
他
族
間
双
方
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
特
に
後
者
の
場
合
は
（
必
然
的
で
は
な
い
も
の
の
）
時
に
王
朝
内
序
列

と
併
行
関
係
を
形
成
す
る
事
も
あ
り
得
た
（
王
朝
の
官
制
秩
序
に
対
し
て
補
完
的
役
割

を
果
た
す
事
も
あ
り
得
た
）、
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

第
二
節
　
（
外
諸
侯
の
「
侯
」
―
内
諸
侯
の
伯
仲
叔
季
）

な
る
序
列

吉
本
氏
は
、
外
諸
侯
の
「
侯
」
を
同
族
内
に
お
け
る
本
族
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、

ま
た
内
諸
侯
の
伯
仲
叔
季
を
本
族
に
対
す
る
分
族
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
両

者
の
間
に
（
本
族
―
分
族
）
の
上
下
序
列
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

氏
説
は
松
井
嘉
徳
氏
の
所
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り@1

、
松
井
氏
は
井
氏
や

氏

氏
の
分
族
化
過
程
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
就
中
井
伯
氏
以
下

の
井
氏
と
井
侯
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
魯
侯
と
周
王
の
側
近
く
仕
え
た
周
公
家
、
あ

る
い
は
燕
侯
と
召
公
家
の
関
係
に
類
し
た
同
族
の
分
散
居
住
」
を
想
定
さ
れ
た@2

の
で

あ
る
。

そ
う
し
て
吉
本
氏
の
場
合
は
、
上
記
の
井
侯

魯
侯

燕
侯
等
の
諸
「
侯
」
側
を

「
本
家
」
と
見
做
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
松
井
氏
に
従
っ
て
井
氏
の
本
貫
地
を
陝
西
省
宝
鶏
近
傍
に
比
定
し
、
改

め
て
「
本
貫
地
（
＝
本
族
の
地
）」
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
井
侯
は
井
伯
以
下
の
井
氏

か
ら
見
て
「
分
族
」
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
論
も
成
り
立
つ
は
ず
で
あ
ろ
う
（
同
様
に
、

松
井
氏
が

氏
の
本
貫
地
と
し
て
比
定
さ
れ
る
陝
西
省
境
内
の
「
宝
鶏
の

」
を

氏
の

「
本
族
」
と
見
做
す
な
ら
ば
、「
平
陸
―
陝
の

」
や
「

陽
の

」
は
そ
の
「
分
族
」
と
し

て
理
解
さ
れ
る
）。
そ
し
て
こ
れ
と
は
逆
に
、
夏
の
末
裔
と
も
殷
の
末
裔
と
も
伝
承
さ

れ
る

の
場
合
は
、
湖
北
省
襄
樊
近
傍
を
本
貫
地
（
＝
本
族
の
地
）
と
し
て
周
の
畿

内
へ
と
分
散
居
住
し
た
例
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る@3

。

要
す
る
に
、
外
諸
侯
か
ら
内
諸
侯
へ
の
分
族
過
程
が
あ
り
得
た
析
出
順
序
で
あ
る

（

の
例
）
の
と
同
様
に
、
内
諸
侯
か
ら
外
諸
侯
へ
の
分
族
化
も
可
能
性
と
し
て
あ

り
得
た
（
井

の
例
）
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
全
て
の
事
例
に
つ
い
て

「
侯
」（
＝
本
族
）
と
見
做
す
視
点
は
必
然
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
内
外
諸
侯
い
ず
れ
が
本
族
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
本
族
と
分
族
と

の
間
に
明
確
な
序
列
関
係
が
存
在
し
た
明
証
も
な
い
。
確
か
に
内
外
諸
侯
間
の
分
族

関
係
は
王
朝
秩
序
と
密
接
な
併
行
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
松
井
氏
も
指
摘
し
て
お
ら

れ
る
如
く
、
王
朝
秩
序
を
下
支
え
す
る
補
完
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る@4

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
本
族
に
分
族
を
領
導
す
る
権
限
が
存
在
し
た
事
を
想
定

す
る
必
要
性
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
外
諸
侯
に
お
け
る
（
侯
―
伯
）
な
る
序
列

当
該
序
列
に
関
し
て
最
初
に
言
及
さ
れ
た
の
は
伊
藤
道
治
氏
で
あ
り@5

、
吉
本
氏
は

伊
藤
説
に
依
拠
さ
れ
つ
つ
具
体
例
を
列
挙
さ
れ
た
。
就
中
金
文
の
例
と
し
て
は
、

〈
１
〉（
康
侯
―

伯

）
間
、〈
２
〉（
燕
侯
―
伯
矩
）
間
、〈
３
〉（
宜
侯
―
鄭
七
伯
）
間

に
お
け
る
上
下
序
列
関
係
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
、
ま
た
文
献
上
の
例
と
し
て
〈
４
〉

（
魯
侯
―
曹
伯
）
間
の
従
属
関
係
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

で
は
ま
ず
、
金
文
の
例
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。

〈
１
〉
の
事
例
は
、
北
京
市
房
山
区
琉
璃
河
村
の
燕
国
墓
地
内
Ｍ
２
５
１
墓@6

か
ら

出
土
し
た
伯
矩
鬲
銘
（
前
期
﹇
６
８
９
﹈）
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
鬲
銘

に
は
、在

戊
辰
。

侯
賜
伯
矩
貝
。
用
作
父
戊
尊
彝
。

戊
辰
に
在
り
。

侯
　
伯
矩
に
貝
を
賜
う
。
用
て
父
戊
の
尊
彝
を
つ
く
る
。

と
あ
る
。
又
、
同
じ
Ｍ
２
５
１
墓
内
か
ら
出
土
し
た
盤
銘
に
、

四
三
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癸
伯
矩
、
作
宝
尊
彝
。

癸
伯
矩
、
宝
尊
彝
を
つ
く
る
。

と
あ
る
点
か
ら
、
伯
矩
は
癸
伯
矩
で
あ
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
曹
淑
琴
氏
は
殷
代

か
ら
つ
づ
く
癸
国
の
青
銅
器
で
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る@7

。
又
、
墓
葬
地
域

の
観
点
か
ら
見
る
と
Ｍ
２
５
１
墓
は
Ⅱ
区
Ｂ
群
墓
地
に
含
ま
れ
、
当
該
墓
地
は
宮
本

一
夫
氏
に
よ
る
と
「
燕
の
封
建
に
対
し
、
新
た
に
家
臣
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
貴
族

層
の
家
族
墓
域
」
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る@8

。

そ
う
す
る
と
、（
癸
）
伯
矩
は
西
周
王
朝
初
期
に
お
け
る
燕
国
封
建
に
際
し
、
燕

侯
に
入
臣
し
た
殷
系
の
貴
族
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
と

な
る
の
は
そ
の
称
謂
で
あ
る
。

従
来
、
癸
伯
矩
の
「
伯
」
は
い
わ
ゆ
る
爵
称
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
（
す
な
わ
ち
﹇
某
伯
（
＋
）
某
﹈
の
称
謂
）、
一
方
で
金
文
中
に
は
﹇
某
（
国
名
・
地

名
・
氏
族
名
）
＋
〈
排
行
〉
某
﹈
と
い
う
形
で
釈
読
す
べ
き
称
謂
例
も
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
伯

鼎
銘
（
中
後
期
﹇
２
８
１
６
﹈）
に
、

隹
王
八
月
、
辰
在
丙
午
。
王
命

侯
伯

。
曰
、
嗣
乃
祖
考
、
侯
于

。
・
・
・

こ
れ
王
の
八
月
、
辰
は
丙
午
に
在
り
。
王

侯
伯

に
命
ず
。
曰
く
、
乃

が
祖
考
を
嗣
ぎ
、

に
侯
た
れ
。
・
・
・
　
　
　
　
　

と
あ
る
「

侯
伯

」
の
「
伯

」
を
爵
称
と
見
做
す
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
の
場

合
は
「

侯
の
伯

」
と
し
て
釈
読
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
垣
侯
鬲
銘
﹇『
近
出
』（
後
期
、
１
４
４
）﹈
中
に
看
取
さ
れ
る
「
垣
侯
伯

恒
」
の
「
伯
恒
」
や
、
復
公
子

銘
（
後
期
﹇
４
０
１
１
│
４
０
１
３
﹈）
に
見
ら
れ

る
「
復
公
子
伯
舎
」
の
「
伯
舎
」、
ま
た
伯

盤
銘
（
春
秋
﹇
１
０
１
６
０
﹈）
中
の

「

仲
之
孫
伯

」
の
「
伯

」
等
も
、
各
々
﹇〈
排
行
〉
某
﹈
称
謂
と
し
て
了
解

す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う@9

。

そ
う
し
て
癸
伯
矩
の
称
謂
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
燕
侯
に
出
仕
す
る
属
臣
で
あ
っ

た
と
い
う
政
治
的
立
場
や
、
そ
も
そ
も
「
癸
伯
」
と
単
称
す
る
事
例
が
な
い
点
等
を

考
慮
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
﹇「
癸
（
国
）」（
＋
）「
伯
矩
」﹈
の
称
謂
と
し
て
理
解
す

べ
き
も
の
と
思
わ
れ
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、〈
２
〉
の
事
例
を
「
侯
」
に

従
属
す
る
「
伯
」
の
事
例
と
し
て
整
理
す
る
と
い
う
観
点
自
体
に
疑
問
が
生
じ
て
く

る
の
で
あ
る
。

同
様
の
疑
問
は
、〈
１
〉
の
事
例
の

伯

の
称
謂
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。

伯

は
、
康
侯

銘
（
前
期
﹇
４
０
５
９
﹈、
Ⅰ
Ａ
﹇

１
２
３
﹈）
に
、

王
朿
伐
商
邑
。

命
康
侯
、
鄙
于
衛
。

土

、

鄙
。
・
・
・

王
　
商
邑
を
朿
伐
す
。
命
を
康
侯
に

だ
し
、
衛
に
鄙
つ
く
ら
し
む
。

土
の

、

に
鄙
つ
く
る
。
・
・
・
　
　
　

と
あ
り
、
康
侯
の
属
臣
と
し
て
衛
地
に
お
け
る
職
事
を
補
佐
し
て
い
た
者
で
あ
る
。

関
連
器
銘
を
列
挙
す
る
と
、

伯

作
厥
考
宝
旅
尊
〈

伯

銘
（
前
期
﹇
５
３
６
３
│
５
３
６
４
﹈）〉

伯

そ
の
考
の
宝
旅
尊
を
つ
く
る
。

作
宝
尊
彝
〈

銘
（
前
期
﹇
６
４
８
０
﹈）〉

宝
尊
彝
を
つ
く
る
。

作
厥
考
宝
尊
彝
〈

銘
（
前
期
﹇
１
０
０
７
８
﹈）〉

そ
の
考
の
宝
尊
彝
を
つ
く
る
。

等
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

伯

は
「

土

」
或
い
は
「

」
等
と
も
称
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、「

伯
」
と
単
称
す
る
用
例
は
な
い
。

又
、
康
侯

銘
の
「

土
」
は
一
種
の
官
職
で
あ
っ
て
、
前
掲
永
盂
銘
所
載
の

「
奠

土
（

父
）」
と
同
様
に
「

地
に
職
掌
を
特
定
さ
れ
た

土
」
と
し
て
解
釈

す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る#0

。

そ
し
て
、
前
述
の
様
に
某
伯
某
称
謂
の
事
例
の
中
に
﹇
某
（
＋
）
伯
某
﹈
と
し
て

理
解
し
得
る
事
例
も
あ
り
得
る
と
す
る
な
ら
、「

伯

」
の
称
謂
は
「（
康
侯
の
属

四
四
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臣
と
し
て
）

地
の

土
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
伯

」
と
し
て
認
識
で
き
る
の
で

あ
る#1

。
つ
ま
り
、〈
１
〉
の
事
例
も
事
例
〈
２
〉
と
同
様
、「
侯
」
に
従
属
す
る
「
伯
」
の

事
例
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
〈
３
〉
の
事
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。
出
典
は
宜
侯

銘
（
前
期
﹇
４
３
２

０
﹈、
Ⅰ
Ｂ
﹇
盤
１
８
７
﹈）
で
あ
り
、

隹
四
月
、
辰
在
丁
未
。
王
省
武
王

成
王
伐
商
図
、

省
東
国
図
。
王
位
于
宜

宗
社
、
南
郷
。
王
命
虎
侯

。
曰
、

、
侯
于
宜
。
賜

鬯
一

商

一

□

弓
一

矢
百

旅
弓
十

旅
矢
千
。
賜
土：

厥
川
三
百
□

厥
□
百

又
□

厥
□
邑
卅
又
五

厥
□
百
又

。
賜
在
宜
王
人
□
又
七
姓
。
賜
鄭
七

伯

厥

千
又
五
十
夫
。
賜
宜
庶
人
六
百
又
□
□
六
夫
。
・
・
・

こ
れ
四
月
、
辰
は
丁
未
に
在
り
。
王
　
武
王

成
王
の
伐
ち
し
商
図
を
省

し
、

で
て
東
国
の
図
を
省
す
。
王
　
宜
の
宗
社
に
位
し
、
南
郷
す
。
王

虎
侯

に
命
ず
。
曰
く
、
あ
あ
、
宜
に
侯
た
れ
。

鬯
一

商

一
□

弓
一

矢
百

旅
弓
十

旅
矢
千
を
賜
う
。
土
を
賜
う
。：

そ
の
川
は

三
百
□

そ
の
□
は
百
又
□

そ
の
□
邑
は
卅
又
五

そ
の
□
は
四
百
又

な
り
。
宜
に
在
る
王
人
□
又
七
姓
を
賜
う
。
鄭
の
七
伯

そ
の

千
又
五
十

夫
を
賜
う
。
宜
の
庶
人
六
百
又
□
□
六
夫
を
賜
う
。
・
・
・

と
あ
る
様
に
、
王
朝
か
ら
宜
侯
に
対
し
て
下
賜
さ
れ
た
属
民
集
団
の
一
群
を
管
轄
す

る
者
と
し
て
、「
鄭
七
伯
」
の
称
謂
が
認
め
ら
れ
る
。「
鄭
」
は
お
そ
ら
く
陝
西
王
畿

内
の
鄭
地
を
指
し#2

、
当
地
出
自
の
七
人
の
伯
が
所
轄
下
の
属
民
集
団
を
統
率
し
、
宜

侯
の
封
地
で
あ
る
宜
地
へ
と
遷
徙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
の
「
伯
」
は
前
述
し
た
「
伯
某
」
称
謂
の
属
臣
と
は
異
な
り
、「
侯
」

に
従
属
す
る
諸
「
伯
」
の
事
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
後
述
す
る
曹
伯
等
が
「
侯
」
に
準
ず
る
国
君
レ
ベ
ル
の
「
伯
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
宜
侯

銘
の
「
鄭
七
伯
」
は
「
鄭
地
の
七
伯
」
の
意
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
「
鄭
伯
」
と
し
て
鄭
地
全
体
を
管
轄
す
る
者
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
大
盂

鼎
銘
（
前
期
﹇
２
８
３
７
﹈、
Ⅰ
Ａ
﹇
鼎
１
８
７
﹈）
に
、

隹
九
月
、
王
在
宗
周
。
命
盂
。
王
若
曰
、
盂
。
・
・
・
今
余
隹
命
汝
盂

栄
。

敬

徳
経
、
敏
朝
夕
入
諌
、
享
奔
走
畏
天
威
。
・
・
・
王
曰
、
盂
。
廼

夾
、

死

戎
。
敏
謹
罰
訟
、
夙
夕

我
一
人
、
烝
四
方
。

我
、
其

省
先
王
授

民
授
疆
土
。
賜
汝
鬯
一

絅
衣

市

車
馬
。
賜
乃
祖
南
公

、
用
獣
。

賜
汝
邦

四
伯

人
鬲
自
馭
至
于
庶
人
六
百
又
五
十
又
九
夫
。
賜
夷

王
臣
十

又
三
伯

人
鬲
千
又
五
十
夫
、
・
・
・

こ
れ
九
月
、
王
　
宗
周
に
在
り
。
盂
に
命
ず
。
王
　
若
く
曰
く
、
盂

よ
。
・
・
・
今
　
余
は
こ
れ
汝
盂
に
命
じ
て

栄
せ
し
む
。
徳
経
を
敬

し

て
、
敏
し
み
て
朝
夕
に
入
り
て
諌
め
、
享
く
奔
走
し
て
天
威
を
畏
れ

よ
。
・
・
・
王
曰
く
、
盂
よ
。
す
な
わ
ち

夾
し
て
、
戎
を
死

せ
よ
。
罰

訟
を
敏
し
み
謹
み
、
夙
夕
し
て
我
一
人
を

け
、
四
方
に
烝
た
ら
し
め
よ
。

我
に
お
い
て
、
そ
れ
先
王
の
授
け
ら
れ
た
ま
い
し
民
と
授
け
ら
れ
た
ま
い
し

疆
土
と
を

省
せ
よ
。
汝
に
鬯
一

絅
衣

市

車
馬
を
賜
う
。
乃

が
祖
南
公
の

を
賜
う
、
用
て
獣
り
せ
よ
。
汝
に
邦

四
伯

人
鬲
　
馭

よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
六
百
又
五
十
又
九
夫
を
賜
う
。
夷

王
臣
十
又
三

伯

人
鬲
千
又
五
十
夫
を
賜
う
。
・
・
・
　
　

と
あ
り
、
周
王
か
ら
盂
に
対
し
て
下
賜
さ
れ
て
い
る
「
邦

四
伯
」

「
夷

王
臣

十
又
三
伯
」
と
同
様
で
あ
っ
て
、
か
な
り
小
規
模
な
属
民
集
団
の
長
で
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る#3

。

つ
ま
り
、
外
諸
侯
「
伯
」
と
は
同
名
異
質
な
小
領
主
層
で
あ
っ
た
も
の
と
判
断
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
両
者
を
同
列
に
論
ず
る
と
い
う
観
点
自
体
が
そ
も
そ
も
適
当
で
は

あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る#4

。

で
は
続
い
て
、
文
献
上
の
例
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

吉
本
氏
は
、
魯
侯
に
従
属
す
る
「
伯
」
と
し
て
特
に
曹
伯
の
事
例
の
み
を
挙
げ
て

四
五

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考

969



お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が#5

、
同
様
に
魯
侯
に
従
属
す
る
国
君
と
し
て
は
、
他
に
も

伯

や

侯
の
例
が
見
出
さ
れ
る#6

。
又
、
同
様
に
外
諸
侯
に
従
属
す
る
外
諸
侯
「
侯
」
の

例
と
し
て
、
宋
公
に
従
属
的
な
薛
侯
の
例
や#7

、
斉
侯
に
従
属
す
る

侯
の
例#8

も
あ

る
。す

な
わ
ち
、
曹
伯
の
事
例
も
実
は
こ
れ
等
と
同
例
な
の
で
あ
っ
て
、
春
秋
期
以
降

の
争
乱
状
況
に
お
い
て
頻
見
さ
れ
る
「
列
国
に
従
属
す
る
小
国
」
の
一
例
に
他
な
ら

ず
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
伝
統
的
序
列
規
定
の
存
在
を
想
定
す
る
必
然
性
は
稀
薄
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
外
諸
侯
「
侯
」
と
伯
（
仲
叔
季
）
の
関
係
〈
吉
本
氏
が
提
示
さ
れ
た
（「
侯
」

―
伯
）
序
列
と
は
異
な
る
〉
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
は
、「
侯
」
と
そ
の
分

族
と
の
関
係
な
の
で
あ
り#9

、
こ
れ
は
内
諸
侯
で
い
え
ば
《
Ⅰ
》
（
就
中
、
同
族
内
の

﹇
公
―
伯
仲
叔
季
﹈）
に
相
当
す
る
氏
族
制
的
序
列
関
係
で
あ
っ
た
も
の
と
認
識
で
き

る
。以

上
の
様
に
、
本
章
で
は
吉
本
氏
が
提
示
さ
れ
た
三
序
列
に
対
す
る
再
検
討
作
業

を
行
っ
て
き
た
。
本
章
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
て
お
こ

う
。ま

ず
《
Ⅰ
》
の
う
ち
、
特
に
同
族
内
に
お
け
る
序
列
は
内
諸
侯

外
諸
侯
い
ず
れ

に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
王
畿
の
内
外
を
問
わ
ず
諸
侯
は
本
族

（「
公
」

「
侯
」）
を
核
と
す
る
族
的
上
下
序
列
関
係
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
た
。

次
に
《
Ⅱ
》
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
本
族
が
「
侯
」
と
な
っ
て
分
族
を
王
畿
内
に

配
し
て
い
く
分
族
化
過
程
が
あ
り
得
た
の
と
同
様
に
、
王
畿
内
の
本
貫
地
に
本
族
が

拠
点
を
構
え
、
分
支
族
を
王
畿
外
に
「
侯
」
と
し
て
転
出
さ
せ
る
事
も
あ
り
得
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
ま
た
、〈
本
族
―
分
族
〉
間
に
上
下
序
列
を
想
定
す
る

と
い
う
観
点
自
体
に
疑
問
を
呈
し
た
。

最
後
に
《
Ⅲ
》
に
関
し
て
は
、
ま
ず
「
侯
」
に
従
属
す
る
某
伯
某
称
謂
者
を
﹇
某

（
国
名
・
地
名
・
氏
族
名
）
＋
〈
排
行
〉
某
﹈
称
謂
者
の
事
例
と
し
て
認
識
し
、「
伯
」

の
事
例
か
ら
は
除
外
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
し
た
。
つ
い
で
鄭
七
伯
等
に
つ
い
て

は
、
多
く
て
も
百
数
十
人
程
度
の
属
民
を
管
轄
す
る
小
領
主
層
で
あ
っ
た
と
い
う
点

を
ふ
ま
え
、
内
・
外
諸
侯
ク
ラ
ス
の
「
伯
」
と
同
列
に
評
価
す
る
事
は
不
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
又
、
魯
侯
に
従
属
す
る
曹
伯
に
つ
い
て
は
、
春
秋
期
以
降
に
な
っ

て
顕
著
化
す
る
「
列
国
に
従
属
す
る
小
国
」
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
理
解
し
た
。

こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
西
周
期
に
内
・
外
諸
侯
に
お
い
て
実
際
に
機
能
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
序
列
と
し
て
は
、

〔
１
〕
内
諸
侯
に
お
け
る
（
公
―
伯
仲
叔
季
）
な
る
序
列
（
特
に
同
族
内
に
お
け
る

も
の
）

〔
２
〕
外
諸
侯
に
お
け
る
（「
侯
」〈
＝
公
〉
―
伯
仲
叔
季
）
な
る
序
列
　

の
二
類
を
提
示
で
き
る
の
で
あ
り
、〔
１
〕

〔
２
〕
は
い
ず
れ
も
氏
族
制
的
秩
序

を
基
盤
と
す
る
序
列
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
そ
し
て
又
、
内
外
諸

侯
の
本
族
・
分
族
関
係
は
（
両
者
間
に
お
け
る
上
下
序
列
は
明
証
し
得
な
い
け
れ
ど
も
）、

前
述
の
様
に
王
朝
秩
序
を
下
支
え
す
る
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
逆
に
、
内
・
外
諸
侯
は
「
王
朝
側
か
ら
」
ど
の
様
な
形
で
捕
捉
さ
れ
、
組
織

化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
本
来
氏
族
制
的
秩
序
に
基
づ
い
て

い
た
内
諸
侯
及
び
外
諸
侯
、
そ
し
て
内
・
外
諸
侯
間
関
係
を
王
朝
側
は
如
何
な
る
形

式
で
以
て
一
つ
の
君
臣
秩
序
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
事
に
し
た
い
。

第
２
章
　
西
周
代
内
諸
侯
・
外
諸
侯
間
の
統
属
関
係
と
命
令
系
統

周
王
と
外
諸
侯
（
特
に
「
侯
」）
と
は
、
多
様
な
形
で
直
接
的
接
触
を
取
り
結
ん
で

四
六
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い
た
。
初
封
・
改
封
・
襲
封
等
の
際
は
無
論
の
事$0

、
例
え
ば
周
王
自
ら
に
よ
る
巡

狩
・
征
伐
の
機
会
に
も
王
と
「
侯
」
と
の
接
見
や
王
か
ら
の
賜
与
が
行
わ
れ
て
お
り$1

、

或
い
は
逆
に
「
侯
」
が
王
畿
の
宗
周
に
入
朝
す
る
事
例
も
あ
っ
た$2

。
又
、
王
朝
は
特

定
の
臣
に
「
侯
」
の
補
佐
を
命
ず
る
事
に
よ
っ
て
、「
侯
」
の
職
事
に
参
与
さ
せ
る

事
さ
え
も
あ
っ
た$3

。

他
方
、
本
章
で
叙
述
し
て
い
く
様
に
、
王
命
を
帯
び
た
内
諸
侯
と
外
諸
侯
（
特
に

「
侯
」）
と
の
間
に
は
一
定
の
序
列
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
り
、
周
王
朝
で

は
（
王
が
主
体
と
な
る
個
別
的
・
偶
発
的
統
制
と
は
別
に
）「
内
諸
侯
を
介
し
て
外
諸
侯

を
把
握
・
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
」
が
機
能
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
ま
ず
当
該
シ
ス
テ
ム
の
復
元
作
業
を
行
い
、
つ
い
で
そ
の
シ
ス
テ
ム

の
問
題
点
に
関
し
て
も
言
及
し
て
、
周
王
朝
支
配
体
制
下
の
関
中
・
陝
東
二
重
構
造

を
支
え
て
い
た
回
路
の
一
端
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
事
に
し
た

い
。

第
１
節
　
〈
内
諸
侯
・
外
諸
侯
・
（
諸
夷
）〉
間
に
お
け
る

統
属
関
係

こ
の
統
属
関
係
の
存
在
を
示
す
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、
駒
父

銘
（
後
期
﹇
４

４
６
４
﹈）
を
見
て
い
こ
う
。

唯
王
十
又
八
年
正
月
、
南
仲
邦
父
命
駒
父
、
即
南
諸
侯
、
率
高
父
見
南
淮
夷
。

厥
取
厥
服
、
勤
夷
俗
。

不
敢
不
敬
畏
王
命
。
逆
見
我
、
厥
献
厥
服
。
我
乃
至

于
淮
、
小
大
邦
亡
敢
不
□
具
逆
王
命
。
四
月
、
還
至
于
蔡
、
・
・
・

こ
れ
王
の
十
又
八
年
正
月
、
南
仲
邦
父
　
駒
父
に
命
じ
、
南
諸
侯
に
即
き
、

高
父
を
率
い
て
南
淮
夷
を
見
し
む
。
そ
れ
そ
の
服
を
取
り
、
夷
の
俗
を
勤

む
。

え
て
敢
え
て
王
命
を
敬
み
畏
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
逆
え
て
我
に
見
え
、

そ
れ
そ
の
服
を
献
ず
。
我
す
な
わ
ち
淮
に
至
る
に
、
小
大
邦
敢
え
て
□
し
具

に
王
命
を
逆
え
ざ
る
は
な
し
。
四
月
、
還
り
て
蔡
に
至
る
。
・
・
・

駒
父
は
南
仲
邦
父
か
ら
南
方
疆
域
の
巡
察
を
命
じ
ら
れ
、「
南
諸
侯
」
に
依
拠
し

つ
つ
（
高
父
を
率
い
て
）
南
淮
夷
の
撫
恤
に
携
わ
っ
て
お
り
、「
淮
の
小
大
邦
」
か
ら

服
事
の
貢
献
を
受
け
て
い
る
。

命
令
発
起
者
と
な
っ
て
い
る
南
仲
邦
父
は
、
南
氏
の
銘
文
例
か
ら
見
て
、
い
わ
ば

右
者
レ
ベ
ル$4

（
執
政
団
構
成
員
ク
ラ
ス$5

）
の
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
南
仲
邦
父
か
ら
南
域
巡
察
の
直
接
指
揮
を
委
ね
ら
れ
た
駒
父
は
、
い

わ
ば
受
命
者
ク
ラ
ス
の
王
官
で
あ
っ
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う$6

（
高
父
は
駒
父
の
副
官
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
）。

重
要
な
の
は
、「
南
諸
侯
」
が
駒
父
の
麾
下
で
巡
省
に
協
力
し
て
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
点
で
あ
り
（
蔡
も
「
南
諸
侯
」
の
一
国
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
巡
省
の
経
由
地
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
）、
こ
れ
こ
そ
〈
内
諸
侯
―
外
諸
侯
〉
間

序
列
の
実
在
を
明
示
す
る
統
属
箇
所
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
淮
の
小
大
邦
」

の
服
事
徴
収
に
際
し
て
特
に
「
南
諸
侯
」
が
関
与
し
て
い
た
と
い
う
点
は
、
本
来
平

時
の
〈
南
諸
侯
―
南
淮
夷
〉
間
に
お
い
て
あ
る
種
の
統
属
関
係
が
存
在
し
た
可
能
性

を
も
示
唆
す
る
の
で
あ
る$7

。

そ
う
す
る
と
、
駒
父

銘
の
事
例
で
は
﹇
南
仲
邦
父
（
内
諸
侯：

右
者
ク
ラ
ス
）
―

駒
父
（
王
官：

受
命
者
ク
ラ
ス
）
―
南
諸
侯
（
外
諸
侯
）
―
淮
の
小
大
邦
（
諸
夷
）﹈
の

命
令
系
統
が
復
元
で
き
る
の
で
あ
る$8

。

以
下
、
本
論
で
は
叙
述
上
の
観
点
か
ら
統
属
関
係
各
単
位
の
所
属
を
記
号
化
し
、

右
者
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
や
そ
れ
に
準
ず
る
王
朝
派
遣
軍
の
有
力
将
領
を
「
Ａ
＋
」、

受
命
者
ク
ラ
ス
の
王
官
や
右
者
ク
ラ
ス
以
下
の
内
諸
侯

又
は
（
王
か
ら
見
て
の
）
陪

臣
者
を
「
Ａ
」、
外
諸
侯
（「
侯
」
及
び
諸
侯
レ
ベ
ル
の
畿
外
諸
伯
）
を
「
Ｂ
」、
諸
夷
を

「
Ｃ
」
と
し
て
表
記
し
て
い
く
事
に
す
る
。

次
に
柞
伯
鼎
銘
〈
文
物
２
０
０
６
―
５
（
後
期
）〉
を
見
て
い
く
。

隹
四
月
既
死
覇
、

仲
命
柞
伯
。
曰
、
在
乃
聖
祖
周
公
、

有
共
于
周
邦
。

用
昏
無
及
。
広
伐
南
国
。
今
汝
其
率
蔡
侯
、
左
至
于
昏
邑
。
既
囲
城
。
命
蔡
侯

四
七

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考
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告
徴

仲
。
遣
氏
曰
、
既
囲
昏
。

仲
至
。
辛
酉
、
搏
戎
。
柞
伯
執
訊
二
夫
、

獲
馘
十
人
。
・
・
・

こ
れ
四
月
既
死
覇
、

仲
　
柞
伯
に
命
ず
。
曰
く
、
乃
が
聖
祖
周
公
に
在

り
て
は
、
も
と
周
邦
に
共
あ
り
。
用
て
昏
め
る
こ
と
及
ぶ
も
の
な
し
。
南
国

を
広
伐
す
。
今
　
汝
そ
れ
蔡
侯
を
率
い
、
昏
邑
を
左
至
せ
よ
、
と
。
既
に
城

を
囲
め
り
。
蔡
侯
に
命
じ
て

仲
に
告
徴
せ
し
む
。
氏
を
遣
し
て
曰
く
、

既
に
昏
を
囲
め
り
、
と
。

仲
至
る
。
辛
酉
、
戎
を
搏
つ
。
柞
伯
　
執
訊

二
夫
、
獲
馘
十
人
あ
り
。
・
・
・

柞
伯
は

仲
か
ら
（
南
方
疆
域
に
お
け
る
）
戎
の
征
伐
を
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
柞

伯
の
も
と
に
は
蔡
侯
が
従
軍
し
て
い
た
。
と
す
る
と
、
本
器
銘
で
は
ま
ず
﹇

仲

―
柞
伯
―
蔡
侯
﹈
の
命
令
系
統
が
復
元
で
き
る
事
に
な
ろ
う$9

。

そ
う
し
て
、
命
令
発
起
者
と
な
っ
て
い
る

仲
は
、
先
述
し
た
南
仲
邦
父
と
同

様
に
（
Ａ
＋
）
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
の
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ%0

、
柞
伯%1

は
現
地
派
遣
官%2

と
し
て
の
（
Ａ
）、
柞
伯
に
従
軍
し
て
い
る
蔡
侯
は
（
Ｂ
）、
征
伐
対

象
と
さ
れ
て
い
る
戎
は
（
Ｃ
）
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
戎
に
つ
い
て
は
今
次
の
軍
事
行
動
で
征
伐
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

っ
て
、
上
述
し
た
駒
父

銘
の
「
淮
の
小
大
邦
」（
淮
夷
）
の
様
に
、
平
常
時
に
お

け
る
、
特
に
征
伐
前
に
お
い
て
の
貢
賦
関
係
を
明
示
す
る
事
は
で
き
な
い
（
征
伐
後

に
お
い
て
の
従
属
関
係
〈
貢
賦
を
伴
う
〉
の
成
立
は
予
想
さ
れ
る
）。
そ
れ
故
、
戎
と
の
序

列
関
係
は
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
事
に
し
た
い
。

要
す
る
に
柞
伯
鼎
銘
の
事
例
で
は
﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ａ
）
―
（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
の

上
下
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
四
十
二
年

鼎
銘
（
考
古
与
文
物
２
０
０
３
―
３
、
宣
王
42
年
）
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。

唯

又
二
年
五
月
既
生
覇
乙
卯
、
王
在
周
康
穆
宮
。
旦
、
王
格
大
室
、
即

位
。

工
散
右
呉

、
入
門
、
位
中
廷
、
北
郷
。
尹
氏
授
王

書
。
王
呼

史

、
冊

。
王
若
曰
、

。
・
・
・
余
肇
建
長
父
、
侯
于
楊
。
余
命
汝
、

奠
長
父
。
休
、
汝
克
奠
于
厥

。
汝
唯
克
型
乃
先
祖
考
兵

﹇

﹈。
出
捷
于

井
阿

于
暦

。
汝
不

戎
。
汝

長
父
以
追
、
搏
戎
。
乃
即
宕
伐
于
弓
谷
。

汝
執
訊
獲
馘
、
俘
器
車
馬
。
汝
敏
于
戎
工
、
弗
逆
。
朕
親
命

汝
矩
鬯
一

田：

于

卅
田

于

廿
田
。
・
・
・

こ
れ

又
二
年
五
月
既
生
覇
乙
卯
、
王
　
周
の
康
穆
宮
に
在
り
。
旦
、
王

大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。

工
散
　
呉

を
右
け
、
門
に
入
り
、
中
廷

に
位
し
、
北
郷
す
。
尹
氏
　
王
に

書
を
授
く
。
王
　
史

を
呼
び
、

に
冊

せ
し
む
。
王
　
若
く
曰
く
、

よ
。
・
・
・
余
　
肇
め
て
長
父
を

建
て
、
楊
に
侯
た
ら
し
む
。
余
　
汝
に
命
じ
、
長
父
を
奠
め
し
む
。
休
あ
り

て
、
汝
　
克
く
そ
の

を
奠
む
。
汝
　
こ
れ
克
く
乃
の
先
祖
考
の

﹇

﹈

に
兵
つ
に
型
る
。
出
で
て
井
阿

暦

に
捷
つ
。
汝
　
戎
に

れ
ず
。
汝

長
父
を

り
以
い
て
追
い
、
戎
を
搏
つ
。
乃
　
す
な
わ
ち
弓
谷
に
宕
伐
す
。

汝
　
執
訊
獲
馘
、
俘
器
車
馬
あ
り
。
汝
　
戎
工
に
敏
め
、
逆
ら
う
こ
と
な
し
。

朕
　
親
ら
命
じ
て
汝
に
矩
鬯
一

田
は

の
卅
田
、

の
廿
田
を

う
。
・
・
・

呉

は
長
父
の
楊
侯
封
建
に
関
与
し
て
い
た
様
で
あ
り
、
そ
の
後
楊
侯
は
呉

の
属
下
で
戎
征
伐
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
楊
地
は
山
西
省
洪
洞
県
東

南
に
比
定
さ
れ%3

、
晋
の
や
や
北
辺
、
戎
の
生
活
圏
と
の
接
壌
地
に
位
置
し
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
例
に
お
い
て

工
散
は
呉

に
対
す
る
冊
命
儀
礼
の
右
者

と
な
っ
て
お
り
、
上
記
二
器
銘
の
南
仲
邦
父

仲
同
様
に
（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
命

令
権
者
と
し
て
参
与
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
四
十
二
年

鼎
銘
で
は
、﹇（
Ａ
＋
）

工
散
―
（
Ａ
）
呉

―
（
Ｂ
）

楊
侯
―
〈（
Ｃ
）
戎
〉﹈
の
序
列
関
係
が
復
元
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
小
盂
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
８
３
９
﹈）
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

隹
八
月
既
望
、
辰
在
甲
申
。
昧
爽
、
三
左

三
右

多
君
、
入
服
酒
。
明
、
王

四
八
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格
周
廟
。
・
・
・
盂
以
多

佩
鬼
方
□
□
□
□
□
、
入
□
門
。
告
曰
、
王
命

盂
、
以
□
□
伐
鬼
方
□
□
□
□
。
執
酋
二
人
、
獲
馘
四
千
八
百
□
十
二
馘
、
俘

人
万
三
千
八
十
一
人
、
俘
馬
□
□
匹
、
俘
車
卅
両
、
俘
牛
三
百
五
十
五
牛
、
羊

卅
八
羊
。
・
・
・
入
三
門
、
即
位
中
廷
、
北
郷
。
盂
告
。

伯
、
即
位
。

伯

告
。
□
□
□
于
明
伯

継
伯

□
伯
告
。
咸
。
盂
以
諸
侯：

侯
甸
、
□
□
□
□
。

盂

告
。
咸
。
・
・
・

こ
れ
八
月
既
望
、
辰
は
甲
申
に
在
り
。
昧
爽
、
三
左

三
右

多
君
、
入
り

て
服
酒
す
。
明
、
王
　
周
廟
に
格
る
。
・
・
・
盂
　
多

を
以
い
て
鬼
方

の
□
□
□
□
□
を
佩
び
て
、
□
門
に
入
る
。
告
げ
て
曰
く
、
王
　
盂
に
命
じ

て
、
□
□
を
以
い
て
鬼
方
□
□
□
□
を
伐
た
し
め
た
ま
う
。
執
酋
二
人
、
獲

馘
四
千
八
百
□
十
二
馘
、
俘
人
万
三
千
八
十
一
人
、
俘
馬
□
□
匹
、
俘
車
卅

両
、
俘
牛
三
百
五
十
五
牛
、
羊
卅
八
羊
。
・
・
・
三
門
に
入
り
、
位
に
中
廷

に
即
き
、
北
郷
す
。
盂
　
告
ぐ
。

伯
、
位
に
即
く
。

伯
　
告
ぐ
。
明

伯

継
伯

□
伯
を
□
□
□
し
、
告
ぐ
。
咸
る
。
盂
　
諸
侯：

侯
甸
を
以
い

て
、
□
□
□
□
。
盂
　

し
て
告
ぐ
。
咸
る
。
・
・
・

器
銘
は
周
知
の
様
に

損
が
多
く
て
通
読
し
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
告
捷
献
馘

の
礼
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
盂
は
王
命
を
受
け
て
鬼
方
を
討
伐
し
て
お
り
、
多
く

の
俘
馘
を
得
る
戦
果
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
功
績
を
王
の
御
前
に
て
報
告
す
る

諸
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
中
廷
の
儀
礼
で
は
、
ま
ず
盂
が
そ
の
武
功
を
廟
告
し
、
つ
い

で

伯

明
白

継
白
等
の
諸
伯
が
廟
告
を
行
い
、
最
後
に
盂
が
諸
侯

侯
甸

を

率
い
て
廟
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
１
）
盂

（
２
）

伯
を
は
じ
め
と
す
る
諸

伯

（
３
）
諸
侯

侯
甸

の
廟
告
順
序
は
、
今
次
の
征
伐
に
お
け
る
指
揮
系
統
の

順
序
に
対
応
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、〈
盂
―

伯
等
の
諸
伯
―
諸
侯

侯

甸

〉
の
序
列
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
盂
は
前
述
大
盂
鼎
銘
の
盂
と
同

一
人
物
で
あ
り
、（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
有
力
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ%4

、

盂
に
所
属
し
て
い
る

伯

明
伯

継
伯
等
は
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
に
相
当
す

る
で
あ
ろ
う
。
又
、
諸
侯

侯
甸

は
令
方
彝
銘
を
参
着
す
る
と
、
外
諸
侯
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
（
令
方
彝
銘
に
つ
い
て
は
第
二
節
に
て
後
述
）。
す
な
わ
ち
小
盂
鼎
銘

に
お
い
て
は
﹇
（
Ａ
＋
）
盂
―
（
Ａ
）

伯
等
の
諸
伯
―
（
Ｂ
）
諸
侯

侯
甸

―

〈（
Ｃ
）
鬼
方
〉﹈
の
統
属
関
係
が
抽
出
さ
れ
る
事
に
な
る
。

上
述
し
た
４
事
例
が
、
い
わ
ば
﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ａ
）
―
（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
の
命

令
系
統
の
完
全
体
を
示
し
て
い
る
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
器
銘
例
の
中
に
は
、

当
該
命
令
系
統
の
一
部
を
欠
落
（
或
い
は
省
略
）
し
て
い
る
の
み
で
、
基
本
的
に
完

全
体
と
同
一
形
式
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
統
属
関
係
の
事
例
も
少
な
か

ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
次
に
こ
れ
等
の
器
銘
例
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

就
中
、（
Ｂ
）
の
み
が
欠
落
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
器
銘
が
あ
る
。

〈
１
〉
多
友
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
３
５
﹈）

唯
十
月
、
用

放
興
、
広
伐
京

、
告
追
于
王
。
命
武
公
、
遣
乃
元
士
、
羞

追
于
京

。
武
公
命
多
友
、
率
公
車
羞
追
于
京

。
・
・
・
多
友
迺
献
俘

馘

訊
于
公
。
武
公
迺
献
于
王
。
迺
曰
武
公
曰
、
・
・
・
賜
汝
土
田
。
・
・
・

武
公
在
献
宮
。
迺
命
向
父
、
召
多
友
。
・
・
・
公
親
曰
多
友
曰
、
・
・
・
賜
汝

圭

一

錫
鐘
一
□

攸
百
鈞
。
・
・
・

こ
れ
十
月
、

放
び
興
り
、
京

を
広
伐
す
る
を
用
て
、
王
に
告
追
す
。

武
公
に
命
ず
、
乃
が
元
士
を
遣
し
、
京

に
羞
追
せ
よ
、
と
。
武
公
　
多
友

に
命
じ
、
公
の
車
を
率
い
て
京

に
羞
追
せ
し
む
。
・
・
・
多
友
す
な
わ
ち

俘

馘

訊
を
公
に
献
ず
。
武
公
す
な
わ
ち
王
に
献
ず
。
す
な
わ
ち
武
公
に

曰
い
て
曰
く
、
・
・
・
汝
に
土
田
を
賜
う
、
と
。
・
・
・
武
公
　
献
宮
に
在

り
。
す
な
わ
ち
向
父
に
命
じ
て
、
多
友
を
召
さ
し
む
。
・
・
・
公
　
親
ら
多

友
に
曰
い
て
曰
く
、
・
・
・
汝
に
圭

一

錫
鐘
一
□

攸
百
鈞
を
賜

う
、
と
。
・
・
・
　
　

〈
２
〉
不

銘
（
後
期
﹇
４
３
２
８
│
４
３
２
９
﹈）
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唯
九
月
初
吉
戊
申
、
伯
氏
曰
、
不

馭
方
。

、
広
伐
西
兪
。
王
命
我
、

羞
追
于
西
。
余
来
帰
、
献
禽
。
余
命
汝
禦
追
于

。
汝
以
我
車
宕
伐

于
高

陶
。
・
・
・
伯
氏
曰
、
不

。
汝
小
子
、
汝
肇
敏
于
戎
工
。
賜
汝
弓
一

矢

束

臣
五
家

田
十
田
。
用
従
乃
事
。
・
・
・

こ
れ
九
月
初
吉
戊
申
、
伯
氏
曰
く
、
不

馭
方
よ
。

、
西
兪
を
広
伐

す
。
王
　
我
に
命
じ
、
西
に
羞
追
せ
し
め
た
ま
う
。
余
　
来
り
帰
り
、
禽
を

献
じ
た
り
。
余
　
汝
に
命
じ
て

に
禦
追
せ
し
む
。
汝
　
我
が
車
を
以

て

を
高
陶
に
宕
伐
す
。
・
・
・
伯
氏
曰
く
、
不

よ
。
汝
小
子
な
る

も
、
汝
　
戎
工
に
肇
敏
せ
り
。
汝
に
弓
一

矢
束

臣
五
家

田
十
田
を
賜

う
。
用
て
乃
の
事
に
従
え
、
と
。
・
・
・
　

〈
３
〉

銘
（
中
期
﹇
５
４
１
９
│
５
４
２
０
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇

１
９
９
﹈）

王
命

曰
、

、
淮
夷
敢
伐
内
国
。
汝
其
以
成
周
師
氏
、
戍
于
古

。
伯
雍

父

暦
、
賜
貝
十
朋
。
・
・
・

王
　

に
命
じ
て
曰
く
、
あ
あ
、
淮
夷
　
敢
え
て
内
国
を
伐
つ
。
汝
　
そ
れ

成
周
師
氏
を
以
い
て
、
古

に
戍
れ
、
と
。
伯
雍
父
　

の
暦
を

わ
し
、

貝
十
朋
を
賜
う
。
・
・
・
　

〈
４
〉

銘
（
後
期
﹇
４
３
２
３
﹈）

隹
王
十
月
、
王
在
成
周
。
南
淮
夷
遷
及
内
、
伐

昴

参
泉

裕

敏
陰

陽
洛
。
王
命

追
禦
于
上
洛

谷
。
至
于
伊
、
班
。
長
榜
識
首
百
、
執

訊

、
奪
俘
人
四
百
、
□
于
栄
伯
之
所
。
于

衣

、
復
付
厥
君
。
隹
王
十

又
一
月
、
王
格
于
成
周
大
廟
。
武
公
入
右

、
告
禽
。
馘
百

訊

。
王

暦
、
使
尹
氏
授
。

圭

□

貝
五
十
朋
。
賜
田
于

五
十
田

于
早

五
十
田
。
・
・
・

こ
れ
王
の
十
月
、
王
　
成
周
に
在
り
。
南
淮
夷
　
遷
り
て
内
に
及
び
、

昴

参
泉

裕

敏
陰

陽
洛
を
伐
つ
。
王
　

に
命
じ
て
上
洛

谷
に

追
禦
せ
し
む
。
伊
に
至
り
て
、
班
る
。
長
榜
識
の
首
百
、
執
訊

、
俘
人

を
奪
う
こ
と
四
百
、
栄
伯
の
所
に
□
す
。

に
于
て
衣

し
、
そ
の
君
に

復
付
す
。
こ
れ
王
の
十
又
一
月
、
王
　
成
周
の
大
廟
に
格
る
。
武
公
入
り

て

を
右
け
、
禽
を
告
ぐ
。
馘
百

訊

な
り
。
王
　

の
暦
を

わ
し
、

尹
氏
を
し
て
授
け
し
む
。

に
圭

□

貝
五
十
朋
を

う
。
田
は

の

五
十
田
、
早
の
五
十
田
を
賜
う
。
・
・
・
　

〈
５
〉

鼎
銘
（
前
期
﹇
２
７
４
０
│
２
７
４
１
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇
鼎
２
１
２
﹈）

隹
王
伐
東
夷
。

公
命

史

。
曰
、
以
師
氏

有

後
国
、
□
伐

。

・
・
・

こ
れ
王
　
東
夷
を
伐
つ
。

公
　

と
史

と
に
命
ず
。
曰
く
、
師
氏
と

有

後
国
と
を
以
い
、

を
□
伐
せ
よ
、
と
。
・
・
・

〈
６
〉
小
臣

銘
（
前
期
﹇
４
２
３
８
│
４
２
３
９
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇

２
５
９
﹈）

、
東
夷
大
反
。
伯

父
以
殷
八

、
征
東
夷
。・
・
・

厥
復
帰
、
在
牧

。

伯

父
承
王
命
、
賜

率
征
自
五

貝
。
小
臣

暦
、

賜
貝
。
・
・
・

こ
こ
に
、
東
夷
大
い
に
反
す
。
伯

父
　
殷
八

を
以
い
、
東
夷
を
征

す
。
・
・
・
こ
こ
に
そ
れ
復
帰
し
、
牧

に
在
り
。
伯

父
　
王
命
を
承
け

て
、

に
率
征
し
て
五
よ
り

れ
る
貝
を
賜
う
。
小
臣

暦
せ
ら

れ
、

び
貝
を
賜
う
。
・
・
・

ま
ず
多
友
鼎
銘
及
び
不

銘
で
は
、
各
々
「
武
公
」%5

（
＝
井
公
）
及
び
「
伯
氏
」%6

が
任
命
権
者
〈
又
、
直
接
王
命
を
受
け
る
者
〉（
＝
Ａ
＋
）
と
な
っ
て
お
り
、（
Ａ
）

﹇「
多
友
」
及
び
「
不

方
」﹈
に
命
じ
て%7

（
Ｃ
）

を
討
伐
さ
せ
て
い
る
。

は
関
中
北
部
か
ら
洛
水

水
の
河
谷
流
域
に
沿
っ
て
王
畿
内
へ
と
侵
攻

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ%8

、
そ
の
撃
攘
に
あ
た
っ
て
は
関
中
内
諸
侯
の
諸
伯
集
団

や
関
中
王
畿
北
辺
の
外
諸
侯
「
侯
」
が
従
事
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る%9

。

次
に
、

銘
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

^0

は
王
命
を
受
け
、
成
周
師
氏
を

統
率
し
て
淮
夷
の
「
内
国
」
侵
攻
を
迎
撃
し
て
お
り
、
征
討
後
に
伯

父
か
ら
賞
賜

を
受
け
て
い
る
。

五
〇
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こ
の
事
例
の
場
合
、
伯

父
は
命
令
発
起
者
と
な
っ
て
は
い
な
い
（

は
周
王

か
ら
直
接
親
任
さ
れ
て
い
る
）
の
で
あ
る
が
、
現
地
派
遣
官
で
あ
る

（
＝
Ａ
）
に
対

す
る
戦
後
の

暦
担
当
者
と
し
て
そ
れ
に
準
ず
る
立
場
に
い
た
者
で
あ
る
と
解
釈
さ

れ^1

、
ま
た
当
時
の
対
南
方
戦
略
面
に
お
い
て
は
（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
に
相
当

す
る
立
場
の
有
力
将
領
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る^2

。

そ
う
す
る
と
、

銘
か
ら
復
元
さ
れ
る
序
列
関
係
は
、﹇（
Ａ
＋
）
伯

父
―

（
Ａ
）

―
〈（
Ｃ
）
淮
夷
〉﹈
と
い
う
系
統
図
で
示
す
事
が
で
き
る
の
で
あ
る^3

。

同
様
の
図
式
は
、

銘
か
ら
も
復
元
さ
れ
る
。

は
王
命
を
受
け
、
河
南
王
畿
方
面
に
対
す
る
南
淮
夷
の
侵
攻
を
迎
撃
し
て
お

り
、
戦
勝
後
に
は
成
周
の
大
廟
に
お
い
て
王
か
ら
賞
賜
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
賞
与
儀
礼
に
あ
た
っ
て
右
者
を
つ
と
め
て
い
た
武
公
﹇
多
友
鼎
銘
の
武
公

（
＝
井
公
）
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
﹈
は
、
禹
鼎
銘
（
第
三
節
に
て
後
述
）
に
よ
る

と
同
時
期
の
南
方
経
略
面
に
お
い
て
枢
要
の
地
位
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ

り
、

銘
の
伯

父
と
同
様
に
（
Ａ
＋
）
相
当
の
有
力
将
領
（
又
、
内
諸
侯
）

で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る^4

。
そ
う
す
る
と
、

銘
で
は
﹇
（
Ａ
＋
）
武
公
―

（
Ａ
）

―
〈（
Ｃ
）
南
淮
夷
〉﹈
の
系
統
図
が
導
き
出
さ
れ
る
事
に
な
る
。

続
い
て

鼎
銘
及
び
小
臣

銘
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず

鼎
銘
で
は
、

公^5

が

と
史

と
に
命
じ
て

（
東
夷
の
一
国
で
あ
ろ
う
）

を
征
伐
さ
せ
て
い
る
。
史

は
員

銘
（
前
期
﹇
５
３
８
７
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇

１
８
４
﹈）

を
見
る
と
、「
員
、
従
史

伐
会
。
員
、
先
内
邑
。
員
俘
金
、
・
・
・
（
員
、
史

に
従
い
会
を
伐
つ
。
員
、
先
し
て
邑
に
入
る
。
員
、
金
を
俘
れ
り
。
・
・
・
）」
と
い
う
様

に
、
独
自
に
一
軍
を
率
い
て
会
を
討
伐
し
て
お
り
、
前
掲
多
友
鼎
銘
の
多
友
や
不

銘
の
不

と
同
様
の
私
臣
で
は
な
く
、
史
職
の
王
官
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
史

と
並
称
さ
れ
る

も
、
又
同
様
の
身
分
の
王
官
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
す
る
。

一
方
、
小
臣

銘
で
軍
の
統
帥
者
と
な
っ
て
い
る
伯

父
は
、
東
夷
征
伐
の

み
な
ら
ず
北
方
疆
域
征
伐
に
も
携
わ
っ
て
い
た
有
力
将
領
で
あ
り^6

、
戦
勝
後
に
賞
賜

を
受
け
て
い
る
小
臣

は
、
伯

父
の
属
臣
と
し
て
武
功
を
挙
げ
た
者
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
前
者
で
は
﹇（
Ａ
＋
）

公
―
（
Ａ
）

史

―
〈（
Ｃ
）

〉﹈、

後
者
で
は
﹇（
Ａ
＋
）
伯

父
―
（
Ａ
）
小
臣

―
〈（
Ｃ
）
東
夷
〉﹈
の
序
列
系
統
が

復
元
で
き
る
の
で
あ
る^7

。

で
は
次
に
、（
Ａ
＋
）
の
み
を
欠
落
し
た
事
例
と
し
て
、
以
下
の
諸
器
銘
を
見
て

い
こ
う
。

〈
１
〉
士
山
盤
銘
〈
中
国
歴
史
文
物
２
０
０
２
―
１
〉^8

隹
王
十
又
六
年
九
月
既
生
覇
甲
申
、
王
在
周
新
宮
。
王
各
大
室
、
即
位
。
士
山

入
門
、
位
中
廷
、
北
郷
。
王
呼
作
冊
尹
、
冊
命
山
。
曰
、
于
入

侯
、
出
、

徴

荊

方
服
、

大
藉
服

履
服

六
孳
服
。

侯

方
賓
貝

金
。
・
・
・

こ
れ
王
の
十
又
六
年
九
月
既
生
覇
甲
申
、
王
　
周
の
新
宮
に
在
り
。
王
　
大

室
に
各
り
、
位
に
即
く
。
士
山
　
門
に
入
り
、
中
廷
に
位
し
、
北
郷
す
。
王

作
冊
尹
を
呼
び
、
山
に
冊
命
す
。
曰
く
、
于
い
て

侯
に
入
り
、
出
で

て
、

荊

方
の
服
を
徴
す
る
こ
と
、
大
藉
服

履
服

六
孳
服
に
曁
べ
、

と
。

侯

方
、
貝

金
を
賓
る
。
・
・
・
　
　

〈
２
〉
師

銘
（
後
期
﹇
４
３
１
３
│
４
３
１
４
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇

３
７
７
﹈）

王
若
曰
、
師

父
。
淮
夷

我

臣
、
今
敢

厥
衆

、
反
厥
工
吏
、
弗

績
我
東
国
。
今
余
肇
命
汝
、
率
斉

左
右
虎
臣
、
征
淮

夷
、
即
質
厥
邦
酋
。
・
・
・

王
　
若
く
曰
く
、
師

父
よ
。
淮
夷
は
も
と
我
が

の
臣
な
る
に
、
今

敢
え
て
そ
の
衆

を

し
、
そ
の
工
吏
に
反
し
、
我
が
東
国
に
績
あ
ら
ざ

ら
し
む
。
今
　
余
肇
め
て
汝
に
命
じ
、
斉

左
右
虎
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臣
を
率
い
て
、
淮
夷
を
征
し
、
即
き
て
そ
の
邦
酋
を
質
さ
し
む
。
・
・
・
　

〈
３
〉
史
密

銘
〈
考
古
与
文
物
１
９
８
９
―
３
〉^9

隹
十
又
二
月
、
王
命
師
俗

史
密
、
曰
、
東
征
、

南
夷
。
盧

虎
会
杞
夷

舟
夷
、
讙
、
不

、
広
伐
東
国
。
斉

族
徒

遂
人
乃
執
鄙

寛

悪
。
師

俗
率
斉

遂
人
、
左
□
伐
長
必
。
史
密
右
率
族
人

伯

周
伐
長

必
、
獲
百
人
。
・
・
・

こ
れ
十
又
二
月
、
王
　
師
俗

史
密
に
命
じ
て
曰
く
、
東
征
し
、
南
夷
を

て
、
と
。
盧

虎
は
杞
夷

舟
夷
と
会
し
、
讙
し
く
、
不

に
し
て
、
東
国

を
広
伐
す
。
斉

族
徒

遂
人
　
す
な
わ
ち
鄙

寛

悪
を
執
う
。
師
俗

斉

遂
人
を
率
い
て
、
左
よ
り
長
必
を
□
伐
す
。
史
密
　
右
よ
り
族
人

伯

を
率
い
て
長
必
を
周
伐
す
。
百
人
を
獲
る
。
・
・
・
　
　

〈
４
〉
乖
伯

銘
（
後
期
﹇
４
３
３
１
﹈）

隹
王
九
年
九
月
甲
寅
、
王
命
益
公
、
征
眉
敖
。
益
公
至
、
告
。
二
月
、
眉
敖
至

見
、
献

。
己
未
、
王
命
仲
、
致
帰
乖
伯
貔
裘
。
王
若
曰
、
乖
伯
。
朕
丕
顕
祖

文

武
、
応
受
大
命
。
乃
祖
克

先
王
、
翼
自
他
邦
、
又
績
于
大
命
。
我
亦
弗

□
享
邦
、
賜
汝
貔
裘
。
乖
伯
拜
手
稽
首
。
天
子
休
弗
忘
小
裔
邦
。
・
・
・

こ
れ
王
の
九
年
九
月
甲
寅
、
王
　
益
公
に
命
じ
、
眉
敖
を
征
せ
し
む
。
益
公

至
り
、
告
ぐ
。
二
月
、
眉
敖
至
り
見
え
て
、

を
献
ず
。
己
未
、
王
　
仲
に

命
じ
て
、
帰
乖
伯
に
貔
裘
を
致
さ
し
む
。
王
　
若
く
曰
く
、
乖
伯
よ
。
朕
が

丕
顕
な
る
祖
　
文

武
、
大
命
を
応
受
す
。
乃
が
祖
　
克
く
先
王
を

け
、

他
邦
よ
り
翼
け
、
又
大
命
に
績
あ
り
。
我
も
ま
た
享
邦
を
□
せ
ず
、
汝
に
貔

裘
を
賜
う
、
と
。
乖
伯
、
拜
手
稽
首
す
。
天
子
　
休
に
し
て
小
裔
邦
を
忘
れ

た
ま
わ
ず
。
・
・
・

士
山
盤
銘
で
は
、
士
山
が
（
Ｂ
）﹇

侯
﹈
を
経
由
し
て
（
Ｃ
）﹇

荊

方
﹈

を
巡
視
し
、「
服
」
の
督
察
を
行
っ
て
い
る
（「
服
」
は
前
掲
駒
父

銘
所
載
の
「
服
事
」

と
同
例
で
あ
ろ
う
）&0

。
士
山
は
典
型
的
な
冊
命
儀
礼
で
以
て
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、〈
受

命
者
ク
ラ
ス
の
王
官
〉（
＝
Ａ
）
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

又
、
師

銘

史
密

銘
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
師

〉
﹇
（
Ａ
）

師

父
―
（
Ｂ
）
斉

―
〈（
Ｃ
）
淮
夷
〉﹈、〈
史
密

〉﹇（
Ａ
）

師
俗

史
密
―
（
Ｂ
）
斉

族
徒

遂
人

伯

―
〈（
Ｃ
）
南
夷
の

盧

虎
、
杞
夷
、
舟
夷
〉﹈
の
序
列
関
係
が
再
構
成
さ
れ
る
。

両
器
銘
で
は
（
Ｂ
）
の
部
分
が
〔

族
徒

遂
人
〕
以
外
重
複
し
て
お
り&1

、
同

時
期
・
同
地
域
を
対
象
と
し
た
征
伐
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

師

銘
の
師

父
は
、

盤
銘
（
後
期
﹇
１
０
１
７
２
﹈）
で
受
命
者
と
な
っ
て

い
る

と
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ&2

、（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
王
官
で
あ
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
同
様
に
、
史
密

銘
で
主
将
格
に
任
じ
て
い
る
師
俗
に
関
し
て
も
、

受
命
時
に
史
職
で
あ
る
史
密
と
並
称
・
並
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、（
Ａ
）
ク
ラ
ス

の
王
官
で
あ
っ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
よ
う
（
前
掲

鼎
銘
で
、
史

と
並
称
さ
れ
て
い

る

と
同
様
で
あ
る
）&3

。

次
に
師

銘
の
「
斉

」
及
び
史
密

銘
の
「
斉

族
徒

遂
人

伯

」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
斉

」（「
斉

」）

が
外
諸
侯
で
あ
る
「
斉
の
軍
」
を
指
す
と
い
う
点
で
諸
家
の
解
釈
は
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
史
密

銘
に
見
え
る
「
族
徒
（
族
人
）

遂
人
」
に
つ
い
て
は
諸

家
の
説
が
分
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
斉

」
と
並
称
さ
れ
、
ま
た
師
俗
等
が
来
着

す
る
以
前
に
「
斉

」
と
密
接
な
軍
事
行
動
を
と
っ
て
い
る
点
等
か
ら
、「
斉
国
関

連
諸
軍
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
師

銘
に
見
え
る

「

」
は
外
諸
侯
で
あ
る

侯
の
事
を
指
す
と
思
わ
れ
る&4

。
ま
た
、
師

銘
の

「

」
が
諸
侯
レ
ベ
ル
の
畿
外
諸
伯
で
あ
る
「

伯
」
を
指
す
事
は
史
密

銘
に
明

示
さ
れ
て
お
り
、「

」
と
並
称
さ
れ
る
「

」

「

」（
史
密

銘
の
「

」

「

」）
も

伯
同
様
の
畿
外
諸
伯
で
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、「
斉

」（「
斉

」）
以
下
の
諸
集
団
は
（
Ｂ
）〈「
外
諸
侯
「
侯
」
及

び
「
伯
」
か
ら
成
る
混
合
軍
事
集
団
〉
で
あ
る
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る&5

。

五
二

976



続
い
て
乖
伯

銘
に
つ
い
て
で
あ
る
。

益
公
（
注
$5
で
指
摘
し
た
様
に
、
右
者
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
）
に
よ
る
眉
敖
征
伐
の
際
、

乖
伯
は
眉
敖
帰
順
を
実
現
す
る
上
で
何
ら
か
の
功
績
が
あ
っ
た
様
で
あ
り
、
仲
を
通

じ
て
王
か
ら
の
賜
与
を
受
け
て
い
る
。
そ
う
し
て
乖
伯
は
本
来
、「
朕
丕
顕
祖
文

武
、
応
受
大
命
。
乃
祖
克

先
王
、
翼
自
他
邦
、
又
績
于
大
命
。」
と
あ
る
様
に
、

周
王
朝
成
立
期
に
入
臣
し
た
「
他
邦
の
小
裔
邦
」
な
の
で
あ
っ
て
、
外
諸
侯
（
諸
侯

レ
ベ
ル
の
畿
外
諸
伯
）
と
し
て
理
解
さ
れ
る
立
場
の
者
で
あ
っ
た
。

ま
た
仲
に
つ
い
て
は
、
今
次
の
征
伐
の
総
司
令
官
が
益
公
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を

考
慮
す
る
と
、
益
公
に
次
ぐ
地
位
の
王
官
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、﹇（
Ａ
＋
）
益
公
―
（
Ａ
）
仲
―
（
Ｂ
）
乖
伯
―
〈（
Ｃ
）
眉
敖
〉﹈
の
序

列
系
統
が
復
元
で
き
る
様
に
思
わ
れ
る
が
、
仲
と
益
公
の
序
列
関
係
は
不
明
確
で
あ

り
、
益
公
と
は
別
個
の
立
場
で
王
命
を
伝
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
仲
を
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
王
官
で
あ
る
と
理
解
し
た

上
で
、（
Ａ
＋
）
の
み
欠
落
し
た
事
例
と
し
て
解
釈
し
て
お
く
。

次
に
、（
Ａ
＋
）
及
び
（
Ｂ
）
が
欠
落
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
以
下
の
２
器
銘
が

あ
る
。

〈
１
〉

方
鼎
二
銘
（
中
期
﹇
２
８
２
４
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇
方
鼎
87
﹈）

曰
、
烏

、
王
唯
念

辟
剌
考
甲
公
、
王
用
肇
使
乃
子

、
率
虎
臣
禦
淮

戎
。
・
・
・
　

曰
く
、
あ
あ
、
王
は
こ
れ

の
辟
た
る
剌
考
甲
公
を
念
い
、
王
　
用
て
肇

ぎ
て
乃
子
な
る

を
し
て
、
虎
臣
を
率
い
て
淮
戎
を
禦
が
し
め
た
ま

う
。
・
・
・
　

〈
２
〉

銘
（
中
期
﹇
４
３
２
２
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇

３
０
０
﹈）

唯
六
月
初
吉
乙
酉
、
在

。
戎
伐

。

率
有

師
氏
奔
追
、
禦
戎

于

林
、

戎

。
・
・
・

こ
れ
六
月
初
吉
乙
酉
、

に
在
り
。
戎
　

を
伐
つ
。

有

師

氏
を
率
い
て
奔
追
し
、
戎
を

林
に
禦
ぎ
、
戎

を

つ
。
・
・
・
　

方
鼎
二
銘

銘
の

は

銘
の

と
同
一
人
物
で
あ
り
、

が

（
Ａ
）
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

上
記
し
た
諸
事
例
の
う
ち
、
討
伐
者
側
で
欠
落
す
る
事
な
く
言
及
さ
れ
て
い
た
の

は
内
諸
侯
の
（
Ａ
＋
）
乃
至
は
（
Ａ
）
で
あ
り
、
こ
の
点
は
内
諸
侯
が
当
該
統
属
関
係

に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

但
し
、（
Ａ
＋
）
も
し
く
は
（
Ａ
）
を
介
在
さ
せ
ず
に
（
Ｂ
）
が
王
命
に
基
づ
き
直

接
的
に
（
Ｃ
）
を
征
伐
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
例
が
一
例
あ
り
、
そ

れ
が
晋
侯
蘇
鐘
銘
﹇『
近
出
』（
後
期
、
35
―
50
）﹈&6

で
あ
る
。

隹
王
卅
又
三
年
、
王
親

省
東
国

南
国
。
・
・
・
二
月
既
死
覇
壬
寅
、
王
殿

往
東
、
三
月
方
死
覇
、
王
至
于
□
、
分
行
。
王
親
命
晋
侯
蘇
、
率
乃

、

左

、
北

□
、
伐
夙
夷
。
・
・
・
王
至
晋
侯
蘇

。
王
降
自
車
、
位
南

嚮
、
親
命
晋
侯
蘇
、
自
西
北
隅
敦
伐

城
。
・
・
・
王
隹
返
帰
、
在
成
周
公
族

整

宮
。
・
・
・
王
格
大
室
、
即
位
。
王
呼
善
夫
曰
、
召
晋
侯
蘇
。
入
門
、
位

中
廷
。
王
親
賜
駒
四
匹
。
・
・
・
王
御
于
邑
伐
宮
。
・
・
・
王
格
大
室
。

工
揚
父
入
右
晋
侯
蘇
。
王
親
儕
晋
侯
蘇
秬
鬯
一

弓
矢
百

馬
四

匹
。
・
・
・

こ
れ
王
の
卅
又
三
年
、
王
親
ら
東
国

南
国
を

省
す
。
・
・
・
二
月
既
死

覇
壬
寅
、
王
　
東
に
殿
往
し
、
三
月
方
死
覇
、
王
　
□
に
至
り
、
分
行
す
。

王
親
ら
晋
侯
蘇
に
命
ず
、
乃
が

を
率
い
、
左
よ
り

を

し
、
北
よ
り

□
を

し
、
夙
夷
を
伐
て
、
と
。
・
・
・
王
　
晋
侯
蘇
の

に
至
る
。
王

車
よ
り
降
り
、
位
し
て
南
嚮
し
、
親
ら
晋
侯
蘇
に
命
ず
、
西
北
隅
よ
り

城
を
敦
伐
せ
よ
、
と
。
・
・
・
王
こ
れ
返
り
帰
り
て
、
成
周
の
公
族
整

宮

に
在
り
。
・
・
・
王
　
大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。
王
　
善
夫
を
呼
び
て
曰

く
、
晋
侯
蘇
を
召
せ
、
と
。
門
に
入
り
、
中
廷
に
位
す
。
王
親
ら
駒
四
匹
を

五
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賜
う
。
・
・
・
王
　
邑
伐
宮
に
御
す
。
・
・
・
王
　
大
室
に
格
る
。

工

揚
父
　
入
り
て
晋
侯
蘇
を
右
く
。
王
　
親
ら
晋
侯
蘇
に
秬
鬯
一

弓
矢

百

馬
四
匹
を
儕
る
。
・
・
・
　
　

周
王
に
よ
る
東
方
征
伐
の
際
、（
Ｂ
）「
晋
侯
」
は
王
命
に
直
接
基
づ
い
て
（
Ｃ
）

「
夙
夷
」
を
征
討
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
晋
侯
は
（
Ａ
＋
）
又
は
（
Ａ
）
を
仲
介
者
と

せ
ず
親
征
し
て
い
た
様
に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
勝
後
に
晋
侯
は

工
揚
父
を
右
者
と
す
る
下
賜
儀
礼
を
受

け
て
お
り
、
先
述
し
た

銘
や

銘
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
や
は

り
こ
の
場
合
の
晋
侯
も
（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
を
上
位
者
と
す
る
統
属
関
係
に

組
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る&7

。

た
だ
、「
侯
」
が
王
命
に
基
づ
い
て
直
属
的
に
参
軍
し
て
い
る
と
い
う
点
は
重
要

で
あ
り
（
又
、

工
揚
父
が
右
者
を
つ
と
め
る
下
賜
儀
礼
の
前
後
で
は
、「
親
命
」
や
「
親

賜
」

「
親
儕
」
等
の
用
語
に
よ
っ
て
、
王
と
の
直
接
的
統
属
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
）、

西
周
後
期&8

に
な
っ
て
明
確
化
し
て
く
る
〈
王
室
に
よ
る
「
侯
」
重
視
政
策
〉
の
一
端

を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
て
後
述
す
る
事
に

す
る
）。

第
二
節
　
〈
内
諸
侯
・
外
諸
侯
〉
間
に
お
け
る
統
属
関
係

周
王
朝
に
お
け
る
（
内
諸
侯
―
外
諸
侯
）
序
列
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
の
が
当
該

序
列
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
に
王
畿
内
外
諸
侯
間
の
命
令
系
統
が
強
調
さ
れ
る
。
完

全
体
は
﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ｂ
）﹈
の
形
式
で
あ
り
、（
Ａ
）
が
両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
ず
（
Ａ
）
の
介
在
が
明
示
さ
れ
て
い
る
事
例
か
ら
見
て
い
こ
う
。

〈
１
〉

銘
（
中
期
﹇
９
４
８
﹈、
Ⅱ
﹇

49
﹈）

隹
六
月
既
死
覇
丙
寅
、
師
雍
父
戍
在
古

。

従
。
師
雍
父

、
使

使

于

侯
。

侯

暦
、
賜

金
。
・
・
・

こ
れ
六
月
既
死
覇
丙
寅
、
師
雍
父
　
戍
り
て
古

に
在
り
。

従
う
。

師
雍
父
　

す
。

を
し
て

侯
に
使
せ
し
む
。

侯
　

の
暦
を

わ

し
、

に
金
を
賜
う
。
・
・
・

〈
２
〉
仲
幾
父

銘
（
後
期
﹇
３
９
５
４
﹈）

仲
幾
父
使
幾
使
于
諸
侯

諸
監
。
・
・
・

仲
幾
父
　
幾
を
し
て
諸
侯

諸
監
に
使
せ
し
む
。
・
・
・

〈
３
〉

侯
玉
戈
銘
﹇
陳
夢
家
『
西
周
銅
器
断
代
』
五
（
考
古
学
報
１
９
５
６
―
３
）﹈&9

六
月
丙
寅
、
王
在
豊
。
命
大
保
省
南
国
。
帥
漢
造
官
南
、
命

侯
辟
用
□

走
百
人
。

六
月
丙
寅
、
王
　
豊
に
在
り
。
大
保
に
命
じ
て
南
国
を
省
せ
し
む
。
帥
漢

官
南
に
造
り
、

侯
に
辟
用
の
□
走
百
人
を
命
ず
。

銘
の
師

父
（
＝
伯

父
）
は
、
前
述
の
様
に
南
方
疆
域
に
お
け
る
当
時
の

有
力
将
領
で
あ
り
、
属
臣
で
あ
る

を
派
遣
し
て

侯
と
の
間
に
一
定
の
統
属
関

係
を
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る*0

。

す
な
わ
ち
、﹇（
Ａ
＋
）
師

父
―
（
Ｂ
）

侯
﹈
の
序
列
関
係
が
再
構
成
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の

は
、（
Ａ
＋
）

(

Ｂ)

双
方
を
結
び
付
け

る
仲
介
者
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る*1

。

又
、
同
様
に
仲
幾
父

銘
及
び

侯
玉
戈
銘
に
関
し
て
も
、
図
式
的
に
は
、

﹇（
Ａ
＋
）
仲
幾
父
―
（
Ｂ
）
諸
侯
・
諸
監
﹈

﹇（
Ａ
＋
）
大
保
―
（
Ｂ
）

侯
﹈

と
い
う
形
の
序
列
関
係
が
抽
出
さ
れ
、（
Ａ
＋
）〈「
仲
幾
父
」

「
大
保
」〉
が
（
Ａ
）

〈「
幾
」

「
帥
漢
」〉
を
仲
介
者
と
し
て
（
Ｂ
）〈「
諸
侯

諸
監
」

「

侯
」〉
と

の
間
に
一
定
の
命
令
系
統
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、（
Ａ
）
を
欠
落
（
お
そ
ら
く
省
略
）
し
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
以
下
の
諸

器
銘
が
あ
る
。

〈
１
〉
魯
侯

銘
（
前
期
﹇
４
０
２
９
﹈） 五

四
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唯
王
命
明
公
、
遣
三
族
伐
東
国
。
在

。
魯
侯
有

工
。
・
・
・

こ
れ
王
　
明
公
に
命
じ
、
三
族
を
遣
わ
し
て
東
国
を
伐
た
し
む
。

に
在

り
。
魯
侯
に

功
有
り
。
・
・
・
　

〈
２
〉
令
方
彝
銘
（
前
期
﹇
９
９
０
１
﹈、
Ⅰ
Ｂ
﹇
方
彝
41
﹈）

隹
八
月
、
辰
在
甲
申
。
王
命
周
公
子
明
保
、
尹
三
事

四
方
、
授

事

寮
。
・
・
・
隹
十
月
、
月
吉
癸
未
、
明
公
朝
至
于
成
周
、

命
。
舎
三
事

命
、

事
寮

諸
尹

里
君

百
工
。

諸
侯：

侯

甸

男
、
舎
四
方

命
。
・
・
・

こ
れ
八
月
、
辰
は
甲
申
に
在
り
。
王
　
周
公
の
子
明
保
に
命
じ
、
三
事

四

方
を
尹
さ
し
め
、

事
寮
を
授
く
。
・
・
・
こ
れ
十
月
、
月
吉
癸
未
、
明

公
　
朝
に
成
周
に
至
り
、
命
を

だ
す
。
三
事
の
命
を
舎
く
に
、

事
寮

と
諸
尹
と
里
君
と
百
工
と
と
も
に
し
、
諸
侯：

侯

甸

男
と
と
も
に
、
四

方
の
命
を
舎
く
。
・
・
・

〈
３
〉

銘
（
後
期
﹇
４
２
１
５
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇

３
６
８
﹈）

唯
王
正
月
、
辰
在
甲
午
。
王
曰
、

。
命
汝

成
周
里
人

諸
侯
大
亜
、
訊

訟
罰
。
・
・
・

こ
れ
王
の
正
月
、
辰
は
甲
午
に
在
り
。
王
曰
く
、

よ
。
汝
に
命
じ
て
成

周
の
里
人
と
諸
侯
の
大
亜
と
を

せ
し
む
。
訟
罰
を
訊
せ
よ
。
・
・
・
　

〈
４
〉
兮
甲
盤
銘
（
後
期
﹇
１
０
１
７
４
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇
盤
74
﹈）

隹
五
年
三
月
既
死
覇
庚
寅
、
王
初
各
伐

于

。
兮
甲
従
王
。
折
首
執

訊
、
休
亡

。
王
賜
兮
甲
馬
四
匹

駒
車
。
王
命
甲
。
政

成
周
四
方
積
、
至

于
南
淮
夷
。
淮
夷
旧
我

人
。
毋
敢
不
出
其

其
積

其
進
人
。
・
・
・

こ
れ
五
年
三
月
既
死
覇
庚
寅
、
王
　
初
め
て

を

に
各
伐
す
。
兮

甲
　
王
に
従
う
。
折
首
執
訊
あ
り
、
休
に
し
て

む
こ
と
な
し
。
王
　
兮

甲
に
馬
四
匹

駒
車
を
賜
う
。
王
　
甲
に
命
ず
。
成
周
四
方
の
積
を
政

し
、

南
淮
夷
に
至
れ
。
淮
夷
は
も
と
我
が

の
人
な
り
。
敢
え
て
そ
の

そ
の
積

そ
の
進
人
を
出
だ
さ
ざ
る
な
か
れ
。
・
・
・

ま
ず
魯
侯

銘
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
器
銘
所
載
の
明
公
は
、
令
方
彝
銘
に

お
い
て
「
三
事
の
命
・
四
方
の
命
」
を
総
覧
す
る
要
職
に
就
い
て
お
り
、（
Ａ
＋
）

相
当
の
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
東
国
」（
＝
東
方
外
諸
侯
地
域
）
で
の

紛
乱
に
際
し
、
同
じ
く
東
方
外
諸
侯
の
一
で
あ
る
魯
侯
の
協
力
を
得
つ
つ
鎮
定
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。﹇（
Ａ
＋
）
明
公
―
（
Ｂ
）
魯
侯
﹈
の
統
属
関
係
が
抽
出
さ

れ
る
。

続
い
て
令
方
彝
銘
以
下
の
３
器
銘
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

令
方
彝
銘
所
載
の
「
三
事
の
命
」
は
成
周
に
お
い
て

事
寮

諸
尹

里
君

百

工
に
対
し
て
発
令
さ
れ
て
お
り
、（
陝
東
河
南
王
畿
の
中
核
で
あ
る
）
成
周
に
拠
点
を

置
く
王
朝
官
制
組
織
を
対
象
と
し
て
出
さ
れ
た
布
告
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
と
対
比
的
に
発
令
さ
れ
て
い
る
「
四
方
の
命
」*2

は
諸
侯

侯

甸

男

に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
河
南
王
畿
を
中
軸
と
し
て
そ
の
周
辺
域
か

ら
淮
夷
等
の
諸
夷
地
域
に
至
る
ま
で
展
開
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
外
諸
侯
地
域

（「
東
国
」

「
南
国
」）
を
対
象
と
し
た
布
告
で
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
す

な
わ
ち
、（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
が
王
朝
機
関
を
媒
介
と
し
て
外
諸
侯
群
と
の

間
に
全
般
的
な
形
で
統
属
関
係
を
構
成
し
て
い
た
点
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に

鼎
銘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

が
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
「
成
周
里

人
」
及
び
「
諸
侯
大
亜
」*3

は
、
令
方
彝
銘
所
載
の
「
三
事
の
命
」
の
対
象
と
さ
れ
て

い
た
「
里
君
」、
及
び
「
四
方
の
命
」
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
「
諸
侯

侯

甸

男

」
に
各
々
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
成
周
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く

明
公
の
場
合
と
比
べ
る
と
よ
り
部
分
的
な
形
で
内
服
と
外
服
に
対
す
る
職
事
を
兼
務

し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
王
朝
は
同
一
官
人
に
内
外
服
の
職
務
を
兼
任
さ
せ
る
事

に
よ
っ
て
、
内
外
服
の
紐
帯
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

又
、
兮
甲
盤
銘
で
は
、
兮
甲
が
成
周
に
お
い
て
淮
夷
等
の
諸
夷
か
ら
徴
収
さ
れ
る

貢
賦
物
の
管
理
者
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
成
周
が
外
諸
侯
地
域
の
み
な
ら
ず
諸
夷
地

五
五
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域
に
と
っ
て
も
一
種
の
政
治
的
タ
―
ミ
ナ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
た
点
が
了
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
３
器
銘
に
共
通
し
て
看
取
さ
れ
る
の
は
、
河
南
王
畿
の
中
核
で
あ
る
成
周
を

結
節
点
と
す
る
〈
内
諸
侯
―
外
諸
侯

諸
夷
〉
間
統
属
関
係
の
存
在
で
あ
り
、
有
力

内
諸
侯
は
陝
東
中
原
地
域
へ
と
出
向
（
も
し
く
は
当
地
に
分
族
を
配
置*4

）
し
、
王
朝
直

属
の
臣
と
し
て
の
立
場
か
ら
外
諸
侯
及
び
諸
夷
と
の
交
渉
を
統
轄
し
て
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

や
兮
甲
は
、
明
公
の
そ
れ
に
準
ず
る
要
職
に
就
い
て
い
た
と
い
う
点

か
ら
、（
Ａ
＋
）
乃
至
は
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
有
力
内
諸
侯
或
い
は
王
官
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節
　
﹇〈
内
諸
侯
―
外
諸
侯
〉
間
統
属
関
係
﹈
・

﹇〈
外
諸
侯
―
諸
夷
〉
間
統
属
関
係
﹈
間
に

胚
胎
す
る
危
機

前
述
の
様
に
、
内
諸
侯
は
王
朝
に
よ
る
征
伐
に
際
し
て
一
般
的
に
主
導
的
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
外
諸
侯
は
征
伐
に
参
与
す
る
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も

主
導
的
地
位
に
立
つ
事
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た*5

。

一
方
、
王
朝
の
命
を
受
け
た
内
諸
侯
は
成
周
を
拠
点
と
し
て
外
諸
侯
を
統
轄
し
て

お
り
、
特
に
西
周
代
中
後
期
以
降
に
な
る
と
、
内
諸
侯
は
王
朝
儀
礼
の
場
で
外
諸
侯

の
右
者
を
務
め
る
事
も
あ
っ
た*6

。
な
お
、
《
周
王
の
代
理
》
と
し
て
外
諸
侯
地
域
を

巡
省
し
得
る
の
も
王
命
を
帯
び
た
内
諸
侯
及
び
王
官
の
み
で
あ
り*7

、
外
諸
侯
が
巡
省

を
担
当
す
る
事
例
は
未
見
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
見
て
く
る
と
、
周
王
朝
支
配
体
制
下
に
お
け
る
〈
内
諸
侯
―
外
諸
侯
〉

序
列
の
存
在
は
自
明
で
あ
り*8

、
王
朝
は
周
王
自
ら
に
よ
る
巡
狩
活
動
と
共
に
内
諸
侯

の
政
治
的
諸
活
動
に
拠
り
つ
つ
外
諸
侯
を
統
制
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
の
外
諸
侯
の
場
合
は
、
前
掲
駒
父

銘
や
士
山
盤
銘

師

銘
等
か
ら

窺
わ
れ
る
様
に
、
そ
の
周
辺
諸
夷
と
の
間
に
平
常
時
に
お
い
て
一
定
の
統
属
関
係
を

保
持
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
諸
夷
は
外
諸
侯
を
仲
介
者
と
し
て
、
前
述
兮
甲

盤
銘
や
師

銘
に
見
た
様
な
諸
義
務
を
負
担
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
上
述
し
た
﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ａ
）
―
（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
の
統
属
関
係

は
内
外
王
畿
間
に
お
け
る
序
列
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
中
枢
的
役
割
を
果

た
す
﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ａ
）﹈
の
序
列
と
そ
の
縁
辺
部
に
お
け
る
﹇（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈

の
序
列
に
２
分
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
王
朝
は
〈
内
諸
侯
―
外
諸
侯
〉
序
列
を
介
し
て

諸
夷
を
統
制
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
該
統
属
関
係
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
そ
の
命
令
系
統

が
あ
る
意
味
外
諸
侯
の
動
向
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
脆
弱
な
基
盤
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
点
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
外
諸
侯
の
向
背
如
何
に

よ
っ
て
は
こ
の
命
令
系
統
は
容
易
に
２
極
分
解
さ
れ
て
し
ま
う
事
が
あ
り
得
た
も
の

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
様
な
構
造
的
欠
陥
に
起
因
す
る
紛
擾
が
顕
在
化
し
た
事
例
と
し
て
、
宗
周
鐘

銘
（
後
期
﹇
２
６
０
﹈、
Ⅲ
﹇
鐘
49
﹈）*9

が
挙
げ
ら
れ
る
。

王
肇

省
文

武
勤
疆
土
。
南
国

子
敢
陥
虐
我
土
。
王
敦
伐
其
至
、
撲
伐
厥

都
。

子
迺
遣
間
、
来
逆
昭
王
。
南
夷

東
夷
具
見
、
廿
又
六
邦
。
・
・
・

、

其
万
年
、

保
四
国
。

王
　
肇
め
て
文

武
の
勤
め
た
ま
え
る
疆
土
を

省
す
。
南
国

子
敢
え

て
我
が
土
を
陥
虐
す
。
王
　
敦
伐
し
て
そ
れ
至
り
、
そ
の
都
を
撲
伐

す
。

子
す
な
わ
ち
遣
間
し
、
来
り
逆
え
て
王
に
昭
ゆ
。
南
夷

東
夷
の
具

に
見
ゆ
る
は
、
廿
又
六
邦
な
り
。
・
・
・

よ
、
そ
れ
万
年
ま
で
も
、

く
四
国
を
保
た
ん
こ
と
を
。

南
国

子
は
、
南
方
外
諸
侯
地
域
で
あ
る
「
南
国
」
の
有
力
者
で
あ
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
（
諸
侯
レ
ベ
ル
の
畿
外
諸
伯
に
相
当
す
る
者
で
あ
ろ
う
）、
そ

の
反
乱
鎮
定
後
に

子
と
共
に
周
王
の
も
と
へ
と
来
見
し
た
「
南
夷
・
東
夷
」
の

二
十
六
邦
は
、
今
次
の

子
反
乱
に
参
与
し
た
諸
夷
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
平
常
時

五
六
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に
お
い
て

子
と
の
間
に
一
定
の
統
属
関
係
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
南
国

子
の
反
乱
と
は
、﹇（
Ｂ
）
外
諸
侯
―
〈（
Ｃ
）
諸
夷
〉﹈
の
統
属
関

係
に
基
づ
く
外
諸
侯
主
導
の
反
乱
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

南
国

子
の
反
乱
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
「
乱
の
構
図
」
を
一
層
明
確
に
示
し

て
い
る
の
が
、
禹
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
３
３
│
２
８
３
４
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇
鼎
３
０
１
﹈）(0

に
記

さ
れ
た
鄂
侯
反
乱
で
あ
る
。

禹
曰
、
丕
顕

々
皇
祖
穆
公
、
克
夾
召
先
王
、
奠
四
方
。
肆
武
公
亦
弗
遐
忘
朕

聖
祖
考
幽
大
叔

懿
叔
、
命
禹

朕
祖
考
、
政
于
井
邦
。
肆
禹
亦
弗
敢

、

恭
朕
辟
之
命
。
烏

、
哀
哉
、
用
天
、
降
大
喪
于
下
国
。
亦
唯
鄂
侯
馭
方
率

南
淮
夷

東
夷
、
広
伐
南
国

東
国
、
至
于
歴
内
。
王
迺
命
西
六

殷
八

曰
、
撲
伐
鄂
侯
馭
方
、
勿
遺
寿
幼
。
肆

彌

、
弗
克
伐
鄂
。
肆
武
公

迺
遣
禹
、
率
公
戎
車
百
乗

斯
馭
二
百

徒
千
。
曰
、
于

朕
粛
謨
、

西

六

殷
八

伐
鄂
侯
馭
方
、
勿
遺
寿
幼
。

禹
以
武
公
徒
馭
、
至
于
鄂
、
敦

伐
鄂
休
。
獲
厥
君
馭
方
。
・
・
・

禹
曰
く
、
丕
顕
に
し
て

々
た
る
皇
祖
穆
公
、
克
く
先
王
を
夾
召
し
、
四

方
を
奠
め
た
ま
え
り
。
ゆ
え
に
武
公
も
ま
た
朕
が
聖
祖
考
幽
大
叔

懿
叔
を

遐
忘
し
た
ま
わ
ず
、
禹
に
命
じ
て
朕
が
祖
考
を

ぎ
て
、
井
邦
に
政
せ
し

め
た
ま
う
。
ゆ
え
に
禹
も
ま
た
敢
え
て

ら
ず
、
朕
が
辟
の
命
を

恭
す
。

あ
あ
、
哀
し
い
哉
、
用
て
天
、
大
喪
を
下
国
に
降
す
。
ま
た
こ
れ
鄂
侯
馭
方

南
淮
夷

東
夷
を
率
い
て
、
南
国

東
国
を
広
伐
し
、
歴
内
に
至
る
。
王

す
な
わ
ち
西
六

殷
八

に
命
じ
て
曰
く
、
鄂
侯
馭
方
を
撲
伐
し
、
寿
幼

を
遺
す
な
か
れ
、
と
。
こ
こ
に

彌

し

し
、
鄂
を
伐
つ
こ
と
克

わ
ず
。
ゆ
え
に
武
公
　
す
な
わ
ち
禹
を
遣
わ
し
、
公
の
戎
車
百
乗

斯
馭
二

百

徒
千
を
率
い
し
む
。
曰
く
、
于
い
て
朕
が
粛
謨
を

に
し
、
西
六

殷
八

を

め
て
鄂
侯
馭
方
を
伐
ち
、
寿
幼
を
遺
す
な
か
れ
、
と
。
こ
こ
に

禹
　
武
公
の
徒
馭
を
率
い
、
鄂
に
至
り
、
鄂
を
敦
伐
し
て
休
あ
り
。
そ
の
君

馭
方
を
獲
た
り
。
・
・
・

鄂
侯
は
、
南
淮
夷
・
東
夷
を
率
い
て
「
東
国
・
南
国
」
の
地
を
侵
掠
し
て
お
り
、

こ
れ
に
対
し
て
王
朝
側
か
ら
は
、
井
武
公
の
私
臣
（
井
邦
の
執
政
官
）
で
あ
る
禹
が

迎
撃
の
た
め
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
鄂
侯
は
平
常
時
に
お
け
る
﹇（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
の
統
属
関
係
に
依

拠
し
て
反
乱
を
主
導
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
王
朝
側
は
﹇（
Ａ
＋
）

―
（
Ａ
）﹈
の
統
属
関
係
を
発
動
し
て
対
抗
さ
せ
、
内
諸
侯
主
体
の
王
朝
直
属
軍
（
西

六
師
・
殷
八
師
）
で
以
て
王
畿
内
侵
攻
を
阻
止
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
常
時
に
お
け
る
統
属
関
係
の
完
全
体
は
、﹇
（
Ａ
＋
）
井
武
公
―
（
Ａ
）
禹
―

（
Ｂ
）
鄂
侯
―
（
Ｃ
）
南
淮
夷
・
東
夷
﹈
と
い
う
形
に
復
元
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。鄂

侯
反
乱
は
、
外
諸
侯
「
侯
」
に
よ
る
初
め
て
の
大
規
模
反
乱
で
あ
る
と
同
時
に
、

「【（
王
畿
）
―
（
畿
外
）】
の
対
抗
の
構
図
」
を
明
確
化
し
た
事
件
で
も
あ
り
、
ま
た

西
周
王
朝
支
配
体
制
に
お
け
る
東
西
構
造
瓦
解
の
前
兆
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で

あ
る
。

第
三
章
　
西
周
末
期
に
お
け
る
内
諸
侯
と
外
諸
侯

前
述
の
様
に
、
西
周
王
朝
支
配
体
制
の
二
重
構
造
を
揺
る
が
す
危
機
は
、
ま
ず
外

諸
侯
地
域
か
ら
〈
外
諸
侯
―
諸
夷
〉
の
統
属
関
係
に
基
づ
く
反
乱
と
い
う
形
で
顕
在

化
し
た
。
そ
れ
が
例
え
ば

王
代
に
お
け
る
南
国

子
の
乱
や
或
い
は
鄂
侯
馭
方

の
反
乱
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
王
畿
北
辺
で

や
戎
の
侵
掠
活
動
が
活
発

化
し
始
め
る
の
も

王
代
か
ら
宣
王
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
（
前
掲
兮
甲
盤
銘
及
び
注
%6
所
引

季
子
伯
盤
銘
〈
い
ず
れ
も
宣
王
代(1

〉
の
例
）。

一
方
で

王
代
末
期
に
は
、
関
中
王
畿
内
に
お
い
て
王
室
と
内
諸
侯
群
と
の
間

に
お
け
る
対
立
関
係
が
深
刻
化
し
て
い
た
様
で
あ
り
、
そ
れ
が

王
の

出
奔
へ

五
七
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と
つ
な
が
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
す
な
わ
ち
、
関
中
内
諸
侯
群
に
よ
る
周
王
放
逐
）(2

。

こ
の
政
変
後
、
暫
定
的
に
周
王
朝
で
は
伯

父
等
を
中
心
と
す
る
執
政
団

﹇（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯
集
団
﹈
に
よ
る
共
治
体
制
が
布
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が(3

、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
い
ま
だ
平
王
代
初
頭
に
見
ら
れ
る
様
な
、
外
諸
侯

群
に
よ
る
周
王
奉
戴
と
い
う
事
態
に
ま
で
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

当
該
期
に
お
け
る
周
王
室
と
外
諸
侯
群
と
の
間
の
（
い
わ
ば
関
中
地
域
内
諸
侯
集
団
と

の
対
抗
を
も
視
野
に
入
れ
た
）
協
力
関
係
の
未
成
立
、
乃
至
は
外
諸
侯
群
側
に
お
け
る

連
合
関
係
の
未
形
成
等
が
想
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の

王
放
逐
事
件
は
周
王

室
及
び
外
諸
侯
群
双
方
に
と
っ
て
一
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
は
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（
例
え
ば
、

王
の
放
逐
先
で
あ
る

地
を
勢
力
圏
と
す
る
晋
侯
に
対
し
、
爾
後
の
勤

王
的
行
動
を
喚
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る(4

）。

そ
れ
故
宣
王
期
以
降
に
入
り
、
周
王
室
が
関
中
王
畿
「
内
諸
侯
」
勢
力
と
対
峙
す

る
上
で
、
或
い
は
王
朝
の
東
西
構
造
分
解
を
阻
止
す
る
上
で
、
要
と
し
て
重
要
な
役

割
を
期
待
し
た
の
は
有
力
外
諸
侯
群
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
西
周
後
期
（
主
に
宣
王
代
）
に
お
け
る
周
王
室
の
〈「
侯
」
重
視
政
策
〉
を

地
域
別
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

《
１
》
　
王
畿
北
辺
地
域
〈
陝
西
北
部
〜
山
西
北
部
〉

こ
の
方
面
に
お
い
て
最
も
警
戒
す
べ
き
は
、

や
戎
の
動
向
で
あ
り
、
就
中
山

西
北
部
に
拠
点
を
持
つ
戎
の
侵
攻
に
対
す
る
対
抗
策
の
一
環
と
し
て
と
ら
れ
た
の

が
、
長
父
の
楊
侯
封
建
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
四
十
二
年

鼎
銘
）。

ま
た
、
同
じ
く
宣
王
代
に
晋
侯
の
勤
王
的
行
動
が
際
立
っ
て
い
る
が
（
前
掲
晋
侯
蘇

鐘
銘
）、
本
来
晋
侯
に
期
待
す
る
役
割
の
一
つ
に
、
や
は
り
北
辺
の
藩
衛
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
韓
侯
に
対
し
て
「
特
殊
な
権
能
」
が
付
与

さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
も
宣
王
代
の
事
で
あ
っ
た(5

。

《
２
》
　
王
畿
東
辺
地
域
〈
河
北
東
部
〜
山
東
西
部
〉

前
掲
師

銘
や
史
密

銘
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
方
面
で
の
脅
威
は
（
お
そ
ら

く
泗
水
流
域
か
ら
遡
上
し
て
来
る
）
淮
夷
の
侵
攻
で
あ
っ
た
。
当
該
地
域
に
列
置
さ
れ

て
い
た
魯
侯

鋳
侯

薛
侯

侯
等
（
以
上
、
金
文
で
確
認
さ
れ
る
当
該
地
域
の
諸

「
侯
」）
が
本
来
期
待
さ
れ
て
い
た
の
も
、
彼
等
の
封
地
以
東
の
諸
夷
や
封
地
以
南
の

淮
夷
等
か
ら
の
服
事
の
徴
収
及
び
彼
等
の
侵
掠
に
対
す
る
守
藩
と
し
て
の
役
割
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
宣
王
代
に
繋
け
ら
れ
る
魯
の
伯
御
討
伐
記
事
及
び
魯
孝
公
の
擁
立

記
事(6

は
、
魯
侯
を
傀
儡
化
し
、
東
方
鎮
守
の
要
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
王
朝
側
の
意
図

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

《
３
》
　
王
畿
南
辺
地
域
〈
河
南
南
部
〉

漢
水
流
域
方
面
か
ら
の
北
上
を
図
る
淮
夷
の
侵
攻
を
防
ぐ
に
あ
た
っ
て
、
要
地
と

な
る
の
は
南
陽
盆
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
を
淮
夷
に
抑
え
ら
れ
る
と
、
魯
山
乃
至
は

嵩
県
経
由
で
成
周
を
中
心
と
す
る
洛
陽
平
原
へ
の
進
出
を
許
す
結
果
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
の
で
あ
っ
て
（
ま
た
、
商
県
経
由
で
関
中
平
原
へ
も
到
達
し
得
る
）、
そ
も
そ

も
鄂
侯
反
乱
が
周
王
朝
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
り
得
た
の
も
、
鄂
侯
の
本
拠
が

南
陽
盆
地
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め

王
は
、
こ
の
地
に
新
た
に
申
侯
を
封
建
し
、
南
部
外
諸
侯
地
域
支

配
体
制
の
再
建
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ(7

、
宣
王
代
・
幽
王
代
を
通
じ
て
そ
の
政

策
は
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る(8

。

で
は
次
に
、
西
周
後
期
に
お
け
る
周
王
室
と
関
中
内
諸
侯
群
と
の
関
係
は
如
何
な

る
推
移
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
王
室
は
当
該
期
に
お
い
て
、
新
封
地
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
内
諸
侯
群
と
の
関

係
修
復
を
図
り
、
一
方
で
は
王
朝
の
東
西
構
造
補
強
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

五
八
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例
え
ば
、
松
井
嘉
徳
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
関
中
王
畿
内
要
地
（
鄭

豊

城

咸
）
へ
の
新
分
族
配
置(9

は
、
内
諸
侯
に
対
す
る
封
土
再
分
配
を
示
し
て
い
る
一

方
で
、
又
こ
れ
等
の
地
が
軍
事
的
要
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
に
着
目
す
る
と¡Oo

、

等
諸
夷
の
侵
攻
に
対
す
る
王
朝
中
核
地
域
の
防
衛
力
強
化
を
企
図
し
た
措
置
で

あ
っ
た
も
の
と
も
見
做
せ
る
で
あ
ろ
う
。

又
、〈
平
陸
―
陝
〉
の
地
へ
の

氏
新
封
も
同
様
の
措
置
で
あ
り¡O1

、
こ
の
場
合
は

有
力
氏
族
で
あ
る

氏
に
対
し
、
関
中
・
河
南
の
両
王
畿
を
結
ぶ
橋
頭
堡
の
確
保

を
期
待
し
た
施
策
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る¡O2

。

し
か
し
、
前
述
し
た
様
な
有
力
外
諸
侯
群
と
の
提
携
強
化
及
び
陝
東
地
域
強
化
策

〈「
侯
」
重
視
政
策
〉
は
、
か
え
っ
て
有
力
外
諸
侯
の
自
立
化
を
促
し
、
外
諸
侯
地
域

の
周
王
朝
支
配
体
制
か
ら
の
離
脱
を
促
進
す
る
結
果
を
招
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る¡O3

。

幽
王
敗
滅
（
前
７
７
１
年
）
を
も
た
ら
し
た
主
因
は
申
侯
の
反
乱
で
あ
っ
た
が
、

申
侯
が
反
乱
の
主
導
者
と
な
り
得
た
前
提
と
し
て
、
前
述
の
様
に

王
代
以
降
付

与
さ
れ
て
い
た
政
治
力
と
、
対
淮
夷
防
衛
力
強
化
を
念
頭
に
置
い
た
王
朝
か
ら
申
国

に
対
す
る
重
点
的
軍
事
力
投
下
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る¡O4

。

幽
王
敗
死
後
、
関
中
地
域
の
内
諸
侯
群
は

氏
を
中
心
に

王
を
擁
立
し
、
体

制
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
一
方
こ
れ
に
対
し
て
陝
東
外
諸
侯
群
は
有
力
外
諸
侯
で
あ

っ
た
晋
侯

魯
侯

申
侯
等
が
連
合
関
係
を
形
成
し
て
、
平
王
を
共
同
奉
戴
す
る
に

至
っ
た
（
い
わ
ば
春
秋
期
に
お
け
る
、
外
諸
侯
群
の
周
王
推
戴
同
盟
体
制
の
原
型
）¡O5

。

そ
の
後
、

王
は
晋
文
侯
の
討
伐
を
受
け
て
敗
滅
し
（
前
７
６
０
年
）¡O6

、
以
後
関

中
地
域
は
紛
乱
し
て
や
が
て
外
諸
侯
化
し
た
秦
伯
の
台
頭
を
見
る
。

一
方
、
陝
東
地
域
に
お
い
て
は
、
洛
陽
平
原
に
疆
域
を
拡
大
し
て
外
諸
侯
化
し
た

鄭
伯
が
台
頭
し
、
成
周
に
本
拠
を
移
し
た
平
王
を
擁
す
る
に
至
っ
た¡O7

。

成
周
へ
の
奠
都
は
、
周
王
朝
発
祥
の
地
で
あ
る
関
中
地
域
の
失
陥
と
い
う
や
む
を

得
ぬ
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
宣
王
代
以
降
模
索
し
て
い
た
周
王

権
の
新
体
制
構
想
〈
外
諸
侯
群
に
奉
戴
さ
れ
る
王
室
〉
の
具
現
化
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
ま
た
伝
統
的
中
原
王
朝
の
地
に
中
心
的
拠
点
を
遷
す
事
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば

第
三
の
正
統
王
朝
と
し
て
再
生
す
る
道
を
選
択
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

終
わ
り
に

本
論
で
は
、
周
王
朝
支
配
体
制
下
に
お
け
る
二
重
構
造
の
実
態
を
解
明
す
る
試
み

の
一
つ
と
し
て
、
特
に
外
諸
侯
と
周
王
権
と
の
秩
序
関
係
に
関
し
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
し
て
、﹇（
Ａ
＋
）〈
右
者
レ
ベ
ル
の
内
諸
侯
〉
―
（
Ａ
）〈
主
に
受
命
者
レ
ベ
ル
の

王
官
〉
―
（
Ｂ
）〈
外
諸
侯
〉
―
〔（
Ｃ
）〈
諸
夷
〉〕﹈
の
命
令
系
統
を
復
元
し
、〈
内

諸
侯
―
外
諸
侯
〉
間
に
明
白
な
序
列
関
係
が
存
在
し
、
周
王
権
が
内
諸
侯
を
通
じ
て

外
諸
侯
を
統
御
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
そ
う
し
て
、
西
周
代
後
期
に
お

け
る
外
諸
侯
反
乱
が
﹇（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
の
命
令
系
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

と
推
察
し
、﹇（
Ａ
＋
）
―
（
Ａ
）﹈
と
﹇（
Ｂ
）
―
〈（
Ｃ
）〉﹈
と
い
う
対
立
の
構
図
が
、

周
王
朝
体
制
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
東
西
対
立
構
造
の
遠
因
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
本
論
で
は
、「
周
王
朝
体
制
下
に
お
い
て
外
諸
侯
が
如
何
に
把
捉
さ

れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
外
諸
侯
の
動
向
が
王
朝
の
盛
衰
と
如
何
に
関
連
し
て
い
た
の

か
」
と
い
う
点
を
中
心
に
論
述
し
て
き
た
。
そ
れ
故
次
稿
に
お
い
て
は
、
周
王
朝
発

足
時
に
胚
胎
し
た
問
題
に
シ
フ
ト
を
移
し
、
主
に
周
王
権
と
内
諸
侯
と
の
関
連
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
事
に
し
た
い
。

注q

西
江
清
高
１
９
９
３
、
１
９
９
４
参
照
（
論
著
名
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の

「
引
用
文
献
一
覧
」
参
照
。
以
下
同
じ
）。

w

筆
者
は
、「
夏
王
朝
」
と
断
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
。
殷
王
朝
の

五
九

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考
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場
合
と
異
な
り
、
出
土
文
字
史
料
に
明
証
を
欠
く
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
夏
王
朝
説

を
と
る
論
著
と
し
て
は
、
岡
村
秀
典
２
０
０
３
等
が
あ
る
。

e

本
論
で
は
、
張
立
東
１
９
９
６
に
従
い
、
先
商
文
化

河
型
を
下
七
垣
文
化
と
称

す
る
立
場
を
と
る
。

r

「
周
方
弗
其
有
禍
」﹇
郭
沫
若
主
編
１
９
８
３
、
八
四
七
二
﹈、「
周
方
弗
無
禍
」

﹇
同
上
書
、
八
四
七
二
﹈
等
。

t

王
宇
信
１
９
８
４
参
照
。

〔
１
〕（
岐
山
県
鳳
雛
村
出
土
Ｈ
11
―
１)

「
癸
巳
、
彝
文
武
帝
乙
宗
。
貞
、
王
其

祭
成
唐
。
・
・
・
・
・
」

〔
２
〕（
岐
山
県
鳳
雛
村
出
土
Ｈ
11
―
84
）

「
貞
、
王
其

佑
大
甲
。

周
方
伯
、
・
・
・
・
・
」

〔
３
〕（
岐
山
県
鳳
雛
村
出
土
Ｈ
11
―
３
）

「
衣
王
田
、
至
于
帛
。
王
隻
田
。」

〔
２
〕
所
載
の
「
周
方
伯
」
に
つ
い
て
、
陳
全
方
１
９
８
２
は
、「
是
殷
帝
太
甲
對
他
的

稱
呼
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（「
王
」
は
周
君
を
指
す
も
の
と
見
て
お
ら
れ
る
）。
そ

う
す
る
と
、
周
君
は
自
称
と
他
称
を
（
す
な
わ
ち
国
内
称
謂
と
対
外
称
呼
を
）
使
い

分
け
し
て
い
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

y

「
命
周
侯
、
今
生
月
亡
禍
」﹇
董
作
賓
１
９
４
８
、
四
三
六
﹈

u

尊
銘
（
前
期
﹇
６
０
１
４
﹈、
Ⅰ
Ａ
﹇
觚
形
尊
83
﹈）
を
参
着
す
る
と
、

隹
王
初
遷
宅
于
成
周
。
・
・
・
在
四
月
。
丙
戌
、
王
誥
宗
小
子
于
京
室
。

曰
、
・
・
・
隹
武
王
既
克
大
邑
商
、
則
廷
告
于
天
。
曰
、
余
其
宅
茲
中
国
、
自

之

民
。
・
・
・

こ
れ
王
　
初
め
て
遷
り
て
成
周
に
宅
る
。
・
・
・
四
月
に
在
り
。
丙
戌
、
王

京
室
に
て
宗
小
子
に
誥
ぐ
。
曰
く
、
・
・
・
こ
れ
武
王
　
既
に
大
邑
商
に
克
ち
、

則
ち
天
に
廷
告
す
。
曰
く
、
余
　
そ
れ
こ
の
中
国
に
宅
り
、
こ
れ
よ
り
民
を

め
ん
、
と
。
・
・
・
　

と
あ
り
、
成
周
の
地
を
「
中
国
」
と
称
し
て
い
る
。
周
人
に
と
っ
て
「
中
国
」
と
は
、

河
南
王
畿
（「
初
期
王
朝
」
以
来
の
伝
統
的
中
原
の
地
）
を
指
す
も
の
と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
〔
伊
藤
道
治
氏
等
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
〈
伊
藤
道
治
１
９
８

７
、
３
９
９
頁
参
照
〉〕。

ち
な
み
に
、
宜
侯

銘
（
前
期
﹇
４
３
２
０
﹈、
Ⅰ
Ｂ
﹇

１
８
７
﹈）
に
、

隹
四
月
、
辰
在
丁
未
。
王
省
武
王

成
王
伐
商
図
、

省
東
国
図
。
・
・
・

こ
れ
四
月
、
辰
は
丁
未
に
在
り
。
王
　
武
王

成
王
の
伐
ち
し
商
図
を
省

し
、

で
て
東
国
の
図
を
省
す
。
・
・
・
　

と
あ
る
の
を
参
着
す
る
と
、「
商
図
」（
＝
「
殷
の
直
轄
的
支
配
地
域
」〈
＝
内
服
王

畿
〉）
と
「
東
国
図
」（
＝
そ
れ
以
東
の
外
服
地
域
）
と
は
区
別
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
様
で
あ
る
。

な
お
、
本
論
で
は
青
銅
器
銘
の
断
代
に
つ
い
て
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

『
殷
周
金
文
集
成
』（
文
物
出
版
社
、
１
９
８
４
〜
１
９
９
４
年
）【
以
下
『
集
成
』】

及
び
劉
雨

盧
岩
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
』（
中
華
書
局
、
２
０
０
２
年
）【
以
下

『
近
出
』】
の
断
代
案
と
林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
―
殷
周
時
代
青
銅
器

総
覧
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
１
９
８
４
年
）

同
上
『
春
秋
時
代
青
銅
器
の
研
究
―
殷

周
時
代
青
銅
器
総
覧
三
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
１
９
８
９
年
）【
以
下
、
い
ず
れ
も

『
研
究
』】
の
断
代
案
を
用
い
、
上
記
の
様
に
﹇（
１
）『
集
成
』
又
は
『
近
出
』
の
断

代
案
、（
２
）『
集
成
』
又
は
『
近
出
』
の
著
録
番
号
、（
３
）『
研
究
』
の
断
代
案
、

（
４
）『
研
究
』
の
著
録
番
号
﹈
の
順
に
表
記
す
る
事
に
す
る
〈『
近
出
』
の
場
合
の
み
、

特
に
書
名
を
注
記
し
て
い
る
。
又
、『
集
成
』
及
び
『
近
出
』
の
断
代
案
の
西
周
早

期

晩
期
を
本
論
で
は
前
期

後
期
と
改
め
た
〉。

な
お
、
こ
れ
等
に
未
収
録
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
著
録
書
名
ま
た
は
著
録
雑
誌

名
・
刊
号
及
び
掲
載
誌
に
示
さ
れ
た
断
代
案
を
付
記
す
る
（
断
代
案
に
つ
い
て
別
考

に
従
う
場
合
は
、
そ
の
旨
注
記
し
た
）。

i

但
し
、
こ
の
事
は
王
畿
西
方
域

北
方
域
に
対
す
る
支
配
が
東
方
域

南
方
域
に

比
べ
て
磐
石
で
あ
っ
た
と
い
う
〈
支
配
力
の
強
弱
〉
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
〈
支
配
方
法
の
仕
組
み
〉
が
西
方
域

北
方
域
と
東
方
域

南
方
域
と
で
は
異

な
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
周
知
の

様
に
、
例
え
ば
周
王
朝
は
北
方
域
に
お
い
て

等
の
侵
攻
に
苦
慮
し
て
い
る
。

な
お
、「
西
国
」

「
北
国
」
の
語
が
見
出
さ
れ
な
い
点
に
つ
い
て
松
井
嘉
徳
氏
は

「
こ
の
こ
と
は
周
の
征
討
活
動
が
も
っ
ぱ
ら
東
方
・
南
方
あ
る
い
は
北
方
に
展
開
し
た

こ
と
に
関
連
し
て
お
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
│
〈
ａ
〉、
30

頁
参
照
）。

o

以
下
本
論
で
は
、
い
わ
ゆ
る
爵
称
と
し
て
の
“
侯
”
を
称
す
る
諸
侯
（
金
文
で
は

六
〇
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「
侯
于
某
」
の
表
現
で
以
て
、
某
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸
侯
）
の
場
合
、
特
に
「
侯
」
と

表
記
す
る
事
に
し
、
凡
称
と
し
て
の
諸
侯
と
区
別
す
る
。

!0

殷
代
の
封
建
制
に
関
し
て
は
、
胡
厚
宣
１
９
４
４

陳
夢
家
１
９
５
６
の
第
九
章

「
政
治
区
域
」
の
条

島
邦
男
１
９
５
８
の
第
三
章
「
殷
の
封
建
」
の
条
等
を
参
照
。

こ
の
う
ち
島
氏
は
、
五
等
爵
の
う
ち
殷
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
侯
・

伯
・
子
」
の
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
特
に
「
子
」
は
同
姓
の
諸
侯
で
あ
っ
た
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
な
お
松
丸
道
雄
氏
も
「
侯
・
伯
」
に
つ
い
て
、「
子
」
と
異
な
り
殷
王

室
と
血
縁
関
係
を
持
た
な
い
部
族
出
身
の
族
長
で
あ
っ
た
も
の
と
見
て
お
ら
れ
る

〈
松
丸
道
雄
２
０
０
３
参
照
〉。

ま
た
、
令
方
彝
銘
（
前
期
﹇
９
９
０
１
﹈、
Ⅰ
Ｂ
﹇
方
彝
41
﹈）
に
、
明
公
が
成
周

で
発
し
た
命
に
関
し
て
、「

諸
侯：

侯

甸

男
、
舎
四
方
命
（
諸
侯：

侯

甸

男
と
と
も
に
、
四
方
の
命
を
舎
く
）」
と
あ
り
、
一
方
大
盂
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
８
３
７
﹈、

Ⅰ
Ｂ
﹇
鼎
１
８
７
﹈）
に
、
周
王
か
ら
盂
に
対
す
る
命
の
中
で
、「
我
聞
、
殷
墜
命
、

隹
殷
辺
侯
甸

殷
正
百
辟
、
率
肄
于
酒
、
故
喪

（
我
聞
く
に
、
殷
の
命
を
墜
せ
し

は
、
こ
れ
殷
の
辺
侯
甸
と
殷
の
正
百
辟
と
、
率
い
て
酒
に
肄
い
、
故
に

を
喪
い
た

れ
ば
な
り
）」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
周
王
朝
側
は
殷
王
朝
に
も
自
王
朝
の
そ
れ
と
類

し
た
諸
侯
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
観
念
し
て
い
た
様
で
あ
る
。

!1

但
し
、
関
中
地
域
に
も
「
侯
」
は
封
ぜ
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。

善
鼎
銘
（
中
期
﹇
２
８
２
０
﹈）
に
、

隹
十
又
二
月
初
吉
、
辰
在
丁
亥
。
王
在
宗
周
、
王
各
大
師
宮
。
王
曰
、
善
。
昔
先

王
既
命
汝
佐
胥

侯
。
今
余
唯
肇

先
王
命
、
命
汝
佐
胥

侯
、
監

戍
。

賜
汝
乃
祖

、
用
事
。
・
・
・

こ
れ
十
又
二
月
初
吉
、
辰
は
丁
亥
に
在
り
。
王
　
宗
周
に
在
り
、
王
　
大
師
の

宮
に
格
る
。
王
曰
く
、
善
よ
。
昔
　
先
王
既
に
汝
に
命
じ
て

侯
を
佐
胥
せ
し

め
た
り
。
今
　
余
こ
れ
先
王
の
命
を
肇

す
。
汝
に
命
じ
て

侯
を
佐
胥

し
、

の
戍
を
監
せ
し
む
。
汝
に
乃
の
祖
の

を
賜
う
。
用
て
事
え
よ
、

と
。
・
・
・
　
　
　

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
善
は

侯
の
補
佐
を
命
じ
ら
れ
、

地
に
あ
っ
た
軍
事
拠

点
の
監
察
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

は
関
中
王
畿
に
あ
る
周
王
朝
の
故
地
で
あ
り
、

そ
う
す
る
と
善
の
上
官
と
し
て

地
の
総
監
的
立
場
に
就
い
て
い
る

侯
の
封
地

も
、
そ
の
近
在
の
関
中
王
畿
北
辺
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
関

中
地
域
に
も
「
侯
」
が
封
建
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
周
王
朝
に
よ
っ
て
封
建
さ
れ
た
「
侯
」
の
封
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
比
定
地
は
、
周
知
の
様
に
そ
の
全
て
が
陝
東
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
関
中
地
域
に
比
定
で
き
る
事
例
は
未
見
で
あ
る
（

侯
の
封
地
で
あ
る

地

の
比
定
地
も
未
詳
で
あ
る
）。

要
す
る
に
、
周
王
朝
の
「
侯
」
は
関
中
地
域
で
成
立
し
陝
東
地
域
へ
と
拡
延
適
用

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
陝
東
地
域
を
制
圧
し
た
段
階
で
、
従
来
陝
東
地
域
で
用
い
ら

れ
て
い
た
形
式
を
模
倣
す
る
形
で
関
中
地
域
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
そ
の
事
例
は
西
周
末
期
に
至
る
ま
で
、
例
外
的
と
言
え
る
程
に
希
少

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

!2

洛
陽
平
原
を
核
と
す
る
陝
東
王
畿
地
域
は
、
関
中
地
域
在
来
の
政
治
組
織
が
移

入
さ
れ
る
一
方
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
陝
東
王
畿
外
諸
「
侯
」
地
域
を
統
合
す
る
機

能
を
も
備
え
て
い
た
様
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
陝
東
王
畿
地
域
は
関
中
地

域

陝
東
地
域
双
方
の
政
治
文
化
要
素
が
融
合
す
る
場
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

!3

松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
63
頁
参
照
。
ま
た
、
同
氏
２
０
０
２
ｂ
に
も
、
同
様

の
指
摘
が
あ
る
。

!4

周
原
甲
骨
で
も
、
諸
公

伯

叔
の
用
例
が
列
挙
で
き
る
﹇「
畢
公
」（
Ｈ
11
―

45
）、「
虫
伯
」（
Ｈ
11
―
22
）、「
楚
伯
」（
Ｈ
11
―
14
）、「

叔
」（
Ｈ
11
―
２
７

８
）﹈。

!5

吉
本
道
雅
１
９
９
４
参
照
。

な
お
、
五
等
爵
制
に
関
す
る
近
年
の
論
考
と
し
て
、
石
黒
ひ
さ
子
２
０
０
６
が
あ
る
。

!6

こ
の
場
合
の
「
公
」
は
内
諸
侯
国
の
国
君
と
し
て
の
地
位
を
示
す
称
呼
で
あ
り
、

「
伯
仲
叔
季
」
は
内
諸
侯
の
親
族
称
謂
（
注
!8
参
照
）
で
あ
る
。
吉
本
道
雅
氏
が
「
公

と
伯
仲
叔
季
の
間
に
は
相
互
に
排
他
的
な
身
分
的
上
下
を
想
定
し
え
な
い
」（
吉
本
１

９
９
４
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
伯
が
公
に
就
位
す
る
事
例
が
あ
る
た
め
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

!7

吉
本
氏
も
、
同
様
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
﹇
吉
本
道
雅
２
０
０
５
、
71
頁
、

注
@8
参
照
﹈。

!8

〈
栄
公
（
栄
伯
）
―
栄
季
〉
間
序
列
関
係
を
成
り
立
た
せ
る
背
景
と
し
て
、〈
伯

―
季
〉
間
に
お
け
る
輩
行
序
列
が
伏
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

六
一

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考
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例
え
ば
、
弭
叔

銘
（
後
期
﹇
４
２
５
３
│
４
２
５
４
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇

３
４
７
﹈）
に
、

隹
五
月
初
吉
甲
戌
、
王
在

。
格
于
大
室
、
即
位
中
廷
。
井
叔
内
右
師

。
王

呼
尹
氏
、
冊
命
師

。
賜
汝
赤

攸
勒
、
用
楚
弭
伯
。
師

拜
稽
首
、
敢
対

揚
天
子
休
、
用
作
朕
文
祖
宝

。
弭
叔
、
其
万
年
。
子
々
孫
々
、
永
宝
用
。

こ
れ
五
月
初
吉
甲
戌
、
王
　

に
在
り
。
大
室
に
格
り
、
位
に
中
廷
に
即
く
。

井
叔
内
り
て
師

を
右
く
。
王
　
尹
氏
を
呼
び
、
師

に
冊
命
せ
し
む
。
汝

に
赤

攸
勒
を
賜
う
、
用
て
弭
伯
を
楚
け
よ
、
と
。
師

拜
稽
首
し
、
敢

え
て
天
子
の
休
に
対
揚
し
、
用
て
朕
が
文
祖
の
宝

を
つ
く
る
。
弭
叔
よ
、

そ
れ
万
年
な
ら
ん
こ
と
を
。
子
々
孫
々
、
永
く
宝
用
せ
よ
。

と
あ
り
、
周
王
が
弭
叔
（
＝
師

）
に
対
し
て
弭
伯
の
補
佐
を
命
じ
て
い
る
の
も
、

〈
伯
―
叔
〉
間
に
お
け
る
輩
行
序
列
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
伯
が
公
（
＝
国
君
）
と
な
る
事
は
必
ず
し
も
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
様

で
あ
る
。
通
例
は
伯
（
＝
伯
家
当
主
）
が
公
に
就
位
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、

例
え
ば
逆
鐘
銘
（
後
期
﹇
60
―
63
﹈）
で
は
、

隹
王
元
年
三
月
既
生
覇
庚
申
、
叔
氏
在
大
廟
。
叔
氏
命
史

、
召
逆
。
叔
氏
若

曰
、
逆
。
乃
祖
考
□
政
于
公
室
。
今
余
賜
汝
干
五

錫
戈

。
用

于
公
室

僕

庸

臣

妾

小
子
室
家
。
・
・
・

こ
れ
王
の
元
年
三
月
既
生
覇
庚
申
、
叔
氏
　
大
廟
に
在
り
。
叔
氏
　
史

に

命
じ
、
逆
を
召
さ
し
む
。
叔
氏
　
若
く
曰
く
、
逆
よ
。
乃
が
祖
考
　
公
室
に

□
政
せ
り
。
今
　
余
汝
に
干
五

錫
戈

を
賜
う
。
用
て
公
室
の
僕

庸

臣

妾

小
子
の
室
家
を

せ
よ
。
・
・
・
　

と
い
う
様
に
、
叔
氏
が
逆
に
対
す
る
任
命
権
者
と
な
っ
て
お
り
、
又
「
公
室
」
で
儀

礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
叔
氏
は
卯

銘
の
栄
伯
（
＝
栄
家
の
伯
氏
）

同
様
、
公
で
も
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
伯
仲
叔
季
に
関
す
る
見
解
は
松
井
嘉
徳
氏
の
考
察
に
従
う
（
松
井
嘉
徳
２

０
０
２
ａ
、
２
２
０
頁
参
照
）。
松
井
氏
は
井
氏
を
例
に
と
り
、「
そ
れ
ら
は
単
な
る

兄
弟
間
の
排
行
の
併
存
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
井
伯
家
・
井
叔
家
・
井
季
家
と
で
も

い
う
べ
き
分
族
に
分
節
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

又
、
吉
本
道
雅
氏
も
井
伯

井
叔
に
つ
い
て
「
井
公
の
分
族
の
当
主
で
あ
る
（
井
伯

は
井
公
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
）」
と
述
べ
ら
れ
、
同
様
の
見
解
を
示
し
て

お
ら
れ
る
（
吉
本
道
雅
２
０
０
５
、
59
頁
参
照
）。

!9

城
公
の
服
を
継
承
し
た
事
が
「
毛
伯
か
ら
毛
公
へ
の
改
称
」
の
契
機
と
な
っ
て

い
た
と
い
う
点
は
、
伊
藤
道
治
氏
の
解
釈
に
従
う
（
伊
藤
道
治
１
９
８
７
、
１
２
３

〜
１
２
４
頁
参
照
）。

@0

例
え
ば
五
祀
衛
鼎
銘
（
中
期
﹇
２
８
３
２
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇
鼎
２
３
５
﹈）
で
は
、

隹
正
月
初
吉
庚
戌
、
衛
以
邦
君

告
于
井
伯

伯
邑
父

定
伯

伯

伯
俗

父
。
曰
、

曰
、
余
執
共
王

工
、
于

大
室
東
、
逆

二
川
。
曰
、
余
舎
汝

田
五
田
。
正
、
迺
訊

曰
、
汝
貯
田
不
。

迺
許
曰
、
余
審
貯
田
五
田
。
井

伯

伯
邑
父

定
伯

伯

伯
俗
父
迺

、
使

誓
。
・
・
・

こ
れ
正
月
初
吉
庚
戌
、
衛
　
邦
君

と
以
に
井
伯

伯
邑
父

定
伯

伯

伯
俗
父
に
告
ぐ
。
曰
く
、

は
曰
く
、
余
　
共
王
の

功
を
執
り
、

大
室
の
東
に
于
て
、
逆
に
二
川
を

ら
さ
ん
と
す
。
曰
く
、
余
　
汝
に
田
五

田
を
舎
え
ん
、
と
。
正
、
す
な
わ
ち

に
訊
げ
て
曰
く
、
汝
　
田
を
貯
る
や

不
や
と
。

す
な
わ
ち
許
し
て
曰
く
、
余
　
審
ん
で
田
五
田
を
貯
ら
ん
、
と
。

井
伯

伯
邑
父

定
伯

伯

伯
俗
父
す
な
わ
ち

り
て
、

を
し
て
誓

わ
し
め
た
り
。
・
・
・

と
あ
る
様
に
、
井
伯

伯
邑
父

定
伯

伯

伯
俗
父
の
五
名
が
執
政
団
を
構
成

し
て
お
り
、
ま
た
三
年
裘
衛

銘
（
中
期
﹇
９
４
５
６
﹈、
Ⅲ
﹇

79
﹈）
で
は
、

隹
三
年
三
月
既
生
覇
壬
寅
、
・
・
・
矩
伯
庶
人
、
取
瑾
璋
于
裘
衛
。
在
八
十
朋

厥
貯
。
其
舎
田
十
田
。
矩
或
取
赤
虎
両

両

一
。
在
廿
朋
。
其
舎

田
三
田
。
裘
衛
迺

告
于
伯
邑
父

栄
伯

定
伯

伯

単
伯
。
伯
邑
父

栄
伯

定
伯

伯

単
伯
、
迺
命
参
有

:

土

邑

馬
単

工

邑
人
服
、

受
田

。
・
・
・

こ
れ
三
年
三
月
既
生
覇
壬
寅
、
・
・
・
矩
伯
の
庶
人
、
瑾
璋
を
裘
衛
に
取
る
。

八
十
朋
の
貯
に
在
り
。
そ
れ
田
十
田
を
舎
う
、
と
。
矩
或
た
赤
虎
両

両

一
を
取
る
。
廿
朋
に
在
り
。
そ
れ
田
三
田
を
舎
う
、
と
。
裘
衛
す

な
わ
ち

ん
で
伯
邑
父

栄
伯

定
伯

伯

単
伯
に
告
ぐ
。
伯
邑
父

栄
伯

定
伯

伯

単
伯
、
す
な
わ
ち
参
有

、

土

邑

馬
単

工
邑
人
服
に
命
じ
て
、
田
を

に
受
く
る
に

ば
し
む
。
・
・
・
　

と
あ
る
様
に
、
伯
邑
父

栄
伯

定
伯

伯

単
伯
の
五
名
が
執
政
団
員
と
な
っ

て
い
る
。

い
ず
れ
に
も
公
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

六
二
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@1

松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
第
三
部
・
第
二
章
「
分
節
す
る
氏
族
」
参
照
。

@2

松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
２
２
７
頁
参
照
。

@3

井

の
本
貫
地
比
定
に
つ
い
て
は
、
各
々
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
の
２
２

４
頁

２
３
８
頁

２
４
１
頁
参
照
。

@4

松
井
氏
は
、「（
周
王
朝
は
）
そ
の
よ
う
な
諸
地
に
分
散
居
住
し
て
い
た
諸
氏
の
血

縁
関
係
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
周
王
へ
と
収
斂
す
る
求
心
力
を
維
持
し
て
い
た
の

で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
２
４
２
頁
参
照
）。

な
お
松
井
氏
は
、
松
井
嘉
徳
１
９
８
６
に
お
い
て
内
外
諸
侯
を
本
族
と
し
、
後
述

す
る
新
分
族
（
鄭
井
叔
等
）
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ

﹇
第
Ⅲ
部
・
第
二
章
・
「
分
節
す
る
氏
族
」﹈
に
お
い
て
は
、
内
諸
侯
諸
伯
仲
叔
季
を

「
地
域
化
さ
れ
て
い
な
い
」
分
族
と
規
定
さ
れ
、
新
分
族
を
「
地
域
化
さ
れ
た
」
分
族

で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
外
諸
侯
も
「
地
域
化
」
さ
れ
て
い
な
い
分
族
に
含
め

ら
れ
て
い
る
）。
両
論
考
共
に
、
内
・
外
諸
侯
間
の
（
本
族
―
分
族
）
関
係
に
つ
い
て

は
明
確
な
論
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

@5

伊
藤
道
治
１
９
７
５
、
２
５
８
頁
及
び
２
８
０
〜
２
８
１
頁
の
注
@4
参
照
。

@6

北
京
市
文
物
研
究
所
１
９
９
５
参
照
。

@7

曹
淑
琴
１
９
８
９
参
照
。

@8

宮
本
一
夫
２
０
０
０
、
１
３
１
頁
参
照
。

@9

公

銘
（
春
秋
﹇
４
０
１
６
│
４
０
１
７
﹈）
の
「

公
伯

」、
番
君
伯

盤

銘
（
春
秋
﹇
１
０
１
３
６
﹈）
の
「
番
君
伯

」
等
も
同
様
の
例
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
又
、
他
排
行
の
称
謂
例
と
し
て
は
、
陳
公
子
仲
慶

蓋
銘
（
春
秋
﹇
４
５
９
７
﹈）

の
「
陳
公
子
仲
慶
」
等
が
あ
る
。

な
お
、﹇
某
＋
〈
排
行
〉
某
﹈
の
称
謂
に
つ
い
て
は
、
或
い
は
﹇
某
＋
〈
排
行
〉
某

父
﹈
称
謂
の
省
略
形
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。﹇
某
＋
〈
排
行
〉
某
父
﹈
の

称
謂
例
に
つ
い
て
は
、
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
の
第
Ⅲ
部
・
第
一
章
「
西
周
の
氏
族

制
」
参
照
。

#0

土
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ

79
頁
参
照
。

#1

白
川
静
氏
は
、

土

の
称
伯
に
つ
い
て
「
後
に
至
っ
て
伯
と
称
す
る
地
位
を

得
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
『
通
釈
』
１
上
、
１
５
６
頁
）
が
、

虞

寇
壺
銘
（
後
期
﹇
９
６
９
４
│
９
６
９
５
﹈）
に
「
虞

寇
伯
吹
」
と
あ
る
様
に
、

官
職
名
と
伯
某
称
謂
は
並
存
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
他
の
排
行
称
謂
の
例
と
し
て
は
、
魯

徒
仲
斉

銘
（
春
秋
﹇
４
４
４
０

│
４
４
４
１
﹈）
の
「
魯

徒
仲
斉
」
等
が
あ
る
。

#2

鄭
地
は
陝
西
省
華
県
近
傍
に
比
定
さ
れ
る
（
李
学
勤
１
９
９
９
参
照
）。

#3

白
川
静
氏
は
、
宜
侯

銘
所
載
の
鄭
七
伯
に
つ
い
て
、
一
伯
に
つ
き
管
理
し
て

い
た
の
は
１
５
０
人
程
度
で
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
。
又
、
大
盂
鼎
銘
所
載
の
邦

四
伯
に
つ
い
て
は
、
一
伯
に
つ
き
１
６
５
人
、
夷

王
臣
十
三
伯
に
つ
い
て
は
、
一

伯
に
つ
き
80
人
程
度
管
理
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（『
通
釈
』
１
下
、
５
５
０

〜
５
５
１
頁

６
７
１
頁
参
照
）。
要
す
る
に
こ
の
場
合
の
伯
は
、
多
く
と
も
１
５
０

人
程
度
の
属
民
を
擁
す
る
小
領
主
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

又
、
伊
藤
道
治
氏
も
鄭
七
伯
に
つ
い
て
「
こ
の
七
伯
の
伯
は
、
五
等
爵
制
の
公
侯

伯
子
男
と
い
う
と
き
の
伯
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
・
・
・
・
は
る
か
に
小
規
模

の
集
団
の
長
を
意
味
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
１
９
８
７
、
１
０
４

頁
参
照
）。

#4

大
盂
鼎
銘
所
載
の
盂
は
、「
敬

徳
経
、
敏
朝
夕
入
諌
（
徳
経
を
敬

し
て
、
敏

し
み
て
朝
夕
に
入
り
て
諌
め
）」
と
あ
る
様
に
、
周
王
の
側
近
く
仕
え
て
周
王
の
誤
り

を
正
す
重
臣
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
関
中
王
畿
内
に
所
領
を
有

す
る
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
鼎
の
出
土
地
が
陝
西
省

県
で
あ
る

点
も
、
参
考
に
な
ろ
う
。
な
お
、
白
川
氏
も
内
諸
侯
説
を
採
ら
れ
て
い
る
﹇『
通
釈
』

１
下
、
６
７
３
頁
参
照
﹈）。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
大
盂
鼎
銘
の
「
伯
」
は

「
内
服
に
お
い
て
内
諸
侯
に
従
属
す
る
伯
」
の
事
例
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、「
小
領
主
層
と
し
て
の
伯
」
の
場
合
、
内
外
諸
侯
い
ず
れ
に
対
し
て
も

従
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

#5

曹
伯
は
、
前
６
１
６
年

前
６
１
２
年

前
５
８
４
年

前
５
５
２
年
に
魯
に
対

し
て
片
務
的
に
入
朝
し
て
い
る
。

#6

伯
は
、
前
６
０
８
年

前
５
８
５
年

前
５
７
３
年

前
５
７
２
年

前
５
４

５
年

前
４
９
５
年
に
魯
に
対
し
て
片
務
的
に
入
朝
し
て
い
る
（
前
４
９
６
年
に
お

け
る

伯
の
訪
魯
は
、
杜
注
に
従
っ
て
朝
礼
を
伴
わ
な
か
っ
た
も
の
と
解
釈
し
て
お

く
。
又
、
前
４
９
５
年
に
は
１
月
の
入
朝
に
続
き
、
５
月
に
も
魯
定
公
の
葬
儀
に
出

席
す
る
た
め
訪
魯
し
て
い
る
）。

侯
は
、
前
７
１
２
年

前
７
１
０
年

前
６
１
５
年

前
５
６
７
年

前
４
９

３
年
に
魯
に
対
し
て
片
務
的
に
入
朝
し
て
い
る
（
前
５
４
２
年
に
は
、
魯
襄
公
の
葬

六
三

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考

987



儀
に
出
席
す
る
た
め
訪
魯
し
て
い
る
）。

#7

前
５
０
９
年
に
晋
が
同
盟
諸
侯
を
動
員
し
て
成
周
の
城
墻
を
修
築
さ
せ
よ
う
と
し

た
際
、
宋
は
自
国
の
工
事
負
担
を
薛

の
３
国
に
分
担
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

そ
の
事
情
に
つ
い
て
『
左
伝
』
定
公
元
年
条
で
は
、「
宋
仲
幾
不
受
功
、
曰
『

薛

、
吾
役
也
。』。
薛
宰
曰
『
宋
為
無
道
、
絶
我
小
国
於
周
、
以
我
適
楚
、
故
我

常
従
宋
。
・
・
・
・
』」
と
記
し
て
お
り
、
当
時
薛
等
の
諸
小
国
は
宋
に
対
し
て
従
属

的
態
度
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

#8

侯
は
前
５
４
２
年
に
斉
に
入
朝
し
て
お
り
、
前
５
４
１
年
以
降
は

著
邱
公

共
公

郊
公
の
３
代
に
わ
た
っ
て
斉
が

侯
の
擁
立
に
関
与
し
た
。

#9

吉
本
氏
は
、
外
諸
侯
の
国
君
（「
侯
」
に
限
ら
な
い
）
分
族
の
事
例
と
し
て
、
特
に

春
秋
金
文
を
典
拠
と
し
て

叔

叔

曾
仲

仲

楚
叔
の
用
例
を
列
挙
さ
れ

て
い
る
（
吉
本
道
雅
１
９
９
４
）。

金
文
上
に
お
け
る
「
侯
」
の
分
族
の
事
例
と
し
て
は
、
上
記
以
外
に

仲
〈

仲

銘
（
前
期
﹇
６
５
１
１
﹈）〉

応
叔
〈
応
叔
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
１
７
２
﹈）〉

鋳
叔
〈
鋳
叔
作

氏
鼎
銘
（
春
秋
﹇
２
５
６
８
、
４
５
６
０
﹈）〉

胡
叔
〈
胡
叔
鼎

銘
（
中
期
﹇
２
７
６
７
﹈）〉

鄂
叔
〈
鄂
叔

銘
（
前
期
﹇
３
５
７
４
﹈）〉
等
の
用

例
が
確
認
で
き
る
。

又
、
金
文
上
で
は
晋
公

燕
公

陳
公
等
の
様
に
「
侯
」
を
「
公
」
と
も
称
す
る

事
は
一
般
的
で
あ
り
、「
侯
」
称
謂
者
が
畿
外
封
建
地
に
お
け
る
本
族
（
内
諸
侯
の

「
公
」
に
相
当
す
る
）
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
侯
と
そ
の

分
族
（
伯
仲
叔
季
）
間
に
は
上
下
序
列
関
係
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
吉
本
氏
は
外
諸
侯
「
伯
」
の
事
例
と
し
て
、
微
伯
の
例
も
挙
げ
て
お
ら
れ

る
（
吉
本
道
雅
１
９
９
４
）。
微
伯
の
称
謂
に
つ
い
て
は
、
竹
内
康
浩
氏
が
検
討
さ
れ

て
お
り
（
竹
内
康
浩
１
９
９
１
）、「
微
伯

」

「
微

」

「

」

「
微
伯
」

の
称
謂
ヴ
ァ
リ
エ
―
シ
ョ
ン
を
抽
出
さ
れ
た
。「
微
伯
」
の
称
謂
例
は
あ
れ
ど
も

「
伯

」
の
称
謂
例
が
見
出
さ
れ
な
い
点
は
、
微
伯
が
本
来
外
諸
侯
で
あ
っ
た
事
を

示
唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
微
氏
の
場
合
は
、
西
周
初
期
（
武
王
代
）

に
周
に
土
地
を
与
え
ら
れ
て
以
降
関
中
王
畿
内
に
入
居
し
て
お
り
、
以
後
は
史
職
の

王
官
と
し
て
仕
え
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
外
諸
侯
「
伯
」
の
事
例
と
し
て
は
む

し
ろ
乖
伯
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
﹇
乖
伯

（
後
期
﹇
４
３
３
１
﹈）﹈。

$0

初
封
時
の
例
と
し
て
は
、
克

銘
〈『
近
出
』：

（
前
期
﹇
４
４
２
﹈）〉
が
燕
侯

封
建
に
あ
た
っ
て
の
事
情
を
伝
え
て
お
り
、
ま
た
麦
尊
銘
（
前
期
﹇
６
０
１
５
﹈）
に

は
同
様
に
井
侯
の
封
建
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
な
お
文
献
上
で
は
、
左
伝
定
公
四

年
条
に
魯
侯

衛
侯

晋
侯
の
封
建
に
関
わ
る
記
載
が
あ
る
。

改
封
に
つ
い
て
は
、
前
掲
宜
侯

銘
に
虎
侯
か
ら
宜
侯
へ
の
異
動
を
記
し
て
お

り
、
ま
た
襲
封
に
関
し
て
は
前
掲
伯

鼎
銘
に
そ
の
例
（

侯
の
襲
位
）
が
見
え
る
。

$1

応
侯
に
対
す
る
姑
地
で
の
賜
与
の
例
〔

銘
〈『
近
出
』：

（
中
期
﹇
４
８

５
﹈）〉〕
や
、
南
征
時
に
鄂
侯
に
対
し
て
な
さ
れ
た

地
で
の
賜
与
の
例
〈
鄂
侯
馭

方
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
１
０
﹈）〉
等
が
あ
る
。

$2

燕
侯
旨
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
６
２
８
﹈、
Ⅰ
Ｂ
﹇
鬲
95
﹈）
に
よ
る
と
、
燕
侯
は
宗
周

で
王
に
見
事
し
て
い
る
。
又
、
献
侯
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
６
２
６
﹈、
Ⅰ
Ａ
﹇
鬲
鼎
81
﹈）

に
見
え
る
献
侯
や
、
前
掲
麦
尊
銘
の
井
侯
も
同
様
に
宗
周
で
王
に
見
事
し
て
い
る
。

$3

前
掲
善
鼎
銘
で
は
、
注
!1
で
述
べ
た
様
に
、
周
王
が
善
に
対
し
て

侯
の
補
佐
を

命
じ
て
い
る
。
又
、
井
侯

銘
（
前
期
﹇
４
２
４
１
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇

２
２
９
﹈）
で
は
、

王
が
栄
と
内
史
に
対
し
て
、
井
侯
の
職
事
の
補
佐
を
命
じ
て
い
る
。

$4

南
氏
の
事
例
で
は
、
裘
衛

銘
（
中
期
﹇
４
２
５
６
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇

２
９
９
﹈）
の

南
伯
と
、
無

鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
１
４
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇
鼎
２
６
０
﹈）
の

土
南
仲
が

右
者
を
務
め
て
い
る
。
後
者
の

土
南
仲
は
、
南
仲
邦
父
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

$5

前
掲
永
盂
銘
所
載
の
執
政
団
員
で
あ
る
益
公
は
、
王
臣

銘
（
中
期
﹇
４
２
６
８
﹈）

等
で
右
者
を
務
め
て
お
り
、
同
様
に
永
盂
銘
中
の
井
伯
は
七
年

曹
鼎
銘
（
中
期

﹇
２
７
８
３
﹈）
等
で
、
栄
伯
は
康
鼎
銘
（
中
期
後
期
﹇
２
７
８
６
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇
鼎
２
８

８
﹈）
等
で
、
師
俗
父
（
＝
伯
俗
父
）
は
庚
季
鼎
銘
（
中
期
﹇
２
７
８
１
﹈）
で
右
者

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
前
掲
五
祀
衛
鼎
銘
所
載
の
執
政
団
員
で
あ
る
定
伯
は
、

即

銘
（
中
期
﹇
４
２
５
０
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇

３
２
４
﹈）
で
右
者
を
務
め
て
い
る
。

以
上
の
諸
例
か
ら
見
て
、
右
者
ク
ラ
ス
の
者
は
執
政
団
員
に
就
任
す
る
資
格
を
備

え
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

$6

白
川
静
氏
は
、
駒
父
と
師

父
鼎
銘
（
中
期
﹇
２
８
１
３
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇
鼎
２
７
５
﹈）

所
載
の
内
史
駒
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（『
通
釈
』
６
、２

２
１
頁
）。

史
官
に
は
王
官
と
諸
侯
所
属
の
も
の
が
あ
っ
た
（
前
掲
逆
鐘
銘
の
史

は
、
諸
侯

六
四
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所
属
の
史
官
の
例
で
あ
る
）
が
、
金
文
の
用
例
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
王
官
で
あ
り
、

特
に
「
内
史
」
の
事
例
は
ほ
ぼ
王
官
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
も
し
駒
父
が
内
史
駒

と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
南
氏
の
私
臣
で
は
な
く
王
官
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
〈
内
史
に
つ
い
て
は
、
張
亜
初

劉
雨
１
９
８
６
の
29
頁
参

照
〉。

$7

兮
甲
盤
銘
（
後
期
﹇
１
０
１
７
４
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇
盤
74
﹈）
に
、

「
淮
夷
旧
我

人
。
毋
敢
不
出
其

・
其
積
・
其
進
人
（
淮
夷
は
も
と
我
が

の
人
な
り
。
敢
え
て
そ
の

そ
の
積

そ
の
進
人
を
出
だ
さ
ざ
る
な
か
れ
。）」

と
あ
る
様
に
、
淮
夷
は
本
来
貢
賦
を
王
朝
に
奉
献
す
る
属
民
で
あ
っ
た
。
貢
賦
納
入

が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
本
来
（
い
わ
ば
臨
時
的
な
）

王
朝
使
節
に
よ
る
徴
収
と
い
う
形
を
と
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
在
の
隣
接
外
諸

侯
の
手
を
介
し
て
納
付
さ
れ
て
い
た
と
見
た
方
が
適
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

〔
そ
う
し
て
、
同
じ
く
兮
甲
盤
銘
に
「
政

成
周
四
方
積
」
と
い
わ
れ
る
如
く
、
貢
献

物
は
陝
東
王
畿
の
成
周
に
お
い
て
集
積
さ
れ
、
一
部
は
関
中
王
畿
へ
と
搬
送
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
〕。
駒
父

銘
や
兮
甲
盤
銘
に
見
え
る
王
朝
使
節
の
派
遣
は
、
一
旦

失
わ
れ
た
貢
賦
関
係
を
回
復
す
る
た
め
に
（
或
い
は
再
確
認
す
る
た
め
に
）
と
ら
れ

た
特
殊
な
措
置
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

$8

晁
福
林
氏
も
﹇
周
王
朝
―
南
諸
侯
―
淮
夷
諸
方
国
﹈
の
等
級
関
係
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
晁
福
林
２
０
０
４
）。
但
し
、
内
諸
侯
内
に
お
け
る
（
右
者
―
受
命
者
）

の
序
列
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。

$9

朱
鳳
瀚
氏
は
「
是
銘
文
反
映
出
来
的
諸
侯
之
間
在
一
定
条
件
下
形
成
的
等
級
差

」

と
述
べ
ら
れ
（
朱
鳳
瀚
２
０
０
６
）、
柞
伯
鼎
銘
に
見
え
る
諸
侯
の
序
列
関
係
に
つ
い

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

%0

何

銘
（
後
期
﹇
４
２
０
２
﹈）
で
は
、「
唯
三
月
初
吉
庚
午
、
王
在
華
宮
。
王

呼

仲
、
入
右
何
、
・
・
・
（
こ
れ
三
月
初
吉
庚
午
、
王
　
華
宮
に
在
り
。
王
　

仲
を
呼
び
て
、
入
り
て
何
を
右
け
し
む
。）」
と
い
う
様
に
、

仲
が
右
者
を
務
め
て

い
る
。

%1

朱
鳳
瀚
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
（
朱
鳳
瀚
２
０
０
６
）、
も
し
柞
伯
が
左
伝
僖

公
二
十
四
年
条
に
見
え
る
「
周
公
之
胤
」
の
一
国
と
し
て
の
「
胙
伯
」
で
あ
る
と
す

る
と
、
河
南
省
延
津
の
北
に
封
地
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
陳
槃
１
９
６

９
・
冊
四
・
１
０
３
、
胙
の
条
参
照
）。
そ
う
す
る
と
、﹇
関
中
内
諸
侯
―
河
南
内
諸

侯
﹈
間
に
上
下
序
列
を
想
定
し
得
る
可
能
性
も
あ
る
。

%2

仲

銘
（
後
期
﹇
４
４
３
５
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇

11
﹈）
に
、

「

仲
以
王
南
征
、
伐
南
淮
夷
。
在
成
周
、
作
旅

。
茲

有
十
又
二
。（

仲

王
と
南
征
し
、
南
淮
夷
を
伐
つ
。
成
周
に
在
り
、
旅

を
つ
く
る
。
茲
の

、
十
又

二
有
り
。）」

と
あ
る
南
征
は
、
或
い
は
柞
伯
鼎
銘
に
お
け
る
戎
征
伐
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

柞
伯
鼎
銘
に
よ
る
と
、
征
伐
の
途
中
か
ら

仲
自
ら
現
地
へ
向
か
っ
た
様
で
あ
る

が
、

仲

銘
に
見
る
如
く
、
基
本
的
に

仲
は
成
周
に
本
営
を
構
え
て
後
方
支

援
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

%3

李
学
勤
２
０
０
３
参
照
。

%4

盂
が
有
力
内
諸
侯
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
注
#4
参
照
。

%5

「
武
公
」
は
南
宮
柳
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
０
５
﹈、
Ⅲ
Ａ
﹇
鼎
２
８
５
﹈）
で
右
者

を
務
め
て
い
る
。
又
、
吉
本
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
（
吉
本
道
雅
１
９
９
４
）、

禹
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
３
３
│
２
８
３
４
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇
鼎
３
０
１
﹈）
に
よ
る
と
武
公

は
内
諸
侯
国
「
井
邦
」
の
国
君
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
井
公
と
も
称
さ
れ
る
立

場
の
者
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

%6

白
川
静
氏
は
、
不

銘
所
載
の
「
伯
氏
」
を

季
子
伯
盤
銘
（
後
期
﹇
１
０
１

７
３
﹈、
鑪
１
）
所
載
の
「

季
子
伯
」（
す
な
わ
ち
内
諸
侯
の

季
氏
）
と
同
一
人

物
で
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
（『
通
釈
』
３
下
、
８
２
２
―
８
２
３
頁
参
照
）。
又
、

不

と

方
を
別
人
と
す
る
解
釈
は
、
白
川
氏
に
従
う
（
同
上
書
、
８
２
０
頁
参

照
）。

%7

多
友
及
び
不

方
は
各
々
武
公

伯
氏
の
私
臣
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

王
朝
か
ら
見
る
と
陪
臣
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
な
る
。
当
該
命
令
系
統
に
お
い
て
は
、

王
官
に
準
ず
る
地
位
の
者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

%8

の
侵
攻
経
路
に
関
す
る
従
来
の
所
説
は
、
お
お
よ
そ
陝
西
説
と
山
西
説
に
二

分
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
李
峰
氏
等
の
見
解
に
従
い
、
陝
西
説
を
と
る
（
李
峰
１
９

９
９
参
照
）。

%9

注
%8
の
論
考
で
李
峰
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、

水
上
流
域
の
霊
台
県
に
は

王
朝
の
軍
事
拠
点
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

伯
等
の
内
諸
侯
諸
伯
集
団
が
駐
屯
し
て

い
た
〈
霊
台
県
の
軍
事
集
団
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
甘
粛
省
博
物
館
１
９
７
７
参

照
〉。
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ま
た
、
周
王
朝
の
故
地
で
あ
る

に
は
、
前
注
!1
で
述
べ
た
様
に

侯
が
総
監
す

る
軍
事
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
有
事
の
際
に
は
、

侯
も
（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の

内
諸
侯
の
統
制
下
に
従
軍
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

一
方
、
山
西
北
部
の
戎
に
対
し
て
は
、
前
掲
四
十
二
年

鼎
銘
で
見
た
様
に
、
中

央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
王
官
乃
至
は
（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
有
力
将
領

の
統
帥
下
で
外
諸
侯
が
動
員
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

^0

は
、
他
器
銘
で
は
「

」

「

」

「

伯

」

「
伯

」
と
称
さ
れ
て

い
る
。
前
述
し
た
癸
伯
矩

伯

の
事
例
と
同
様
、
本
論
で
は
「

」（
＋
）

「
伯

」
の
称
謂
と
し
て
解
釈
し
て
お
く
。
内
諸
侯
レ
ベ
ル
以
下
の
王
官
で
あ
ろ
う
。

^1

前
述
し
た
四
十
二
年

鼎
銘
所
載
の

工
散
に
類
す
る
立
場
で

暦
を
担
当
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

^2

伯
雍
父
（
＝
師
雍
父
）
の
南
征
活
動
は
、

銘
（
中
期
﹇
９
４
８
﹈、
Ⅱ
﹇

49
﹈）
や

鼎
銘
（
中
期
﹇
２
７
２
１
﹈）

銘
（
中
期
﹇
６
０
０
８
﹈）

銘
（
中
期
﹇
５
４
１
１
﹈）

一
銘
（
中
期
﹇
４
１
２
２
﹈）
等
で
も
確
認
さ

れ
、
当
時
、
王
朝
南
方
疆
域
に
お
け
る
軍
事
行
動
を
統
帥
す
る
立
場
の
有
力
将
領
で

あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

に
よ
る
淮
夷
と
の
抗
戦
も
、
伯
雍
父
を
総
司
令
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
対
南
方
戦
略
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

^3

淮
夷
と
対
置
さ
れ
る
「
内
国
」
は
禹
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
３
３
〜
２
８
３
４
﹈、
Ⅲ

Ｂ
﹇
鼎
３
０
１
﹈）
に
、

「
・
・
・
亦
唯
鄂
侯
馭
方
率
南
淮
夷

東
夷
、
広
伐
南
国

東
国
、
至
歴

内
。
・
・
・
（
ま
た
こ
れ
鄂
侯
馭
方
　
南
淮
夷

東
夷
を
率
い
て
、
南
国

東

国
を
広
伐
し
、
歴
内
に
至
る
。）」

と
あ
る
「
南
国
」

「
東
国
」
と
同
様
、
諸
夷
地
域
（「
南
夷
」

「
東
夷
」）
と
対

置
さ
れ
る
王
朝
支
配
地
域
、
す
な
わ
ち
陝
東
外
諸
侯
地
域
を
指
す
用
語
で
あ
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
前
掲
柞
伯
鼎
銘
に
お
い
て
も
「
南
国
」
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
の
「
南
国
」
は
周
王
朝
創
業
期
に
お
い
て
な
さ
れ
た
周
公
の
南
征
対
象
地
域
を
指

し
て
お
り
、
前
掲
宜
侯

銘
で

省
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
「
東
国
図
」
と
ほ

ぼ
同
時
期
の
呼
称
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
〈
魯
侯

銘
（
前
期
﹇
４
０
２
９
﹈）

に
、「
唯
王
命
明
公
、
遣
三
族
伐
東
国
（
こ
れ
王
　
明
公
に
命
じ
、
三
族
を
遣
わ
し
て

東
国
を
伐
た
し
む
）」
と
あ
る
「
東
国
」
も
同
時
期
の
例
で
あ
ろ
う
〉。
す
な
わ
ち
、

陝
東
に
対
す
る
周
王
朝
支
配
が
い
ま
だ
不
安
定
な
時
期
に
お
け
る
外
諸
侯
地
域
を
指

す
用
例
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
周
王
朝
の
征
伐
対
象
と
も
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

但
し
、
前
掲
班

銘
の
「
東
国

戎
」
の
例
の
様
に
、
王
朝
中
期
に
お
い
て
も
外

諸
侯
地
域
に
内
在
す
る
諸
夷
の
紛
乱
は
あ
り
得
た
（
或
い
は
、「
東
国
に
侵
攻
し

た

戎
」
の
謂
で
あ
る
と
も
解
釈
さ
れ
よ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
や
は

り
諸
夷
地
域
か
ら
外
諸
侯
地
域
を
脅
か
し
た
事
例
と
い
う
事
に
な
る
）。

^4

銘
で
、

が
奪
還
し
た
捕
虜
の
一
時
的
な
預
け
先
と
な
っ
て
い
る
栄
伯
も
、

武
公
同
様
に
（
Ａ
＋
）
相
当
の
内
諸
侯
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
栄
伯
が
右
者
を

務
め
る
例
は
、
注
$5
で
指
摘
し
た
様
に
、
康
鼎
銘
に
見
え
る
。

又
、「
内
伐
」
の
語
の
「
内
」
が
「
内
国
」
の
略
で
あ
る
と
す
る
と
（『
通
釈
』
３

上
、
４
７
２
頁
の
解
釈
に
従
う
）、

銘
の
事
例
と
同
様
に
「
外
諸
侯
地
域
へ

の
侵
攻
」
を
意
味
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

^5

公
は
、
厚

方
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
７
３
０
﹈）
と

鼎
銘
（
前
期
﹇
２
６
５
９
﹈）

で
賞
賜
者
と
な
っ
て
い
る
。

鼎
銘
で
の
征
命
は
、
或
い
は
令
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
８

０
３
﹈）
に
見
え
る
「

宮
」
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

^6

伯

父
の
北
征
に
つ
い
て
は
、
呂
行
壺
銘
（
前
期
﹇
９
６
８
９
﹈）
に
見
え
る
。

^7

前
掲
班

銘
も
、（
Ｂ
）
の
み
が
欠
落
し
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、﹇（
Ａ
＋
）

毛
公
―
（
Ａ
）
呉
伯

呂
伯
―
〈（
Ｃ
）
東
国

戎
〉﹈
の
命
令
系
統
が
復
元
さ
れ
る
。

又
、
孟

銘
（
中
期
﹇
２
５
９
５
﹈）
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

「
孟
曰
、
朕
文
考

毛
公

仲
、
征
無

。
毛
公
賜
朕
文
考
臣
。
自
厥

工
。
・
・
・
（
孟
曰
く
、
朕
が
文
考
　
毛
公

仲
と
無

を
征
す
。
毛
公
　
朕

が
文
考
に
臣
を
賜
う
。
そ
の
工
よ
り
す
。）」

毛
公
は
、
班

銘
を
参
着
す
る
と
、
内
諸
侯
諸
伯
仲
叔
季
を
統
帥
す
る
地
位
に
い
た

者
（
＝
Ａ
＋
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

仲
及
び
孟
の
「
朕
文
考
」
は
（
Ａ
）
に
相

当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

^8

士
山
盤
銘
の
釈
文
は
、
晁
福
林
氏
の
所
説
に
基
本
的
に
従
う
（
晁
福
林
２
０
０
４

参
照
）﹇
但
し
、「

侯
」
の
字
釈
は
朱
鳳
瀚
氏
等
に
従
う
（
朱
鳳
瀚
２
０
０
２
参

照
）﹈。

ま
た
、
断
代
に
つ
い
て
は
吉
本
道
雅
氏
の
所
論
に
従
い
、「
夷
王
16
年
」
説
を
と
る

（
吉
本
道
雅
２
０
０
４
参
照
）。
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^9

史
密

銘
の
釈
文
は
、『
集
録
』
の
「
史
密

銘
文
集
釈
」
所
載
釈
文
に
基
本
的

に
従
う
。
断
代
に
つ
い
て
は
、
張

鎔

趙
栄

鄒
東
涛
１
９
８
９
に
従
い
、
中
後

期
説
を
と
る
。

&0

晁
福
林
氏
は
、

侯
が
「
平
時
に
お
い
て
王
朝
に
な
り
か
わ
り
〈

荊

方
〉

の
三
国
を
管
理
し
て
い
た
」
と
解
釈
さ
れ
、
ま
た
﹇
周
王
朝
―

侯
―

荊

方
﹈

の
等
級
関
係
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
晁
福
林
２
０
０
４
）。

侯
は
今
次
の
巡
省
に
お
い
て
、
前
掲
駒
父

銘
所
載
の
蔡
と
同
様
の
働
き
を
し
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

&1

師

銘
の
「
左
右
虎
臣
」
は
外
諸
侯
関
連
の
軍
団
で
は
な
く
王
朝
直
属
軍
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
さ
れ
る
。

&2

『
通
釈
』
３
下
、
６
１
２
頁
参
照
。

&3

前
掲
永
盂
鼎
銘
所
載
の
「
師
俗
父
」（
執
政
団
構
成
員
）
と
は
、
器
の
年
代
が
異
な

る
た
め
別
人
で
あ
ろ
う
。
又
、
師

鼎
銘
（
中
期
﹇
２
８
１
７
﹈）
の
「
師
俗
」
も
同

様
で
あ
る
。

&4

西
周
代
の

国
に
つ
い
て
は
、
甲
元
眞
之
２
０
０
６
の
第
４
章
参
照
。
甲
元
氏
は

師

銘
を
引
用
さ
れ
、

が
「
周
勢
力
の
一
翼
を
担
っ
て
征
討
作
戦
に
参
加
し
た

こ
と
が
窺
え
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
上
書
、
１
０
７
頁
）。

&5

な
お
、
師

銘
に
「
反
厥
工
吏
、
弗
績
我
東
国
」
と
あ
る
箇
所
は
、
淮
夷
か
ら

の
「
績
」（
＝
貢
賦
）
が
断
絶
し
た
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
貢

賦
納
入
の
対
象
は
「
東
国
」（
＝
東
方
外
諸
侯
地
域
）
と
さ
れ
て
お
り
、﹇
外
諸
侯
―

諸
夷
﹈
間
統
属
関
係
の
存
在
を
示
唆
す
る
。

&6

当
該
器
銘
は
宣
王
代
の
事
跡
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
吉
本
道
雅
氏
は
冒
頭
の

「
隹
王
卅
又
三
年
」
か
ら
「
王
入
各
成
周
」
ま
で
の
部
分
が
、

王
期
の
青
銅

器
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
本
道
雅
２
０
０
４

参
照
）。

&7

鄂
侯
馭
方
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８
１
０
﹈）
に
、

王
南
征
伐
角
□
。
唯
還
自
征
、
在

。
鄂
侯
馭
方
内
醴
于
王
。
乃
□
之
。
馭
方

宥
王
。
王
休
宴
、
乃
射
。
馭
方
会
王
射
。
馭
方
休
闌
。
王
宴
、
咸
。
飲
。
王
親

賜
馭
方
玉
五

馬
四
匹

矢
五
束
。
・
・
・

王
　
南
征
し
て
角
□
を
伐
つ
。
こ
の
征
よ
り
還
り
て
、

に
在
り
。
鄂
侯
馭

方
　
醴
を
王
に
内
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
□
す
。
馭
方
　
王
に
宥
す
。
王

休
宴
し
、
す
な
わ
ち
射
す
。
馭
方
　
王
の
射
に
会
す
。
馭
方
に
休
闌
あ
り
。

王
　
宴
し
、
咸
る
。
飲
す
。
王
親
ら
馭
方
に
玉
五

馬
四
匹

矢
五
束
を

賜
う
。
・
・
・

と
あ
り
、「
角
□
」
の
征
伐
に
際
し
て
鄂
侯
も
「
従
軍
」（
或
い
は
何
ら
か
の
形
で
政

治
的
・
軍
事
的
に
関
与
）
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合

で
も
（
Ａ
＋
）
又
は
（
Ａ
）
ク
ラ
ス
の
将
領
の
麾
下
に
属
し
て
従
軍
し
て
い
た
と
い

う
推
測
を
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
周
王
が
遠
征
先
で
当
該
地
の
「
侯
」
に
対
し
て

賜
宴
を
伴
う
厚
遇
措
置
を
と
り
、
ま
た
「
親
賜
」
と
い
う
用
語
で
表
さ
れ
る
直
接
的

統
属
関
係
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
り
、〈
王
室
に
よ
る
「
侯
」
重
視
政

策
〉（
後
述
）
の
萌
芽
を
示
す
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

又
、
臣
諫

銘
（
中
期
﹇
４
２
３
７
﹈、
Ⅱ
Ａ
﹇

２
３
１
﹈）
に
は
、

隹
戎
大
出
于

。
井
侯
搏
戎
。

命
臣
諌
、
以
□
□
亜
旅
、
処
于

。
・
・
・

こ
れ
戎
　
大
い
に

に
出
ず
。
井
侯
　
戎
を
搏
つ
。
命
を
臣
諌
に

だ
し
、
□

□
亜
旅
を
以
い
て
、

に
処
ら
し
む
。
・
・
・

と
い
う
様
に
、
井
侯
が
派
遣
し
た
臣
諫
に
よ
る
戎
の
征
伐
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
例
の
場
合
は
井
侯
単
独
の
軍
事
行
動
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

&8

『
集
成
』

『
近
出
』
共
に

王
代
以
降
を
指
す
。『
研
究
』
で
は
Ⅲ
Ｂ
に
相
当

す
る
時
期
で
あ
り
、
同
様
に

王
代
以
降
（
宣
王
・
幽
王
時
期
）
に
該
当
す
る
。

&9

釈
文
は
陳
夢
家
氏
に
従
っ
た
。
な
お
白
川
静
氏
は
成
王
代
に
繋
け
ら
れ
て
い
る

（『
通
釈
』
１
下
、
７
８
９
〜
７
９
０
頁
参
照
）。

*0

な
お

鼎
銘
（
中
期
﹇
２
７
２
１
﹈）
に
よ
る
と
、「
隹
十
又
一
月
、
師
雍
父
省
道

至
于

、

従
。
其
父

暦
、
易
金
。
・
・
・
（
こ
れ
十
又
一
月
、
師
雍
父

道
を
省
し
て

に
至
る
。

従
う
。
そ
の
父
　

の
暦
を

わ
し
、
金
を
賜
う
。）」

と
い
う
様
に
、
師
雍
父
は
自
ら

地
を
督
察
し
て
お
り
、

侯
と
の
間
に
一
層
直
接

的
な
統
属
関
係
を
樹
立
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

*1

前
述
の

銘
か
ら
復
元
さ
れ
た
命
令
系
統
を
参
着
す
る
と
、
師
雍
父
は

侯

を
介
し
て
淮
夷
と
の
間
に
統
属
関
係
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
図
式
化

す
る
と
、﹇（
Ａ
＋
）
師
雍
父
―
（
Ｂ
）

侯
―
〈（
Ｃ
）
淮
夷
〉﹈
と
な
る
）。

*2

「
四
方
」
は
「
周
邦
」（
又
は
「
有
周
」）
と
対
置
さ
れ
る
領
域
観
念
で
あ
っ
た

（
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
31
頁
参
照
）。
松
井
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、「
周
邦
」

は
「
周
王
朝
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
固
有
の
領
土
を
意
味
し
て
」
お
り
、「
四
方
」

六
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は
そ
の
域
外
に
広
が
る
王
朝
支
配
領
域
を
示
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
令
方

彝
銘
に
拠
る
と
、
そ
れ
は
特
に
外
諸
侯
地
域
を
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

*3

「
諸
侯
大
亜
」
は
、
詢

銘
（
後
期
﹇
４
３
２
１
﹈、
Ⅱ
Ｂ
﹇

３
２
０
﹈）
所
載

の
「
成
周
走
亜
」
に
類
す
る
官
職
名
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
成
周
走
亜
」
に
つ
い

て
白
川
氏
は
「
部
隊
の
名
で
、
成
周
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」（『
通
釈
』
３
下
、
７

０
５
頁
）
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
張
亜
初

劉
雨
１
９
８
６
も
一
種
の
「
武
職
」
で

あ
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
（
16
頁
）。
そ
う
す
る
と
、「
諸
侯
大
亜
」
は
「
諸
侯

統
轄
を
管
掌
す
る
部
隊
」（
或
い
は
諸
侯
拠
出
の
成
周
駐
屯
部
隊
）
と
で
も
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

*4

前
述
し
た

氏
の
事
例
の
他
に
も
、
例
え
ば
栄
仲
や
毛
伯
の
器
が
河
南
王
畿
の
地

で
出
土
し
て
お
り
、
参
考
に
な
ろ
う
〈
栄
仲
爵
銘
﹇『
近
出
』（
前
期
、
８
６
５
）

《
洛
陽
北
方
出
土
》
﹈、
毛
伯
戈
銘
﹇『
近
出
』（
前
期
、
１
１
１
３
）
《
洛
陽
出

土
》
﹈〉。

栄
氏

毛
氏
は
い
ず
れ
も
関
中
王
畿
内
に
本
貫
地
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
或
い
は
、

栄
氏
や
毛
氏
も

氏
同
様
、
東
遷
期
以
前
か
ら
河
南
王
畿
に
分
族
を
配
置
し
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
（
春
秋
経
文
に
は
、
東
遷
期
以
降
の
王
朝
の
卿
士
と
し
て
栄
叔
や
毛

伯
の
名
が
見
え
る
）。

*5

前
掲
晋
侯
蘇
鐘
銘
に
見
え
る
晋
侯
の
参
戦
形
式
は
、
あ
く
ま
で
例
外
的
範
疇
に
属

す
る
。

*6

応
侯
見
工
鐘
銘
（
中
後
期
﹇
１
０
７
―
１
０
８
﹈、
Ⅲ
﹇
鐘
54
﹈）
や
、
前
掲
晋
侯

蘇
鐘
銘
が
そ
の
例
で
あ
る
。

*7

前
掲

鼎
銘
の
他
、
前
掲
大
盂
鼎
銘
に
も
、

王
曰
、
盂
。
・
・
・

我
、
其

省
先
王
授
民
授
疆
土
。
・
・
・
賜
乃
祖
南
公

、

用
獣
。
・
・

王
曰
く
、
盂
よ
。
・
・
・
我
に
お
い
て
、
そ
れ
先
王
の
授
け
ら
れ
た
ま
い
し
民
と

授
け
ら
れ
た
ま
い
し
疆
土
と
を

省
せ
よ
。
・
・
・
乃
が
祖
南
公
の

を
賜
う
、

用
て
獣
り
せ
よ
。
・
・
・
　

と
あ
り
、
巡
省
の
事
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
事
例
と
し
て
は
以
下

の
諸
器
銘
が
挙
げ
ら
れ
る
。

静
方
鼎
銘
﹇『
近
出
』（
前
期
、
３
５
７
）﹈

隹
十
月
甲
子
、
王
在
宗
周
。
命
師
中

静
、
省
南
国
、
相

。
八
月
初
吉
庚

申
、
至
告
于
成
周
。
・
・
・

こ
れ
十
月
甲
子
、
王
　
宗
周
に
在
り
。
師
中
と
静
と
に
命
じ
、
南
国
を
省
さ
し

め
、
相
て

を

め
し
む
。
八
月
初
吉
庚
申
、
至
り
て
成
周
に
告
ぐ
。
・
・
・

中

銘
（
前
期
﹇
９
４
９
﹈）

王
命
中
、
先
省
南
国
、
貫
行
、

。
在
□
。
史
兒
至
、
以
王
命
曰
、
余
命
汝
使

小
大
邦
。
・
・
・

王
　
中
に
命
じ
、
先
ん
じ
て
南
国
を
省
し
、
貫
行
し
て
、

を

め
し
む
。
□

に
在
り
。
史
兒
至
り
、
王
と
以
に
命
じ
て
曰
く
、
余
　
汝
に
命
じ
て
小
大
邦
に

使
い
せ
し
む
。
・
・
・

中
方
鼎
銘
（
前
期
﹇
２
７
５
１
―
２
７
５
２
﹈）

隹
王
命
南
宮
、
伐
反
虎
方
之
年
。
王
命
中
、
先
省
南
国
、
貫
行
、

王

。
・
・
・

こ
れ
王
　
南
宮
に
命
じ
、
反
せ
る
虎
方
を
伐
た
し
め
た
ま
え
る
年
。
王
　
中
に

命
ず
、
先
ん
じ
て
南
国
を
省
し
、
貫
行
し
て
、
王
の

を

め
よ
、

と
。
・
・
・

臣

鼎
銘
（
前
期
﹇
２
５
９
５
﹈）

公
違
省
自
東
、
在
新
邑
。
臣

賜
金
。
・
・
・

公
　
違
り
て
東
よ
り
省
し
、
新
邑
に
在
り
。
臣

金
を
賜
う
。
・
・
・

*8

周
王
か
ら
「
父
」
の
称
謂
で
以
て
尊
称
さ
れ
る
の
も
、（
Ａ
＋
）
ク
ラ
ス
の
内
諸
侯

の
み
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
前
掲
班

銘
所
載
の
毛
公
や
、
毛
公
鼎
銘
（
後
期
﹇
２
８

４
１
﹈、
Ⅲ
Ｂ
﹇
鼎
３
１
０
﹈）
所
載
の
毛
公

を
各
々
「
毛
父
」
或
い
は
「
父

」

と
称
し
、
前
掲

季
子
伯
盤
銘
で

季
子
伯
を
「
伯
父
」
と
称
し
て
い
る
例
が
そ
れ

で
あ
る
。

*9

作
器
者
名
「

」
は

王
の
名
で
あ
り
、

（
後
期
﹇
４
３
１
７
﹈、
Ⅲ
Ａ

﹇

３
３
８
﹈）

五
祀

鐘
（
後
期
﹇
３
５
８
﹈）
と
同
様
に

王
自
作
器
で
あ

る
。

(0

断
代
に
つ
い
て
は
、
徐
仲
舒
氏
の
所
論
に
従
い
、

王
代
説
を
と
る
（
徐
仲
舒
１

９
５
９
参
照
）。

(1

吉
本
道
雅
２
０
０
４：

附
表
１
、
参
照
。

(2

周
王
室
と
内
諸
侯
群
と
の
間
に
お
け
る
あ
る
種
の
対
抗
関
係
は
、
あ
る
意
味
周
王

朝
支
配
体
制
の
構
造
的
特
質
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
朝
成
立
当
初
よ
り
そ
の

傾
向
は
伏
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
回
発
表
の

六
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論
稿
に
お
い
て
論
述
す
る
事
に
し
た
い
。

(3

但
し
、
白
川
静
氏
が
指
摘
さ
れ
る
様
に
、
共
治
体
制
当
初
か
ら
既
に
宣
王
は
即
位

し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（『
通
釈
』
３
下
、
７
５
３
頁
参
照
）。

(4

吉
本
道
雅
氏
も
、「

王
が

に
出
奔
し
た
の
は
、
こ
の
方
面
の
外
諸
侯
で
あ
る

晋
な
ど
の
支
持
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
本
道
雅
２
０

０
５
、
68
頁
参
照
）。

(5

『
詩
』
大
雅
・
韓
奕
の
「
韓
侯
受
命
」
に
関
す
る
吉
本
道
雅
氏
の
所
説
に
拠
る

（
吉
本
道
雅
２
０
０
５
、
83
頁
参
照
）。
な
お
、
吉
本
氏
は
、
魯
孝
公
に
も
同
様
の

「
特
殊
な
権
能
」
が
付
与
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
同
上
書
、
同
頁
）。

(6

『
国
語
』
周
語
上
に
、

「
魯
武
公
以
括
與
戲
見
王
、
王
立
戲
、
樊
仲
山
父
諫
曰
、
・
・
・
王
卒
立
之
。
魯
侯

歸
而
卒
。
及
魯
人
殺
懿
公
、
而
立
伯
御
。
三
十
二
年
春
、
宣
王
伐
魯
、
立
孝
公
。」

と
あ
り
、『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
の
前
７
９
６
年
条
に
「
周
宣
王
誅
伯
御
、
立
其
弟
称
、

是
為
孝
公
。」
と
あ
る
。

(7

前
述
し
た
韓
侯
に
つ
い
て
、『
詩
』
大
雅
・
韓
奕
に
は
「
王
錫
韓
侯
、
其
追
其
貊
、

奄
受
北
国
、
因
以
其
伯
」
と
あ
り
、
そ
の
封
域
周
辺
（「
北
国
」）
に
対
し
て
一
定
の

政
治
的
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
点
が
窺
え
る
。
そ
う
し
て
、
申
侯
に
関
し
て
も

『
詩
』
大
雅
・

高
に
「
王
命
申
伯
、
式
是
南
邦
」
と
い
う
様
に
同
様
の
表
現
が
と

ら
れ
て
お
り
、
王
畿
北
辺
に
お
け
る
韓
侯
に
相
当
す
る
政
治
的
位
置
づ
け
が
な
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
大
雅
・

高
の
申
伯
封
建
記
事
が

王
代

に

け
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
吉
本
道
雅
２
０
０
４
参
照
。

(8

『
詩
』
大
雅
・

高
に
申
と
王
室
と
の
通
婚
が
見
え
（「
王
舅
」
の
王
は

王
を

指
す
で
あ
ろ
う
）、
ま
た
申
后
の
子
宜
臼
が
平
王
と
な
っ
て
お
り
、
申
・
王
室
間
に
お

い
て
は
連
世
婚
姻
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

(9

松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
の
第
Ⅲ
部
・
第
二
章
・
「
分
節
す
る
氏
族
」
参
照
。

松
井
氏
が
例
示
さ
れ
た
新
分
族
（
例
え
ば
「
鄭
井
」
氏
や
「
鄭

」
氏
等
）
関
係

諸
器
銘
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
（
氏
も
指
摘
さ
れ
る
様
に
）
西
周
後
期
か
ら
春
秋
前

期
の
時
期
に
断
代
さ
れ
る
〔『
集
成
』
で
は
「
後
期
」
又
は
「
春
秋
前
期
」。『
研
究
』

で
は
「
Ⅲ
」

「
Ⅲ
Ａ
」

「
Ⅲ
Ｂ
」

「
春
秋
Ⅰ
」〕。
ち
な
み
に
、
氏
が
挙
例

さ
れ
た
関
係
器
29
例
中
の
23
例
が
後
期
の
器
銘
で
あ
る
（
残
り
６
例
は
中
期
の
も
の

〔『
集
成
』
で
は
「
中
期
」
又
は
「
中
期
後
期
」。『
研
究
』
で
は
「
Ⅱ
」

「
Ⅲ
」

「
Ⅲ
Ａ
」〕）。
新
分
族
配
置
は
後
期
以
降
に
進
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

¡Oo

鄭
地
及
び
豊
地
に
付
属
す
る
「
鄭
還
」

「
豊
還
」
に
は
各
々
軍
事
集
団
が
配
置

さ
れ
て
い
た
（
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
の
第
Ⅰ
部
・
第
二
章
・
〈「
周
王
の
「
都
」〉

参
照
）。

咸
地
に
つ
い
て
松
井
氏
は
、『
左
伝
』
襄
公
十
四
年
条
所
載
の

林
の
地
に
比
定

さ
れ
て
い
る
（
同
上
書
、
２
４
５
頁
〈
注
!2
〉）
が
、

林
は
晋
主
導
の
諸
侯
軍
が

秦
の
疆
域
に
侵
攻
し
た
際
の
到
達
地
点
と
な
っ
て
お
り
、
軍
事
的
観
点
か
ら
見
て
重

要
な
地
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

又
、
城
地
に
つ
い
て
松
井
氏
は
鳳
翔
県
近
傍
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
同
上
書
、
２

３
１
〜
２
３
２
頁
）。
こ
の
地
は
、
異
族
で
あ
る
「

」
一
族
の
宝
鶏
竹
園
溝
・
茹

家
荘
両
墓
地
遺
跡
に
も
近
く
、
関
中
平
原
の
西
端
に
位
置
す
る
。
関
中
平
原
東
端
の

鄭
地
に
対
応
す
る
西
部
の
軍
事
的
要
地
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（

一
族
に

つ
い
て
は
、
西
江
清
高
１
９
９
９
参
照
）。

¡O1

〈
平
陸
―
陝
〉
の
地
出
土
の

氏
諸
器
銘
は
、『
集
成
』
で
は
「
後
期
」
又
は

「
春
秋
前
期
」、『
研
究
』
で
は
「
Ⅲ
Ｂ
」
又
は
「
春
秋
Ⅰ
」
に
断
代
さ
れ
て
い
る
。
な

お
松
井
氏
は
、
上
村
嶺

国
墓
の
年
代
の
上
限
に
関
連
し
て
、「〈
平
陸
―
陝
の

〉

は
西
周
期
に
ま
で
遡
及
し
う
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
、
２
５
０
頁
〈
注
$7
〉
参
照
）。

¡O2

〈
平
陸
―
陝
〉
の

氏
集
団
が
、
洛
陽
平
原
に
お
け
る

陽
の

氏
集
団
と
関
中

地
域
に
お
け
る
宝
鶏
の

氏
集
団
と
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
事
で
、
ひ

い
て
は
王
朝
の
東
西
構
造
を
繋
ぎ
と
め
る
役
割
を
も
務
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

¡O3

例
え
ば
晋
侯
等
の
外
諸
侯
に
対
し
て
王
朝
儀
礼
の
場
を
設
定
す
る
事
は
、
右
者
レ

ベ
ル
の
内
諸
侯
と
外
諸
侯
と
の
直
接
的
接
触
の
機
会
を
も
提
供
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

外
諸
侯
が
王
朝
内
部
の
紛
乱
（
特
に
王
位
継
承
者
問
題
に
関
わ
る
内
諸
侯
間
の
派
閥

抗
争
）
に
干
渉
す
る
契
機
を
も
与
え
る
事
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

¡O4

春
秋
時
代
に
入
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
申
息
の
師
」
が
楚
の
重
要
な
軍
事
集
団
と
な

り
得
た
の
も
、
同
様
の
経
緯
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
（「
申
息
の
師
」
に
つ
い
て
は

『
左
伝
』
僖
公
二
十
五
年
条
等
に
見
え
る
）。

¡O5

『
竹
書
紀
年
』（
周
紀
40
）
に
、

「
申
侯
・
魯
侯
及
許
文
公
立
平
王
於
申
、
以
本
大
子
、
故
称
天
王
。
幽
王
既
死
、

六
九

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考
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而

公
翰
又
立
王
子
余
臣
於

。
周
二
王
並
立
。」

と
あ
る
（
方
詩
銘

王
修
齢
１
９
８
３
参
照
）。

晋
侯
は
後
に

王
を
討
滅
し
て
お
り
、
申
侯
等
の
外
諸
侯
勢
力
に
属
す
る
平
王
派

で
あ
っ
た
。

な
お
、
王
朝
の
東
西
構
造
を
支
え
る
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い

た

氏
は
、「
宝
鶏
の

」（
西

）
及
び
「

陽
の

」（
東

）
が

王
を
支

持
し
、「〈
平
陸
―
陝
〉
の

」（
北

・
南

）
が
平
王
を
支
持
す
る
と
い
う
形
で

分
裂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「

陽
の

」
は
平
王
派
に
属
し
た
鄭
伯
に
よ
っ
て

討
滅
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「〈
平
陸
―
陝
〉
の

」
に
つ
い
て
は
、
平
王
末
年
の
記

事
で
は
あ
る
が
、『
左
伝
』
隠
公
三
年
条
に
「
鄭
武
公
・
荘
公
為
平
王

士
、
王
貳

于

、
鄭
伯
怨
王
」
と
あ
り
、
平
王
派
で
あ
っ
た
点
が
窺
わ
れ
る
。

¡O6

『
竹
書
紀
年
』（
晋
紀
３
）
に
、

「（
晋
文
侯
）
二
十
一
年
、

王
為
晋
文
公
所
殺
。
以
本
非
適
、
故
称

王
。」

と
あ
る
（
方
詩
銘

王
修
齢
１
９
８
３
参
照
）。

晋
文
侯
は
お
そ
ら
く
関
中
地
域
内
に
侵
攻
し
て

王
を
討
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
を
な
し
得
た
背
景
と
し
て
、「〈
平
陸
―
陝
〉
の

」
が
平
王
側
に
加

担
し
て
い
た
点
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

¡O7

平
王
の
洛
陽
奠
都
年
代
に
つ
い
て
は
、「
前
７
３
８
年
以
降
」
と
す
る
吉
本
道
雅
氏

の
所
説
に
従
う
（
吉
本
道
雅
２
０
０
５
、
80
頁
参
照
）。

な
お
、
以
下
に
晋

魯

申
の

王
滅
亡
後
の
動
向
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

晋
で
は
、
前
７
３
９
年
頃
か
ら
本
族
・
分
族
（
曲
沃
伯
）
間
に
お
け
る
対
立
を
軸
と

す
る
紛
乱
が
始
ま
り
、
前
６
７
９
年
ま
で
混
乱
し
た
状
況
が
続
い
た
。

ま
た
魯
の
場
合
は
、（
前
７
１
５
年
〜
前
７
１
１
年
）
間
に
鄭
と
の
間
で

地
と

許
地
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
様
に
、
次
第
に
国
都
を
核
と

す
る
疆
域
経
営
の
方
に
専
念
す
る
様
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

申
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
に
明
確
な
記
述
を
欠
く
の
で
あ
る
が
、
北
進
す
る
楚
に

疆
域
を
蚕
食
さ
れ
、
お
そ
ら
く
楚
文
王
代
（
前
６
８
９
年
│
前
６
７
５
年
）
頃
に
は

楚
に
併
合
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
吉
本
道
雅
２
０
０
５
、
３
６
４
頁
、
注
$0
参

照
）。

《
引
用
文
献
一
覧
》

【
青
銅
器
銘
・
青
銅
彝
器
著
録
】（
及
び
略
称
）

『
研
究
』

林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
―
殷
周
時
代
青
銅
器
綜
覧
１
』

（
吉
川
弘
文
館
、
１
９
８
４
年
）、『
春
秋
戦
国
時
代
青
銅
器
の
研
究
―

殷
周
時
代
青
銅
器
綜
覧
３
』（
吉
川
弘
文
館
、
１
９
８
９
年
）

『
集
成
』

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
華
書
局
、
１

９
８
４
〜
１
９
９
４
年
）

『
近
出
』

劉
雨

盧
岩
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
』（
中
華
書
局
、
２
０
０
２
年
）

『
通
釈
』

白
川
静
『
白
川
静
著
作
集
　
別
巻
　
金
文
通
釈
』（
平
凡
社
、
２
０
０

４
〜
２
０
０
５
年
）〈
原
著：

『
金
文
通
釈
』（
白
鶴
美
術
館
誌
１
〜
56

輯
、
１
９
６
２
〜
１
９
８
４
年
〉

『
集
録
』

周
宝
宏
『
近
出
西
周
金
文
集
録
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
２
０
０
５
年
）

【
論
考
　
日
本
】

石
黒
ひ
さ
子
「〈
五
等
爵
制
〉
再
考
」（
駿
台
史
学
１
２
９
、
２
０
０
６
年
）

伊
藤
道
治
『
中
国
古
代
王
朝
の
形
成
―
出
土
資
料
を
中
心
と
す
る
殷
周
史
の
研
究
―
』

（
創
文
社
、
１
９
７
５
年
）

同
上
『
中
国
古
代
国
家
の
支
配
構
造
―
西
周
封
建
制
度
と
金
文
―
』（
中
央
公
論
社
、

１
９
８
７
年
）

岡
村
秀
典
『
夏
王
朝
―
王
権
誕
生
の
考
古
学
―
』（
講
談
社
、
２
０
０
３
年
）

甲
元
眞
之
『
東
北
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
文
化
と
社
会
』（
同
成
社
、
２
０
０
６
年
）

島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
研
究
』（
汲
古
書
院
、
１
９
５
８
年
）

竹
内
康
浩
「『
春
秋
』
か
ら
見
た
五
等
爵
制
―
周
初
に
於
け
る
封
建
の
問
題
―
」（
史
学

雑
誌
１
０
０
―
２
、
１
９
９
１
年
）

西
江
清
高
「
西
周
式
土
器
成
立
の
背
景
」（
上
）〈
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
１
２
１(

１

９
９
３
年
）〉

同
上
「
西
周
式
土
器
成
立
の
背
景
」（
下
）〈
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
１
２
３(

１
９

９
４
年
）〉

同
上
「
西
周
時
代
の
関
中
平
原
に
お
け
る
『

』
集
団
の
位
置
」〈『
中
国
古
代
の
文

字
と
文
化
』（
汲
古
書
院
、
１
９
９
９
年
）〉

松
井
嘉
徳
「
西
周
期
鄭
（
奠
）
の
考
察
」（
史
林
69
―
４
、
１
９
８
６
年
）

同
上
『
周
代
国
制
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
２
０
０
２
年
）【『
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ａ
』

七
〇

994



七
一

西
周
代
内
外
諸
侯
関
係
考

と
略
称
】

同
上
「
経
巡
る
王
」〈
初
期
王
権
研
究
委
員
会
編
『
古
代
王
権
の
誕
生
』
Ⅰ
（
角
川
書

店
、
２
０
０
２
年
）
第
三
部
・
第
五
章
〉【『
松
井
嘉
徳
２
０
０
２
ｂ
』
と
略
称
】

松
丸
道
雄
〈『
世
界
歴
史
体
系
　
中
国
史
』
Ⅰ
（
山
川
出
版
社
、
２
０
０
３
年
）
第
二
章

「
殷
」〉

宮
本
一
夫
『
中
国
古
代
北
疆
史
の
考
古
学
的
研
究
』（
中
国
書
店
、
２
０
０
０
年
）

吉
本
道
雅
「
春
秋
五
等
爵
考
」（
東
方
学
87
、
１
９
９
４
年
）

同
上
「
西
周
紀
年
考
」（
立
命
館
文
学
５
８
６
、
２
０
０
４
年
）

同
上
『
中
国
先
秦
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
出
版
会
、
２
０
０
５
年
）

【
論
考
　
中
国
】

王
宇
信
『
西
周
甲
骨
探
論
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
１
９
８
４
年
）

郭
沫
若
主
編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中
華
書
局
、
１
９
８
３
年
）

甘
粛
省
博
物
館
「
甘
粛
霊
台
白
草
坡
西
周
墓
」（
考
古
学
報
１
９
７
７
―
２
）

胡
厚
宣
「
殷
代
封
建
制
度
考
」〈
同
氏
『
甲
骨
学
商
史
論
叢
』
初
集
上
（
斉
魯
大
学
国
学

研
究
所
専
刊
、
１
９
９
４
年
）〉

朱
鳳
瀚
「
士
山
盤
銘
文
初
釈
」（
中
国
歴
史
文
物
２
０
０
２
―
１
）

同
上
「
柞
伯
鼎
与
周
公
南
征
」（
文
物
２
０
０
６
―
５
）

徐
仲
舒
「
禹
鼎
的
年
代
及
其
相
関
問
題
」（
考
古
学
報
１
９
５
９
―
３
）

曹
淑
琴
「
伯
矩
銅
器
群
及
其
相
関
問
題
」〈『
慶
祝
蘇
秉

考
古
五
十
五
年
論
文
集
』

（
文
物
出
版
社
、
１
９
８
９
年
）〉

張
亜
初

劉
雨
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』（
中
華
書
局
、
１
９
８
６
年
）

晁
福
林
「
从
士
山

看
周
代
”服

“制
」（
中
国
歴
史
文
物
２
０
０
４
―
６
）

張

鎔

趙
栄

鄒
東
涛
「
安
康
出
土
的
史
密

及
其
意
義
」（
文
物
１
９
８
９
―
７
）

張
立
東
「
論
輝
衛
文
化
」〈
考
古
学
集
刊
10(

１
９
９
６
年
）〉

陳
全
方
「
陝
西
岐
山
鳳
雛
村
西
周
甲
骨
文
概
論
」﹇『
古
文
字
研
究
論
文
集
』（
四
川
大
学

学
報
叢
刊：

第
10
輯
、
１
９
８
２
年
）﹈

陳
槃
『
春
秋
大
事
表
列
国
爵
姓
及
存
滅
表

異
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

１
９
６
９
年
）

陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』（
科
学
出
版
社
、
１
９
５
６
年
）

董
作
賓
『
小
屯
・
殷
墟
文
字
甲
編
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
１
９
４
８
年
）

北
京
市
文
物
研
究
所
『
琉
璃
河
西
周
燕
国
墓
地
１
９
７
３
―
１
９
７
７
』（
文
物
出
版
社
、

１
９
９
５
年
）

方
詩
銘

王
修
齢
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
證
』（
華
世
出
版
社
、
１
９
８
３
年
）

李
学
勤
『
夏
商
周
年
代
学
札
記
』（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
１
９
９
９
年
）

同
上
「
眉
県
楊
家
村
新
出
青
銅
器
研
究
」（
文
物
２
０
０
３
―
６
）

李
峰
「
多
友
鼎
銘
文
を
め
ぐ
る
歴
史
地
理
的
問
題
の
解
決
―
周
王
朝
の
西
北
経
略
を
解

明
す
る
た
め
に
・
そ
の
１
―
」〈『
中
国
古
代
の
文
字
と
文
化
』（
汲
古
書
院
、
１
９
９

９
年
）〉

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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